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学習に向けての心構え 

〈前期課程〉 
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国語科 

  

１ 学習について 

学習の目標：豊かな日本語の力をつける。その力で人とつながり知識を獲得し文化を創造する。 

（１）何にでも疑問を持とう まずは自分で考えよう 

疑問を持つから、理解へつながる。わかったつもりになって何も考えないでいると、 

結局何もわからないままで終わってしまう。 

 

（２）いろいろな人の意見を聞いてみよう 

さまざまな意見を知り、たくさんの方向から考えることで、自分の意見をより確かなも

のにできる。 

 家族・友だち・先生……声をかけよう、話し合おう。 

 遠い国の人・違う時代の人……本の中であなたを待っている。話しにいこう。 

 

（３）辞書と友だちになろう 

国語辞典は家庭に１冊、学校に１冊置いておこう。テレビを観たり新聞を読んだりして

いるときに、わからない言葉や字があったらすぐに辞書を引いて確かめる。 

「あったらすぐに」が大切。「あとで」と思うと忘れてしまう。 

これを続けることで、毎日の生活の中で自然と言葉の力が培われていく。 

 

 

２ 学習への取り組み 

（１）予習  

教科書を読んで、わからない言葉は意味を調べ、大まかな内容をとらえておく。 

完全に理解しようとしなくていい。疑問を抱いて授業に臨むことが大切。 

 

（２）積極的に授業に参加しよう 

「教えてもらう」のではなく「自分で授業を作る」心がまえで臨もう。 

積極的に質問や発言をして授業をいきいきさせよう。 

人の意見をよく聞き、話し合い、考えて、予習の時に生まれた疑問を解決しよう。 

 

（３）自分なりのノートを作ろう 

黒板を写すだけでなく、 

 先生の説明 

 クラスの人の意見でなるほどと思ったところ 

 授業を受けながら気づいたり考えたりしたこと 

 辞書を引いて調べたこと 

などをどんどん書きこみ、復習のしやすいノートを作ろう。 
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社会科 

 

１ 学習について 

  前期課程（中学校）での社会科の学習の特色は、地理、歴史、公民の

３つの分野に分かれて小学校より専門的に学習することと、その学習を通して後期課程（高等学

校）につながる基礎を学んでいくことです。 

  学習する事項も内容もかなり多くなります。１年生では週４時間の配当（一般の公立中学校は

３時間）で、地理的分野と歴史的分野を学んでいきます。地理では日本のことに加えて世界のこ

とも学習します。歴史的分野では、おもに日本の歴史を学びますが、必要に応じて、後期課程の

世界史学習の基礎となる事項については前期課程でも学んでいきます。 

 小学校と比べてずいぶん難しいのではないかと不安な人もいるかもしれませんが、なにごとも

基礎基本を大切にすれば心配ありません。あせらずじっくりと一つ一つをしっかり学習していき

ましょう。そうすれば確実に、実力が付きます。さあいっしょに学習していきましょう。 

 

２ 学習への取り組み 

まずは、「予習→授業→復習」というサイクルを確立しよう。 

（１）予習 「短時間でいいから予習はしたほうがいい」 

 次の授業でどんなことをするのか、テーマぐらいは知っておく。 

 事前課題が出ていたら、自力で、できる範囲でやっておく。 

（できなくてもいい、できるようにするために授業がある） 

（２）授業  「いちばん大切なのは授業」 

 まずは、授業者の説明を理解に努めながら集中して聴こう。    

 黒板に書かれたものだけをノートに写すのではなく、大切なところや説

明のポイントなどを工夫して記録しよう。 

（３）復習 「短時間でもいい、その日にやろう」 

 試験範囲のテキスト（教科書、副読本、資料集）を読み直し、頭の中で授業を再現してみ

る。 

 授業の感触が残っているうちにもう一度確認しておくことは想像以上に頭に残る。もしも、

復習で、理解が不十分であることが判明したら、遠慮なく質問に行こう。 

（４）試験対策 「試験勉強は二週間前から」 

 最初の一週間は、試験範囲のテキスト（教科書、副読本、資料集）を読み直し、授業の再確

認をしよう。 

 試験一週間前になったら、問題練習に取り組もう。 
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数学科 

 

１ 数学科の目標 

（１）数学的な見方、考え方を伸ばそう 

① 身近な課題を通して、数量や図形に対して関心をもつようにしよう。 

② 数学的な見方、考え方を積極的に活用して、課題を解決しよう。 

（２）数量や図形の基礎的、基本的な概念や原理・法則を理解しよう 

① 数と数式の計算規則や図形の基本性質を学ぼう。 

② 問題練習を通して、基礎的、基本的な知識を深め、問題解決能力を高めよう。 

（３）事象を数理的に捉え考える能力を高め、正確に表現・処理する方法を学ぼう 

① 事象を数学的に表現し処理する方法を学び、進んで活用してみよう。 

② 事象を数理的に捉え考える過程で、新しい表現方法や処理の仕方を学ぼう。 

 

２ 学習への取り組み 

（１）予習 

① 次の授業で学習する教科書の内容を読んで理解しましょう。 

② 疑問に感じたこと、理解できなかったことをノートに整理しておきましょう。 

 

（２）授業中 

① 先生の説明や指示をよく聞いて、課題に積極的に取り組みましょう。 

また、疑問点や分からない点について先生に質問しましょう。 

② 授業用のノートには、黒板に書かれた内容や計算式を記入するだけでなく、学んだことが

財産として残るように工夫して整理しておきましょう。 

 

（３）復習（宿題を含む） 

① 授業で学んだ内容を見直し、学習事項を定着させましょう。 

② 定理、公式、性質などは、「何に役立つのか」、「何ができるようになったのか」というこ

とについても考え整理しておくようにしましょう。 

③ 問題集用ノートを用意し、学習内容について計画的に演習を進めましょう。 

 

（４）課題などの提出物 

・ 課題については計画的に学習を進め、提出日を守るようにしましょう。 

 

（５）定期考査・小テストへの取り組み 

① 定期考査や小テストに向けて、計画をしっかりと立てて家庭学習に取り組みましょう。 

② 試験後は、間違えた問題を解き直し、間違えた理由を確かめておきましょう。 
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理科 

 

１ 学習について 

（１）自然に対して関心を持とう 

 関心をもつことは「学習」の第一歩であり、「理解」への近道です。 

 観察や実験などに積極的に自分からかかわってみることで、「なんでだろう？」という興味

と関心が高まっていきます。 

（２）「科学的姿勢」を身に付けよう 

 「科学的姿勢」とは、物事を科学的に見たり考えたりしようとする態度のことです。 

 他人に対して何かを主張するときに、自分だけの独りよがりな論理ではなく、常に科学的

な裏付けを用意してのぞむことが大切です。 

 さまざまな現象を見たり、問題演習を解くことなどを通して科学的な思考力をみがき、ま

た、レポートを作成したり、人の前で発表したりすることで、物事をすじ道立てて説明す

る力を身に付けましょう。 

（３）新しい課題に挑戦しよう 

 普段の生活で疑問に思った「小さなこと」を放置せず、科学的に思考し取り組んでいく態

度を身に付けましょう。 

 自分の考えを他の人に説明することで、科学的に分析したり判断することができているか

を確かめてみましょう。 

 

２ 学習への取り組み 

（１）予習 

① 予習に時間をかけすぎる必要はないが、次の時間におこなう実験の進め方などは、安全に

も関わるのでしっかりと頭に入れておきましょう。 

② 前の時間に出された課題・問題などは、必ず自分なりの解答を用意して授業にのぞむよう

にしましょう。 

③ 日常生活の中で目にする現象や、科学に関する記述・報道に関心をもちましょう。 

 

（２）授業中 

① 理科は、説明をただ聞いているだけで簡単に理解できるような教科ではありません。先生

の説明を注意深く聞くことはもちろんであるが、ノートを書くなどして、手で内容を確認

するように努めることが大切です。 

② わからない点があるときには、すぐあきらめず、自分で調べたり先生に質問するなど積極

的に解決する習慣を付けるようにすましょう。そういった習慣が、後々の実力の伸び方に

大きく効いてきます。 

③ ノートを上手に使うことができるかどうかが、学習の効果に大きく影響します。黒板に書

かれたことだけを書くのではなく、授業中に自分で思いついたことや疑問に思ったこと、

あとで勉強して分かったことなどをどんどん書き込むようにしましょう。そのための余白

を前もって多めにとっておくとよいでしょう。 
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④ 配布されたプリント類は、教科書、ノートと同じくらい重要な内容が書かれています。ノ

ートに張り付けたり、ファイルに保存したりして、きちんと管理をしましょう。 

⑤ 実験室での実験は楽しいものだが、良い経験とするためにも、班の中で協力し、安全には

十分に気を付け、実験操作の内容や順番を間違えないようにしましょう。安全に行うため

にも、実験時には、先生の指示に従うようにしよう。 

 

（３）復習 

① 復習は、授業内容を理解するうえで最も大切な学習方法です。ノートを見直したり、問題

集をわかるまで解いたりして、授業内容を整理し、疑問点などを克服しておきましょう。 

② 克服できない疑問点などが残った場合は、インターネットや図書館などを利用して自分で

調べたり、身近な人や先生に質問するなどして積極的に解決しましょう。このような経験

を積み重ねることで、後々、実力が大きく伸びてくるでしょう。 

 

（４）宿題や課題レポート等 

① 宿題や課題は、提出日を厳守するよう、計画的に学習し、やり遂げましょう。 

② 課題レポートなどは、本や資料などを使って自分で調べ、まとめあげましょう。 

 

（５）定期テスト・小テストへの取り組み 

① 定期テスト・小テストに向けて、計画をしっかりと立て家庭学習に取り組みましょう。 

② 試験で解くことができなかった問題は、必ず再度やり直してできるようにしておこう。 

③ 理科の学習は、はるかな頂へと続く細い山道であり、一歩一歩着実に登っていかなければ、

決して頂上に立つことはできません。登りがきつくなったときは、少し下へ降りて足もと

を確認し、なんどでもあきらめずに挑戦していく態度が大切です。その態度を養うための

道しるべがテストです。 

 

（６）その他 

   机に向かうだけが、理科の勉強ではありません。休日などは、科学館や博物館、自然の多 

い森や山など、科学や生物に出会える場所に、積極的に出かけて、科学的な視野を広げて 

いきましょう。 
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音楽科 

１ 学習について 

 

① これから学習する内容について自ら課題を持とう。あらかじめ楽譜に目を通し、音楽記号

の確認・復習やリコーダーの運指・演奏法の確認をしておこう。 

② 授業中に「できた、分かった」つもりでも、時間が経つと忘れるもの。歌詞を覚えたり、

リコーダーの反復練習をするなど、力をキープしよう。欠席した場合は友人や先生に学習

内容を聞き、各自で学習しておこう。 

③ 日々の生活の中で（授業とは別に）身の回りの音に耳を傾けてみる。何気なく聞き逃して

しまうテレビ番組のＢＧＭやＣＭの音楽を意識して聴いてみたり、ＣＤや演奏会などを利

用して良質の音楽に接するなど、日々の様々な機会を利用して積極的にいろいろな音楽に

ふれてみよう。 

 

２ 学習への取り組み 

 

① 積極的に授業に関わり、意欲的に音楽表現や鑑賞活動に参加しよう。 

② 音楽は時間の芸術。始業のベルが鳴る前に音楽室に移動をすませよう。 

③ 演奏発表に向けて積極的に練習に臨もう。 

④ 立つ姿勢、歌う姿勢、座った姿勢など、姿勢は音楽活動と密接な関係があることを意識し、

自分の姿勢を点検しよう。 

⑤ 音楽は「音」で表現する芸術。音を大切にし、不必要な音は出さないようにしよう。 

⑥ 音や音楽に対して自らイメージを持ち、さらに感じ取ろう。 

⑦ 新しい楽曲との出会いを大切にし、既知の楽曲にも新たな感動を見つけだそう。 

⑧ 鑑賞の活動を高め、喜びや感動を共有できる時間をもとう。 

⑨ グループで協力してよりよいものを創り、発表では堂々と自己表現しよう。 

⑩ グループ活動では、その目標達成に向けて練習の仕方を工夫しよう。 

⑪ 友達の個性を認め合い互いの表現を理解し合うことにより、より良い音楽表現を練り上げ

よう。 
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美術科 

 

１ 学習について 

 

① 様々な素材に出会い、色と形の基礎的な表現能力を身に付け、他の学習や生活に生かせる

ようにしましょう。 

② 対象を観察し粘り強く作品を作り上げ、達成感と表現することの楽しさを実感し、豊かな

心になりましょう。 

③ 自分の内面を見つめ、感じたことや考えたことを視覚化し、イメージを広げ発想につなげ

ていく力をつけましょう。 

④ 作品鑑賞・日本の伝統文化に触れ、思考力・判断力・表現力をつけましょう。また、芸術

文化を尊重し、国際理解力を深めましょう。 

⑤ 「うまさ」ではなく、「よさ」を追求していきましょう。 

⑥ 自分自身の良い点、感性や思いやりを大切にしていきましょう。 

 

 

２ 学習への取り組み 

 

授業では、今日のねらいをよく意識、理解し 

① 忘れ物がなく、説明をよく聞き、準備、制作、後片付けなど積極的に行いましょう。 

② 作品の完成度を高め、期限を守って提出し、作品を大事にしましょう。 

③ 活動の中でよさや価値を見つけ出しましょう。 

④ 豊かにテーマやアイデアを練りましょう。 

⑤ 自分のテーマにそった色・形・素材を工夫しながら制作しましょう。 

⑥ 用具や工具を安全かつ効果的に扱いながら、構想に基づいて完成させましょう。 

⑦ 自分の見方をしっかりと持ち、意欲的に鑑賞を行いましょう。 

⑧ 鑑賞を通じて、多様な見方や感じ方に気づき、互いの個性のよさを大切にしましょう。 

⑨ 鑑賞を通じて、社会における美術の役割や価値を理解しましょう。 

⑩ 日本や諸外国の美術、伝統と文化について興味・関心を広げましょう。 

      ※⑧⑨⑩は、記述や発言を通して第三者に伝えられるようにしましょう。 
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保健体育科 

 

１ 学習について 

（１）健康の保持増進のための実践力を身に付ける。 

① 健康なライフスタイルの確立のため、健康・安全や運動に関する科学的な内容を理解する。 

② 健康・安全や運動についての総合的な理解を深め、正しい意思決定と行動選択ができるよ

うにする。 

③ 体力の向上を図る。 

（２）生涯にわたり、計画的に運動に親しむ資質や能力の定着を図る。 

① 各種の運動の特性にふれ、楽しさや喜びを知り、意欲的に取り組む。 

② 公正、協力、責任などの態度を身に付けるとともに、健康・安全に留意して運動ができる

ようにする。 

（３）運動を合理的に実践する力を身に付けさせ、体力の向上を図る。 

① 自己の能力に適した課題の解決を主体的に行うなど、技能や体力の向上に意欲的に取り組

む。 

② 各種の運動の基本的な内容を理解する。 

 

２ 学習への取り組み 

（１）授業中 

① 健康・安全に気を付ける 

 事故を事前に防ぐことができるよう、常に周囲の状態に気を付ける。（体育） 

 授業内の約束や先生の指示は絶対に守る。（体育）（保健） 

② 積極的な姿勢で臨む 

 精一杯取り組み、挑戦を続けることで、自分のもつ運動能力・体力を向上させる。（体育） 

 はっきりと大きな声で質問や発言をする。（保健） 

 ノートやプリントは工夫しながらまとめる。（保健） 

③ マナーを守る 

 互いの頑張りを認め合うなど、思いやりの気持ちをもって授業に臨む。（体育）（保健） 

 授業の準備、後片付けを協力して行う（体育）（保健） 

 決まりを遵守し、勝敗に対して公正な態度で臨む（体育） 

 

（２）その他 

① スポーツ、健康に関する時事問題やニュースに関心をもつ。 

② 充実した学校生活を送るために、基本的な生活習慣を整える。 
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技術・家庭（技術分野）科 

 

１ 学習について 

生活について見直し、課題の解決を目指し、基礎的な知識と技能を身に付け、生活を充実させる。 

 

２ 学習への取り組み 

（１）授業 

① 自分の頭で考え、自分の手でものづくりをしましょう。 

② どうすれば自分の思いを実現できるか、どうすればもっと良くなるのかを絶えず考えまし

ょう。 

③ 授業に集中しましょう。 

④ 忘れ物をしないようにしましょう。一つの忘れ物が大きな遅れになってしまいます。 

⑤ 授業中に配布されたプリントは必ずノートにきれいに貼っておきましょう。 

 

（２）課題等 

① 提出物は期限までに必ず提出しましょう。 

② わからないところがあれば早めに質問しましょう。 

 

（３）定期考査への取り組み 

① 授業で学習したことをしっかりまとめておきましょう。 

② 試験中はあきらめずに最後まで取り組みましょう。 

③ 教科書・ノートを何度も読んでおきましょう。 

④ 作業でどんなことをやったか思い出してみましょう。 

 

（４）その他  

① 安全には十分注意しましょう。自分だけでなく他人の安全にも十分注意しましょう。 

② ノートや教科書等自分の物にはしっかりと名前を書きましょう。 

③ 授業時間を大切にするために、必ずチャイムが鳴るまでに教室移動をしましょう。 

④ 班の人と協力して作業しましょう。 

⑤ 先生の話をよく聞くようにしましょう。 

 講義内容を自分の生活に関連させて考える、友人と意見交換しよう。 

 授業の内容はプリントにまとめ、すぐにノートに貼っておきましょう。 

 教材、持ち物は忘れず、授業の準備をしっかりしよう。 
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技術・家庭（家庭分野）科 

 
１ 学習について 

 人の一生を通して家庭や生活を総合的にとらえ、男女が協力して家庭や地域の生活を創造する

能力と実践的な知識を育てます。内容を精選し、生徒の発達段階に応じた指導を行っていきます。 

 

《技術・家庭（家庭分野）で身に付けてほしいこと》 

① 社会と家庭のつながりの中で、様々な文化を理解し、地球上に生きている人々とともに生

きようとする態度 

② 科学的な知識と技術を身に付け、生活にかかわる情報を活用し、的確に判断ができる力 

③ 生活の中の課題を、意欲的に解決しようとする行動力 

 

２ 学習への取り組み 

（１）授業 

① 講義 

 講義内容を自分の生活に関連させて考える。友人と意見交換しよう。 

 授業中に配布されたプリントは必ず保管し、学習の記録（ポートフォリオ）を作ってい 

こう。 

 教材、持ち物は忘れず、授業の準備をしっかりしよう。 

 

② 実習 

 事前に実習の手順を理解し予定を立てておこう。 

 実習中は安全を考えながら、協力して積極的に取り組もう。 

 実習後は結果を自分の生活に関連させて考え、次回への改善点や課題をまとめよう。 

 

（２）授業以外の学習 

① 課題意識 

 家庭や地域での生活から様々な課題を発見しよう。 

 

② 情報活用 

 様々な情報媒体を活用しよう。 
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英語 

１ 学習について 

英語はただ授業を受けていたり、ただたくさん英語を聞いていたりするだけで、いつのまにか

身に付けられるものではありません。日本語を母国語とするみなさんが、さらに英語を身につけ

ようとするとき、赤ちゃんが歩きを覚えるように学ぼうとしてもうまくはいかないのです。英語

の学習はむしろ「逆立ちで歩くことができるようになること」に似ています。一生懸命練習しな

ければなりません。ただ、同じ目標に向かう練習でも効率のいいやり方と悪いやり方があるので、

以下の勉強の仕方を参考にして、集中して効率よく勉強して下さい。これから述べる勉強法はあ

くまでファースト・ステップ（１，２年生）でのものです。 

 

２ 学習への取り組み 

（１）授業の前に 

 次に勉強するレッスンの単語の意味を確認してください。最初はテキストの巻末のWord List

でもかまいませんが、慣れてきたら英和辞典を使うようにして下さい。そのあと本文がどんな

内容か想像してみて下さい。 

 

（２）授業中 

 先生の指示に従って、「読み」、「聞き」、「書き」、「話す」活動を積極的に行ってください。集

中力が鍵になります。また、ALTや JETのネイティブの先生との授業もあります。ここでも、

積極的に活動して下さい。 

 

（３）授業後の復習 

① まず、授業で扱ったテキストの単語、本文の意味を確認しましょう。本文の細かい訳はそ

れほど気にしなくてもいいので、どういう内容かを確認してください。 

② 学習した単語をＣＤについて発音しましょう。授業で習った発音の仕方やアクセントの位

置に注意しながら何度も発音して下さい。 

と日本語を使うのではなく 

というふうに英語とイメージが一緒に浮かぶようになるといいです。 

また最初からパーフェクトな発音を目指すのではなく、大きな声で発音することが大事で

す。少しずつＣＤの発音に近づくように練習して下さい。 

③ さらにスペル（つづり）を覚えるために、発音しながら書きましょう。五感をフルに使う

のが英語上達の秘訣です。 

④ 次にテキストの本文をＣＤについて１回音読し、ＣＤなしで４回音読。また同じように 

ＣＤについて１回音読、ＣＤなしで４回音読。（もちろん、うまくいかない場合はＣＤを何

回利用してもかまいません。）このセットを何度も繰り返して下さい。最終的にはテキスト

の本文をそらで言えるまで繰り返すのが理想です。 

dog 

a dog 

犬 
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⑤ 次にＣＤを一文ずつ流しながら、ノートや紙に流れた英文を書きとって下さい。（ディクテ

ーション） 単純な作業に思えるかもしれません。しかしこういった勉強は、たとえば野

球なら素振りに相当します。基礎体力、基礎技術を身につける部分でとても大事なもので

すから、こうした基礎訓練をしっかりとやって下さい。 

 

（４）授業以外に 

① ＮＨＫのラジオ講座の視聴を勧めます。（「基礎英語１・２・３」）ラジオ講座に関しては、

集中して聴いて、放送で指示されるままに練習して下さい。継続して聴くことが大事で

す。 

② 家庭での継続した学習はとても効果的です。英語専用のトレーニングノートを作り、記

録シートを貼って毎日の学習に活用してください。トレーニングの内容は、ラジオ基礎

英語の視聴、Key Pointsや単語などの音読筆写、多読などです。1，2年生は毎日 30分

程度（年間で 180時間）、3年生は毎日 45分（年間 270時間）が目標です。 
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三鷹中等教育学校 日課表・週時程表（前期課程） 

 

時程   曜日 月 火 水 木 金 土 

 8:25 ～ 8:35 朝読書・学活 

１校時 8:40 ～ 9:30 １ ５ ＊ １５ ２１ ２７ 

２校時 9:40 ～ 10:30 ２ ６ ＊ １６ ２２ ２８ 

３校時 10:40 ～ 11:30 ３ ７ １１ １７ ２３ ２９ 

４校時 11:40 ～ 12:30 ４ ８ １２ １８ ２４ ３０ 

給食 12:30 ～ 13:00 給食 

 

昼休み 13:00 ～ 13:15 昼休み 

５校時 13:20 ～ 14:10 ＊ ９ １３ １９ ２５ 

６校時 14:20 ～ 15:10 ＊ １０ １４ ２０ ２６ 

学活 15:10 ～ 15:20 学活 

清掃 15:20 ～ 15:40 清掃 

下校 17:00   下校（届出による延長 18：00） 

 

 

＊の場所は授業時間数を確保する部分 
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年間の指導計画と評価規準 

〈前期課程〉 
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令和３年度 ＜ １学年 国語科 ＞ 年間指導計画 
週時数 ４時間 

 

目標 

使用教科書 国語１（光村図書） ・文化の源となる国語教育という視点に立ち、「ことば」の働き・成り立ちに興

味関心を持ち、言語文化を深く理解し尊重する態度を育てる。 

・社会において「ことば」を正しく、主体的に使い、自己の考えを適切に表現

できる能力を育てる。他者の考えを的確に受け止め、自分と異なる意見を理

解し、物事を論理的に思考することのできる言語力を育てる。 

・読書を通して新たな知識を得る喜びを味わい、主体的に学ぼうとする態度を

育てる。 

使用補助教材 

国語 活用資料集 東京都版（新学社） 

新 基礎の学習 国語 1年（新学社） 

すらすら基本文法（浜島書店） 

現代語練習帳ことのは（いいずな書店） 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物(ノート、ワークシート、課題等)、授業での観察（発言、発表、取り組み等）等 

学

期 
月 単元と学習内容 

時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

 
１ 

 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 

・朝のリレー 
・野原はうたう 

３ ・音声の働きや仕組みについ
て，理解を深めている。 

・目的や意図に応じて，生活
の中から題材を決め，集め
た材料を整理し，伝えたい
ことを明確にしている。 

・音声の働きや仕組みについ
て進んで理解を深め，小学
校での学習を生かして音読
している。 

・声を届ける 
 書き留める 
言葉を調べる 
続けてみよう 

６ ・聞き手を意識して速さ，声
の強弱，間の取り方，言葉
の調子，声の高さを工夫し
ている。 

・日常生活やこれまでに読ん
だ本の中から題材を決め，
情報を整理している。 

・進んで日常生活の中から題
材を決め，これまでの学習
を生かしている。 

・シンシュン ４ ・登場人物の心情や行動を表
す言葉に着目して作品を読
み進めている。 

・場面ごとに会話や描写を整
理して，登場人物の心情や
関係の変化を捉えている。 

・場面の展開について，描写
を基に積極的に捉え，学習
課題に沿って感想を交流し
ようとしている。 

・情報整理のレッスン 
・情報を整理して書こう 

６ ・比較や分類，関係づけなど
の情報の整理のしかたにつ
いて理解を深め，それらを
使っている。 

・相手を意識して，情報を集
めて整理し，説明の文章の
構成を考えている。 

・学習課題に沿って，積極
的に情報の整理のしかたに
ついて理解を深め，それら
を使っている。 

・漢字１ 
 漢字の組み立てと部首 
・漢字に親しもう１ 

２ ・漢字の組み立てと部首につ
いて理解し，漢和辞典を使
って調べている。 

・学年別漢字配当表の漢字を
書き，文や文章の中で使っ
ている。 

・課題に沿って，積極的に
漢字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・ダイコンは大きな根？ ４ ・本文中で比較がどのように
使われているかを理解して
いる。 

・「問い」と「答え」から中心
的な部分を捉え，筆者の主
張を理解している。 

・文章の中心的な部分と付
加的な部分について積極
的に捉え，学習課題に沿っ
て筆者の工夫を伝え合お
うとしている。 

・ちょっと立ち止まって ５ ・筆者の主張と事例との関係
を理解している。 

・序論・本論・結論の段落の
まとまりに着目し，要旨を
捉えている。 

・進んで要旨を把握し，考え
たことを伝え合おうとし
ている。 

・思考のレッスン１ 
意見と根拠 

・話の構成を工夫しよう 

１ 
 
４ 

・説得力のある根拠や，意見
と根拠の結び付きについて
理解している。 

・聞き手を意識して話題を決
め，話の内容を選んで整理
している。 

・学習課題に沿って積極的
に意見と根拠の関係につ
いて理解している。 

・漢字に親しもう２ ２ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字を
書き，文や文章の中で使っ
ている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・情報を集めよう 
情報を読み取ろう 
情報を引用しよう 

４ ・グラフや文章の中の情報を
関連づけて情報を整理し，
引用のしかたを理解してい
る。 

・目的や意図に応じて，日常
生活の中から題材を決め，
集めた材料を整理し，伝え
たいことを明確にしてい
る。 

・引用のしかたや出典の示し
方について積極的に理解を
深めている。 

・比喩で広がる言葉の世界 
 
・言葉を集めよう 
もっと「伝わる」表現を目ざ
して 

３ 
 
３ 

・文中で使われている表現の
意味を理解している。 

・似た意味の言葉や修飾する
言葉を考え，伝えたいこと
に合う的確な言葉を探して
いる。 

・各段落の役割を理解し，要
旨を捉えている。 

・文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを
確かなものにしている。 

・今までの学習を生かして，
積極的に事象や行為，心情
を表す語句の量を増すとと
もに，話や文章の中で使お
うとしている。 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 

 
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
９ 
 

・大人になれなかった弟
たちに…… 

６ ・作品の時代背景や，その中
で暮らす人々の生活苦を理解
している。 

・場面の展開や登場人物の相
互関係，心情の変化などに
ついて，描写を基に捉えて
いる。 

・登場人物の相互関係，心情
の変化などについて，描写
を基に積極的に捉え，学習
の見通しをもっている。 

・星の花が降るころに ６ ・様子や動きを何かにたとえ
た表現を探し，どのような
情景や心情をたとえている
のか考えている。 

・場面ごとの状況や，場面と
人物などの描写を結び付
けて，内容を読み深めてい
る。 

・進んで場面と場面，場面と
描写などを結び付けて，内
容を解釈し，学習の見通し
をもって考えを伝え合お
うとしている。 

・聞き上手になろう 
質問で話を引き出す 

２ ・音声の働きや仕組みについ
て理解を深めている。 

・質問のしかたを工夫し，対
話をしながら話を理解し
している。 

・今までの学習を生かして話
を引き出そうとしている。 
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10 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
12 
 
 
 

・項目を立てて書こう 
案内文を書く 

４ 
 

・情報を項目ごとに整理する
ことを理解し，案内文の作
成に生かしている。 

・伝えたい事柄・相手に応じ
て，必要な情報が明確に伝
わるように，項目ごとに整
理して案内文を書いてい
る。 

・集めた材料を積極的に理解
し，学習課題に沿って案内
文を書こうとしている。 

・漢字に親しもう２ 
 

２ ・漢字の組み立てと部首につ
いて理解し，漢和辞典を使
って調べている。 

・学年別漢字配当表の漢字
を書き，文や文章の中で使
っている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・「言葉」をもつ鳥，シジ
ュウカラ 

６ ・原因と結果，意見と根拠な
ど情報と情報との関係につ
いて理解している。 

・筆者の意見と，それを支え
る根拠との関係を考えて
いる。 

・文章の構成や展開について
粘り強く考え，文章にまと
めようとしている。 

・思考のレッスン２ 
原因と結果 

・根拠を示して説明しよう 

２ 
 
５ 

・原因と結果がどうつながっ
ているか整理し，二つの関
係について理解している。 

・自分の考えに説得力をも
たせるようなレポートの
構成を考えている。 

・積極的に原因と結果の関係
について理解しようとし
ている。 

・漢字に親しもう３ ２ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字
を書き，文や文章の中で使
っている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・音読を楽しもう 
いろは歌 

・古典の世界 
蓬萊の玉の枝 
―「竹取物語」から 

１ 
 
６ 

・言葉の調子や間の取り方な
どを意識して音読してい
る。 

・登場する人々の関係や思
いに着目して読み，現代の
自分たちと比べ，古典の世
界と現代の人々に共通す
る部分を考えている。 

・進んで古文を音読し，学習
課題に沿って描かれてい
る古典の世界を想像しよ
うとしている。 

・今に生きる言葉 
故事成語 

 

４ ・音読に必要な文語のきま
り，漢文特有のリズムや言
い回しなどについて理解し
ている。 

・基になった故事を調べ，どん
な意味に使われるようにな
ったか説明している。 

・積極的に漢文を音読し，今
までの学習を生かして故
事成語を使った文章を書
こうとしている。 

・「不便」の価値を見つめ
直す 

・根拠を明確にして，意
見をまとめよう 

４ ・情報の整理のしかたを理解
し，自分の考えをまとめる
ときに要約や引用を明確に
示している。 

・賛成か反対か，立場を明確に
して，筆者の主張に対する
自分の考えをまとめてい
る。 

・積極的に必要な情報に着
目して要約し，自分の考え
を文章にまとめようとし
ている。 

・漢字に親しもう４ ２ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字を
書き，文や文章の中で使っ
ている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・君たちはどう生きるか 
読書案内 
本の世界を広げよう 

２ ・読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを理
解している。 

・文章を読んで理解したこと
に基づいて，自分の考えを
確かなものにしている。 

・読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを
積極的に理解している。 

 
３ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
 
 
３ 

・少年の日の思い出 
別の人物の視点から 
文章を書き換えよう 

６ ・場面描写の言葉や登場人物
の心情を表す言葉に着目し
ている。 

・時間・場所・出来事・語り手
に着目して作品の構成や展
開を捉えたり，具体的な表
現を挙げてその効果につい
て自分の考えをまとめたり
している。 

・文章の構成や展開，表現の
効果について積極的に考
え，学習の見通しをもって
別の人物の視点から文章
を書き換えようとしてい
る。 

・漢字に親しもう５ ２ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字を
書き，文や文章の中で使っ
ている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・随筆二編 ４ ・語句の辞書的な意味と文脈
上の意味との関係に注意し
て使うことを通して，語感
を磨き語彙を豊かにしてい
る。 

・場面と場面，場面と描写な
どを結び付けて，内容を解
釈している。 

・場面と場面，場面と描写な
どを結び付けて，内容を解
釈し，今までの学習を生か
して考えたことを伝え合
おうとしている。 

漢字３ 漢字の成り立ち 
漢字に親しもう６ 

２ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字を
書き，文や文章の中で使って
いる。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりしよ
うとしている。 

・一年間の学びを振り返
ろう 
要点をまとめ発表する 

６ ・情報の整理のしかたを理解
し，要点をわかりやすくま
とめている。 

・「観点」に見合った情報を集
め整理し，内容が伝わる端
的な言葉を用いている。 

・集めた材料を積極的に整理
し，要点をまとめ，発表し
ようとしている。 

・さくらの はなびら ２ ・詩に用いられている表現の
技法を理解し使っている。 

・詩の解釈を通して理解した
ことに基づいて，自分の考
えを確かなものにしてい
る。 

・文章を読んで理解したこと
に基づいて，積極的に自分
の考えを確かなものにし，
考えたことを伝え合おう
としている。 

通
年 

随
時 

・口語文法 10 ・文法の必要性を知り，言葉の
単位とその働きについて理解
している。 

・漢字語彙の拡充及び口語と
文語の文法を適切に使う力
をつける。 

・単語の類別を理解するため
に，積極的に文の組み立て
について理解しようとして
いる。 

・読書マラソンのまとめ
と展開 

６ ・読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを理
解することができる。 

・ものの見方や考え方が表れ
ている部分に線を引き，自分
の理解を確かなものにして
いる。 

・読書が，知識や情報を得た
り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを進
んで理解し，本の魅力を伝
え合おうとしている。 
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年間授業時数 140  
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令和３年度 ＜ ２学年 国語科 ＞ 年間指導計画 
週時数 ４時間 

 

目標 

使用教科書 国語２（光村図書） ・文化の源となる国語教育という視点に立ち、「ことば」の働き・成り立ちに興

味関心を持ち、言語文化を深く理解し尊重する態度を育てる。 

・社会において「ことば」を正しく、主体的に使い、自己の考えを適切に表現

できる能力を育てる。他者の考えを的確に受け止め、自分と異なる意見を理

解し、物事を論理的に思考することのできる言語力を育てる。 

・読書を通して新たな知識を得る喜びを味わい、主体的に学ぼうとする態度を

育てる。 

使用補助教材 

国語 活用資料集 東京都版（新学社） 

新 基礎の学習 国語２年（新学社） 

すらすら基本文法（浜島書店） 

現代語練習帳ことのは（いいずな書店） 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物(ノート、ワークシート、課題等)、授業での観察（発言、発表、取り組み等）等 

学

期 
月 単元と学習内容 

時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

 
１ 

 
４ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
 
 
 
 
 
 
 
７ 

・見えないだけ 

 

２ ・詩の中に出てくる好きな言

葉や表現を，理由と共にま
とめている。 

・抽象的な概念を表す語句

の量を増し，語感を磨き語
彙を豊かにしている。 

・進んで語感を磨き，今まで

の学習を生かして朗読しよ
うとしている。 

・アイスプラネット ５ ・登場人物の心情や考え方が

表れた語句に注意して，作
品を読んでいる。 

・登場人物の言動から特徴を

捉え，他の人物との関係を
人物相関図にまとめてい
る。 

・登場人物の設定のしかたな

どを捉え，学習課題に沿っ
て考えたことを伝え合おう
としている。 

・枕草子 
自分流「枕草子」を書こう 

６ ・現代語訳や語注を手掛かり
に「枕草子」を読み，作者

のものの見方や考え方を捉
えている。 

・目的や意図に応じて，生活
の中から題材を決め，多様

な方法で集めた材料を整理
し，伝えたいことを明確に
している。 

・文章を読んで理解したこ
とや考えたことを知識や経

験と結び付け，自分ならで
はの季節感を表す文章を書
こうとしている。 

・情報整理のレッスン 
思考の視覚化 

・多様な方法で情報を集

めよう 
職業ガイドを作る 

５ ・情報と情報との関係のさま
ざまな表し方を理解し使っ
ている。 

・知りたいことに適した方法
を考え，情報を収集してい
る。また，収集した情報を

整理し，自分の目的に合う
ものを取捨選択している。 

・学習課題に沿って，積極
的に情報と情報との関係の
さまざまな表し方を理解し

使おうとしている。 

・漢字１ 熟語の構成 
・漢字に親しもう１ 

１ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字を
書き，文や文章の中で使っ
ている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし
ようとしている。 

・クマゼミ増加の原因を
探る 

６ ・文章の構成を理解し，線や
矢印を用いてそれらの関係
を整理している。 

・文章中の図表やグラフが
何のために示されている
のかを，対応する文章を基

に考えている。 

・積極的に文章と図表など
を結び付け，学習の見通し
をもって考えたことを話

し合おうとしている。 

・思考のレッスン１ 

具体と抽象 
・魅力的な提案をしよう 

資料を示してプレゼンテ

ーションをする 

５ ・複数の情報をまとめて抽象

化したり，言葉の意味を具
体例を挙げて説明したりし
ている。 

・自分の立場や考えが明確に

なるように，根拠の適切さ
や論理の展開などに注意し
て，話の構成を工夫するこ

とができる。 

・学習課題に沿って，積極的

に具体と抽象の関係につ
いて理解しようとしてい
る。 

・メディアを比べよう 
メディアの特徴を生かし

て情報を集めよう 

３ ・情報メディアの特徴を，表
や図などにまとめている。 

・同一の話題について書かれ
た複数の情報メディアを比

較し，それぞれ特徴につい
て考えている。 

・観点を明確にして文章を比
較し，目的や状況に応じた

メディアの選び方を理解し
ようとしている。 

・言葉の力 ３ ・本や文章などには、さまざ
まな立場や考え方が書かれ
ていることを知り、自分の

考えを広げたり深めたりす
る読書に生かしている。 

・文章を読んで理解したこと
や考えたことを知識や経験
と結び付け、自分の考えを

広げたり深めたりしてい
る。 

・進んで文章を読み理解した
ことや考えたことを知識や
経験と結び付け、今までの

学習を生かして考えたこと
を伝え合おうとしている。 

・表現を工夫して書こう 

手紙や電子メールを書く 

３ ・敬語の働きについて理解

し、文章の中で使ってい
る。 

・具体例を加えたり、表現の

効果を考え描写したりし、
自分の考えが伝わる文章に
なるよう工夫している。 

・自分の考えが伝わる文章に

なるよう積極的に工夫し、
学習課題に沿って通信文を
書こうとしている。 

 
２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
９ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・聞き上手になろう 
質問で思いや考えを引

き出す 

２ ・言葉には、相手の行動を促
す働きがあることに気付いて

いる。 

・論理の展開などに注意して
聞き、話し手の考えと比較

しながら、自分の考えをま
とめている。 

・論理の展開に注意して聞
き、今までの学習を生かし

て思いや考えを引き出す質
問をしようとしている。 

・盆土産 ５ ・抽象的な概念を表す語句の

量を増やし、話や文章の中で
使うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。 

・登場人物の言動の意味など

について考え、内容を解釈
している。 

・登場人物の言動の意味につ

いて考え、作品の印象を伝
え合おうとしている。 

・モアイは語る―地球の
未来 

５ ・意見と根拠、具体と抽象な
ど情報と情報との関係につ

いて理解している。 

・文章の構成や論理の展開
について考えている。 

・論理の展開について考え、
筆者の主張に対する自分

の考えを文章にまとめよ
うとしている。 
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２ 

10 
 
 
10 
 
 
 
 
 
 
 
 
11 
 
 
 
 
 
 
  
12 
 
 
 

・思考のレッスン２ 

 根拠の吟味 

２ ・意見と根拠、具体と抽象な

ど情報と情報との関係につ
いて理解している。 

・文章の構成や論理の展開

について考えている。 

・課題に沿って、意見と根拠の関

係について理解しようとして

いる。 

・源氏と平家 音読を

楽しもう 
 

２ ・作品の特徴を生かして朗読

し、古典の世界に親しんで
いる。 

・作品に登場する人々の関係

や思いに着目して読んでい

る。 

・古典に表れたものの見方や

考え方を知り、朗読しよう
としている。 

・扇の的―「平家物語」

から 

６ ・現代語訳や語注等を手掛か

りに作品を読むことを通し
て、古典に表れたものの見
方や考え方を理解してい

る。 

・登場人物の言動の意味な

どについて考え、内容を解
釈している。 

・登場人物の言動の意味につ

いて進んで考え、課題に沿
って考えたことを伝え合
おうとしている。 

・仁和寺にある法師―
「徒然草」から 

５ ・現代語訳や語注等を手掛か
りに作品を読むことを通し

て、古典に表れたものの見
方や考え方を理解してい
る。 

・文章を読んで理解したこ
とや考えたことを知識や

経験と結び付け、自分の考
えを広げたり深めたりし
ている。 

・考えたことを知識や経験と
結び付け、自分の考えを書

こうとしている。 

・漢字に親しもう２ １ ・中学校で学習する漢字の読
み方について理解してい

る。 

・学年別漢字配当表の漢字
を書き，文や文章の中で使

っている。 

・課題に沿って，積極的に漢
字を読んだり書いたりし

ようとしている。 

・君は「最後の晩餐」を
知っているか 

「最後の晩餐」の新しさ 

５ ・情報と情報の関係の様々な
表し方を理解し使ってい

る。 

・目的に応じて複数の情報
を整理しながら適切な情

報を得て、内容を解釈して
いる。 

・観点を明確にして文章を
比較し、考えたことを文章

にまとめようとしている。 

 
３ 

 
１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 
 
 
 
 
３ 

・走れメロス ７ ・抽象的な概念を表す語句や
多義的な意味を表す語句の
量を増やし、文章の中で使

うことを通して、語感を磨
き語彙を豊かにしている。 

・登場人物の言動の意味など
について考え、内容を解釈
し、根拠の適切さを考えて

自分の考えの伝わる文章を
書こうとしている。 

・登場人物の言動の意味な
どについて考え、作品の魅
了を文章にまとめようと

している。 

・漢字に親しもう３ １ ・中学校で学習する漢字の読

み方について理解してい
る。 

・学年別漢字配当表の漢字を

書き，文や文章の中で使っ
ている。 

・観点を明確にして文章を

比較し、考えたことを文章
にまとめようとしている。 

・構成や展開を工夫して
書こう 
「ある日の自分」の物語

を書く 

４ ・話や文章の構成や展開につ
いて理解を深めている。 

・表現の工夫とその効果など
について、読み手からの助
言などを踏まえ、自分の文

章の良い点や改善点を見出
している。 

・文章の構成や展開を工夫
し、物語を創作しようとし
ている。 

・漢詩の風景 ５ ・漢文特有の言葉遣いや調子

を意識して朗読している。 

・観点を明確にして漢詩を比

較し、漢詩の構成や表現の
効果について考えている。 

・作品の特徴を生かして朗

読し、進んで漢詩について
理解しようとしている。 

木 ２ ・抽象的な概念を表す語句の
量を増やし、章の中で使う
ことを通して、語感を磨き

語彙を豊かにしている。 

・自分の知識や経験と結び付
けて、作者のものの見方に
ついて考えている。 

・詩を読んで理解したこと
や考えたことについて、進
んで話し合おうとしてい

る。 

通
年 

随
時 

・読書マラソンのまとめ

と展開 

4 ・読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたりす
ることに役立つことを理解す
ることができる。 

・ものの見方や考え方が表れ

ている部分に線を引き，自
分の理解を確かなものにし
ている。 

・読書が，知識や情報を得た

り，自分の考えを広げたり
することに役立つことを進
んで理解し，本の魅力を伝

え合おうとしている。 

・書写 20 ・行書と仮名を調和させて書
くことができ、全体がバラン

スよく配置されている。 

 ・行書と仮名の調和を考え、
文字の大きさに注意して書

こうとしている。 

・口語文法 25 ・文法の必要性を知り，言葉

の単位とその働きについて
理解している。 

 ・単語の類別を理解するため

に，積極的に文の組み立て
について理解しようとして
いる。 

年間授業時数 140  

 



- 22 - 

 

令和３年度 ＜ ３学年 国語科 ＞ 年間指導計画 

週時数 ４時間 

 

目標 

使用教科書 国語３（光村図書） ・社会生活の中で目的や場面に応じ、相手の立場や場に応じて話す能力、表現の 

工夫を評価して聞く能力、課題の解決に向けて話し合う能力を身につけると共 

に、話したり聞いたりして考えを深めようとする態度を育てる。 

・目的や意図に応じ、論理の展開を工夫して書く能力を見つけさせ、文章を書い 

て考えを深めようとする態度を育てる。 

・文章の展開や表現の仕方などを評価しながら読む能力を身につけさせ、読書を 

通じて自己を向上させようとする態度を育てる。 

使用補助教材 

国語 活用資料集 東京都版（新学社） 

新 基礎の学習 国語３年（新学社） 

現代文単語（桐原書店） 

古文単語３３０（いいずな書店） 

新明説漢文（尚文出版） 

完全マスター古典文法（第一学習社） 

ウイニング（好学出版） 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物(ノート、ワークシート、課題等)、授業での観察（発言、発表、取り組み等）等 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 
 
 

4 
 
 

・詩「春に」 
 

 

４ 
 

 

反復や比喩などの表現に注
意して読んでいる。 

 

・印象に残る表現を抜き出し，そ 

の効果や工夫について考え、詩の 

中の「この気もち」の内容を捉え， 

自分の意見をもっている。 

・表現の特徴や作者の思い
を捉え，自分の考えをもと

うとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
5 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
6 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・握手 

 
 

５ 

 

・作品に使われている言葉

の意味を調べたり，比喩表
現に着目したりして，作品
を読み深めている。 

・作品の表現に即して，人物

像を読み取っている。 
 

・作品を読み，そのよさや

特徴について，自分の考え
を深めようとしている。 

・社会との関わりを伝え
よう 
 

４ 
 
 

・声の調子や敬語の使い方
に注意して話し 
ている。 

 

・自分の体験や知識を基にス
ピーチの話題を決め,場面や目
的，相手に合った話し方をし

ている。 

・話題に沿って相手にわか
りやすく話をしようとして
いる。 

・月の起源を探る 

 
 
 

５ 

   
 

・論理展開を支える漢語の意

味と効果を理解してい

る。 

 

・図と本文との対応を確かめ

ながら読み，内容を捉え，筆
者のものの見方や文章の構成
や表現について，自分の考え

をもっている。 

・進んで文章を読み，論理

の展開や内容を理解しよう
としている。 
 

・思いのリレーに加わろ
う 
 

４ 
 
 

・外来語の使われ方に注意
して読んでいる。 

・現代メディアの特徴や情報
発信の意義と注意点を読み取
り，自分の日常生活と結びつ

けて考えようとしている。 

・文章を読んで，社会や人
間について自分の考えをも
とうとしている。 

・俳句の可能性 
 

・俳句を味わう 
 
 

４ 
 

４ 
 
 

・語句の効果的な使い方に注

意し，語感を磨き語彙を豊か

にしている。 

・俳句の約束事を理解し，俳句 

に込められた作者の思いや情 

景を読み味わっている。 

・語順や表現のしかたに注意 

して，自分の思いや感動を俳句 

に表現している。 

・俳句の形式に興味をもち，表 

現上の特徴を生かして俳句を 

作ろうとしている。 

 

・「批評」の言葉をため

る 
 
 

４ 

 
 

・抽象的な言葉の意味を捉

えている。 

・文脈における語句の意味に 

注意して読み，筆者の考えを 

捉え自分の考えを深めてい 

る。  

・進んで文章を読み，内容を理 

解しようとしている。 

 

・高瀬舟 
 

 
 
 

・未来の私にお薦めの本 
 

５ 
 

・難しい語句や表現につい
て理解しながら読んでい

る。 

・表現や場面・人物設定など 

に着目して読み，自分のもの 

の見方や考え方を広げると 

ともに，読書生活について考え
ている。 

・自分の読書生活を振り返 

り，今までの読書傾向を分析 

する。 

・自分の読書生活に関心をも 

ち，読書について話し合った 

り，読書の幅を広げたりしよ 

うとしている。 

 

２ ９ ・詩「挨拶」 
 
 

 
 

４ 
 
 

 
 

・詩の一語一語を注意して読

み，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・比喩や象徴的な表現に着目 

し，作者の思いを読み取ってい 

る。作品に込められた思いを，詩 

の世界と現実の世界の在り方と 

を重ね合わせながら考え，自分 

の言葉で説明している。 

・作品を読み，作者のものの見 

方や考え方について自分なり 

に考えようとしている。 
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・故郷 

 
 
 

 

５ 

 
 
 

 

・作品中の漢語表現に注意し

て読み，語感を磨き語彙を豊

かにしている 

 

 

・場面や登場人物の設定を表す語 

句や表現に着目し，登場人物の心 

情を読み取っている。・時代や社会 

の変化の中での人と人との関わり 

について，自分の考えをもってい 

る。 

・作品を読み，人と人との関わ 

りについて考えようとしてい 

る。 

  

 

 

・新聞の社説を比較して
読もう 
 

４ ・新聞で用いられる言葉の特

徴を捉えている。 

・構成や展開，表現のしかたなど 

観点に沿ってまとめている。 

・内容の違いを読み比べ，主張や 

構成について評価し，自らのもの 

の見方や考え方を広げている 

・二つの社説を読み，主張や論 

理の展開の違いに目を向けよ 

うとしている。 

 10 
 
 
 

・万葉・古今・新古今 
（君待つと） 

 
 
 

 

５ 
 

 
 
 

 

・現代語訳や脚注，出典欄な

どを基に，歴史的な背景に注

意して和歌を読んでいる。 

 

 

 

・和歌の表現技法や語句の使い方 

に気づいて読み，感想をもってい 

る。・脚注を参考にしながら古人の 

心情や情景を読み取り，和歌に対 

して自分の考えをもっている。 

・それぞれの和歌集に興味を 

もち，和歌に表れた古人の心 

情や情景について現代語訳を 

基に想像しようとしている。 

 

 

 
 
 
 

・奥の細道 
（夏草） 
 

 
 

５ 
 
 

 
 

・歴史的背景を踏まえなが
ら作品を読んだり，古典の
一節を引用した文章を書い

たりして，古典の世界に親
しんでいる。 

・作品の表現のしかたや文体
の特徴に着目しながら読んで
いる。 

・芭蕉の感じたことを踏まえ
ながら，選んだ俳句が心に響
いた理由を述べている。 

・俳句に込められた芭蕉の 
思いを考えようとしている。 
 

 
 

11 
 
 
 
 
 
 
12 

・古典を心の中に 
 
 

４ 
 
 

・古典の知識に触れ，その世

界に親しんでいる。 

 

・古典には人の姿やさまざまな

世界が描かれていることを理解

している。 

・古典のさまざまな作品に関 

心をもとうとしている。 

 

・作られた「物語」を超
えて 

 

４ 
 

 

・比喩的に用いられている言

葉の意味に気づいている。 

 

・語句や論理の展開，表現のしか 

たなどについて自分なりに評価 

している。 

・教材文に興味をもち，自分の 

考えを広げようとしている。 

 

・話し合って提案をまと
めよう 

 
 
 

５ 
 

 
 
 

・話し合いという場を意識

し，適切な言葉遣いをしてい

る。 

 

 

・社会生活の中から話題を決めて 

資料などを活用して提案し，話し 

合いを通して自分のものの見方や 

考え方を深めている。 

・自分が取り組みたい課題を 

考えようとしている。 

  

 

・説得力のある文章を書
こう 

 

５ 
 

 
 

・自分の意見を効果的に表現す

るために，批評するときの言

葉を適切に使い分けている。 

・分析のための観点を示し，判

断や批評の根拠を明確にし，資

料を適切に引用して，説得力の

ある構成で批評文を書いてい

る。 

・社会生活の中の事柄につい 

て，自分の意見を明確にして 

批評文を書こうとしている。 

 

3 1 
 
 
 
2 
 
 
 
3 
 

・エルサルバドルの少女 
ヘスーナ 
 

 

２ 
 
 

 

・喩など，特徴的な表現に着目

し，語感を磨いている。 

 

 

・ヘスースの生き方などに着目し

て読み，人間の生き方や社会の在

り方について考えている。 

 

・自分の読書生活に関心をも 

ち，読書について話し合った 

り本の幅を広げたりしようと 

している。 

・誰かの代わりに 

 
 

５ 

 
 

・文章中の抽象的な語句に興

味をもち，意味や類義語などを

調べている。 

・筆者の主張を捉え，現代社会や

生き方に対する自分の意見をも

っている。 

・代社会の特徴を知り，可能性 

や困難，自分の生き方につい 

て考えようとしている。 

・詩「わたしを束ねない
で」 
 

 
 

５ 
 

・語感を磨き語彙を豊かにし

ている。 

・詩における語句の効果的な使 

い方や表現の工夫に注意して読 

み，自分の可能性や生き方など 

について考え，自分の意見をも 

っている。 

・現の特徴や作者の思いを捉

え，自分の考えをもと

うとしている。 

 

・漢字３ 漢字のまとめ ４    

通年 随
時 

・語句・語法 
・口語文法・文語文法 

 

３ 
８ 

 ・漢字語彙の拡充及び口語と
文語の文法を適切に使う力を

つける。 

 
 

・読書マラソンのまとめ

と展開 
 

６   ・さまざまな分野の本に興

味を持って読書の世界を広
げようとする。 

年間授業時数 １4０ 
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令和３年度 ＜１学年 文化科学Ⅰ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １ 

 

目標 

使用教科書  ・ 読解力、表現力、コミュニケーション能力の基礎を養う。 

・ 考えるための読解力・社会的リーダーとして必要な心情理解力の

養成に重点を置く。 

・ 学習を通して自他について主体的に思考する力を身に付ける。 

使用補助教材 
 

 

 

評価の観点と方法・材料 

発表・ワークシート・作文・レポート等 

 

学期 月 単元と学習内容 時数 
観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

 

 

スピーチ 
「私のお気に入り」 
・自己紹介を兼ねて、自分のお

気に入りのものについてスピ
ーチをする。 

4 

 

 

・人に届きやすい声でスピー
チを話している。・ 

・わかりやすいスピーチの構成
を作っている。 

・スピーチ内容について、意欲的
に考えている。 
・人のスピーチを、意欲的に聴い

ている。 

書くことの基礎 
論理のしくみ 

・言葉遣い、主語と述語の対応、
修飾語の位置、呼応の副詞など
の使い方に気を付けて文を構

成する。 
 
・具体と抽象や、言葉の対比関

係を理解して文を構成する。 

6 ・正しい文の組み立てを理解
している 

・接続詞の役割について知識
を整理できている。 

・主語や述語の関係、接続詞の
使い方などに気を付けて文を

書くことができる。 

・読みやすい文を意欲的に書い
ている。 

 

ビブリオバトル 
・これまでに行った読書の中か
ら、級友に勧めたい１冊を選

び、その内容を既習事項や他の
教科等と関連させながら紹介
する。 

・読書の喜びを共有し、今後の
読書活動について考えを深め
る。 

 

5 ・発表方法について基礎的な
知識を身につけている。 

・わかりやすく効果的な発表を
している。 
・自分のおすすめの本につい

て、工夫してプレゼンテーショ
ンを行っている。 
 

 

・おすすめの本について、周囲と
交流させて考えを深めようとし
ている。 

・周囲との交流から、さらに発展
的な読書活動に結び付けようと
している。 

 
 

 2 9 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

12 

 

論理の利用 
論理の実践① 

・テーマについて、根拠や具体
例を挙げて文を書く。 
・対比して立場を選び、反論を

想定して文章を構成する。 

6 ・根拠とは何かを理解してい
る。 

・具体例とは何かを理解して
いる。 
・対比という概念を理解して

いる。 
 

・テーマについて、根拠や具体
例をあげることができる。 

・テーマについて対比して立場
を選ぶことができる。 
・テーマについて反論を想定す

ることができる。 

・説得力のある文章を意欲的に
描こうとしている。 

百人一首 
・百人一首を覚え、親しむ。 

3 ・百人一首について基礎的な
知識を理解している。 

・１番～５０番までの歌の上の
句から、下の句を言える。 

・意欲的に百人一首の暗誦や、鑑
賞などの活動を行っている。 

3 1 

 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

発表活動 

・課題を見出し、グループやク
ラス全体での話し合いを行う。 
 

 

3 

 

 

 

 

 

 

・周囲と協力して、言いたいこ

とを明らかにしながら発表の
内容を創り上げることができ
る。 

・人前でわかりやすい発表をす

ることについて、興味を持って理
解しようとしている。 
 

論理の実践② 
・資料を読み取ったうえで、文

章を書く。 

3 

 

・資料に何が書かれているか
を読み取ることができる 

 

・様々な図やグラフの特徴を理
解している。 

・複数の資料を比較して考察す
ることができる。 

・資料に何が書かれているかを、
意欲的に読み取り、そのうえで文

章を書こうとしている。 

  年間授業時数 30      
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令和３年度 ＜１学年 社会科（地理・歴史的分野）＞ 年間指導計画 

 

週時数 3 

 

目標 

使用教科書 

＜地理的分野＞ 

新しい社会 地理（東京書籍） 

＜歴史的分野＞ 

中学歴史 日本と世界（山川出版社） 

・ 我が国の地理的・歴史的事象に対する関心を高め、広い視野に立っ

て我が国の国土の地域的・歴史的特色を考察し理解させ、地理的・

歴史的な見方や考え方の基礎を培い、我が国の国土に対する認識を

養う。 

・ 国家・社会及び文化の発展や人々の生活の向上に尽くした歴史上の

人物と現在に伝わる文化遺産を、その時代や地域との関連において

理解させ、尊重する態度を育てる。 

・ 歴史に見られる国際関係や文化交流のあらましを理解させ、我が国

と諸外国の歴史や文化が相互に深くかかわっていることを考えさ

せるとともに、他民族の文化、生活などに関心をもたせ、国際協調

の精神を養う。 

・ 具体的な事象の学習や身近な地域の地理や歴史の学習を通して、地

理や歴史に対する興味や関心を高め、様々な資料を活用して事象を

多面的・多角的に考察し公正に判断するとともに適切に表現する能

力と態度を育てる。 

使用補助教材 

＜地理的分野＞ 

図説地理資料世界の諸地域 NOW 

（帝国書院） 

中学校社会科地図（帝国書院） 

新中学問題集 地理 I・II 

（教育開発出版） 

＜歴史的分野＞ 

東京都版資料カラー歴史（浜島書店） 

新中学問題集 歴史 I 

（教育開発出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、レポート、提出物（ノート、ワークシート、課題など）、授業での観察（発表、授業の取り組みなど） 

評価は地理的分野の日本地理、歴史的分野のみで行うのではなく、地理的分野の世界地理と合わせて行う。 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

7 

世界の地域構成 

・地球儀や世界地図の活

用。緯度と経度。大陸と

海洋の分布。主な国々の

名称と位置。地域区分。

世界の地域構成の大観。

大まかな世界地図の描

図。 

10 ・世界の地域構成を地球上

の位置関係と水陸の分布、

国々の構成と地域区分を基

に理解し、その知識や技能

を身に付けている。 

・世界の地域構成を地球上

の位置関係と水陸の分布、

国々の構成と地域区分を基

に多面的・多角的に考察し

ている。 

・生活舞台としての地球に

対する関心を高め、地球上

の位置関係と水陸の分布、

国々の構成と地域区分を主

体的に追究し、世界の地域

構成をとらえようとしてい

る。 

世界各地の人々の生活と

環境 

・世界各地の人々の生活

の様子の考察を行う。そ

の際、衣食住の特色や生

活と宗教とのかかわりな

どに着目する。 

16 ・世界の人々の生活や環境

が多様で、その暮らしが変

化していくのは、自然的条

件や社会的条件によること

を理解している。 

 

 

 

・世界各地の多様な生活や

文化、自然環境などについ

て、地球儀や世界地図を用

いて示すことができる知識

や技能を身に付けている。 

 

・世界各地の人々の生活と

環境の多様性について、自

然的条件および社会的条件

と関連付けて、自分たちと

の生活と比較しながら考察

し、その過程と結果を適切

に表現している。 

 

・世界各地の人々の生活と

環境の多様性について、自

然的条件および社会的条件

と関連付けて主体的に追究

し、とらえようとしている。 

 

 

 

・世界の人々の生活の多様

性を生み出している自然的

条件および宗教や伝統的文

化などの社会的条件に対し

て関心を高めている。 

世界の様々な地域の調査 

・適切な主題を設けて、

調査を行う際の視点や方

法を身に付ける。 

5  

 

 

 

 

 

 

 

・世界の様々な地域の調査

を行う際の視点や方法を多

面的・多角的に考察し、調

査活動の過程やその結果を

適切に表現している。 

・設定した課題の解決に向

けて、世界の様々な地域の

調査を行う際の視点や方法

をもとに地域を調査し地域

的特色を明らかにすること

に関心を高め、それを主体

的に追究し捉えようとして

いる。 
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2 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

調査の発表 

・学習した内容を活用し

て、各々が調べた地域に

ついて大観し表現する活

動を通して、地域の特色

をとらえる。 

3   ・世界の国々に関する地図

や統計その他の資料を用い

た調査に主体的に取り組ん

でいる。 

歴史への招待 

・歴史を学ぶということ。

年代や時代区分を確認。 

1 ・歴史を学ぶのに必要な基

本的な知識や技能を身につ

けている。 

 ・歴史の流れに対する関心

を高め、主体的に追究しよ

うとしている。 

原始と古代の日本と世界 

・世界の古代文明や宗教

のおこり。日本列島での

農耕の広まりと生活の変

化。大和朝廷による統一

と東アジアとのかかわ

り。世界の各地で文明が

築かれ、東アジアの文明

の影響を受けながら我が

国で国家が形成されてい

った過程について学ぶ。 

24 ・人類の出現、古代文明の

発生、日本列島における

人々の生活の変化、国家が

形成されていく過程のから

ましを、我が国の歴史とか

かわる東アジアの歴史を背

景に理解し、その知識や技

能を身に付けている。 

 

・国際的な要素をもった文

化が栄え、後に文化の国風

化が進んだことを、我が国

の歴史とかかわる東アジア

の歴史を背景に理解し、そ

の知識や技能を身に付けて

いる。 

・人類の出現、古代文明の

発生、日本列島における

人々の生活の変化国家が形

成されていくあらましに対

して多面的・多角的に考察

している。 

 

 

 

・古代の文化の特色を代表

的な事例を取り上げて多面

的・多角的に考察している。 

・人類の出現、古代文明の

発生、日本列島における

人々の生活の変化国家が形

成されていく過程のあらま

しに対する関心を高め、主

体的に追究し、文化遺産を

尊重しようとする。 

 

 

・国際的な要素をもった文

化が栄え、後に文化の国風

化が進んだことに対する関

心を高め、主体的に追究し、

文化遺産を尊重しようとす

る。 

中世の日本 

・鎌倉幕府の成立。南北

朝の争乱と室町幕府。東

アジアの国際関係。応仁

の乱後の社会的な変動。

武家政治の特色。武士が

台頭して武家政権が成立

し、その支配が次第に全

国に広まるとともに、東

アジア世界と密接にかか

わっていった過程につい

て学ぶ。 

20 ・武家政権の成立とその後

の政治、社会、文化の動き

を、我が国の歴史とかかわ

る東アジア世界の歴史を背

景に理解し、その知識や技

能を身に付けている。 

・武家政権の成立とその後

の政治、社会、文化の動き

から課題を見いだし、歴史

の流れと時代の特色を多面

的・多角的に考察している。 

・武家政権の成立とその後

の政治、社会、文化の動き

に対する関心を高め、主体

的に追究し、文化遺産を尊

重しようとする。 

3 1 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

日本の地域構成 

・地球儀や地図の活用。

我が国の国土の位置。世

界各地との時差。領域の

特色と変化。地域区分。

日本の地域構成の大観。

都道府県の名称と位置。

都道府県庁所在地名につ

いて学ぶ 

 

8 ・日本の地域構成を日本の

位置と領域、都道府県の構

成と地域区分を基に理解

し、その知識や技能を身に

付けている。 

・日本の地域構成を日本の

位置と領域、都道府県の構

成と地域区分を基に多面

的・多角的に考察している。 

・日本の国土に対する関心

を高め、日本の位置と領域、

都道府県の構成と地域区分

を主体的に追究し、日本の

地域構成をとらえようとし

ている。 

世界と比べた日本の地域

的特色 

・世界的視野や日本全体

の視野から見た日本の地

域的特色。我が国の国土

の特色の様々な面からの

大観を行う。 

（ア）自然環境 

（イ）人口 

（ウ）資源・エネルギー

(エ)地域間の結びつき 

18 ・世界的視野と日本全体の

視野に立って様々な面から

とらえた日本の国土の特色

とともに、地域間を比較し

関連付けて地域的特色を明

らかにする視点や方法を理

解し、それらの知識や技能

を身に付けている。 

・日本の国土の特色を世界

的視野と日本全体の視野に

立って様々な面から追究す

るとともに、地域間を比較

し関連付けて地域的特色を

明らかにする視点や方法を

考察している。 

・日本の国土の特色に対す

る関心を高め、それを世界

的視野と日本全体の視野に

立って様々な面から主体的

に追究し、我が国の国土の

特色をとらえようとしてい

る。 

年間授業時数 105  
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令和３年度 ＜１学年 社会科（地理的分野）＞ 年間指導計画 

 

週時数 1 

 

目標 

使用教科書 新しい社会 地理（東京書籍） ・我が国の国土及び世界の諸地域に関して、地域の諸事象や地域的特

色を理解するとともに、調査や諸資料から地理に関する様々な情報を

効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

・地理に関わる事象の意味や意義、特色や相互の関連を、位置や分布、 

場所、人間と自然環境との相互依存関係、空間的相互依存作用、地域

などに着目して、多面的・多角的に考察したり、地理的な課題の解決

に向けて公正に選択・判断したりする力、思考・判断したことを説明

したり、それらを基に議論したりする力を養う。 

・日本や世界の地域に関わる諸事象について、よりよい社会の実現を

視野にそこで見られる課題を主体的に追究、解決しようとする態度

を養うとともに、多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養さ

れる我が国の国土に対する愛情、世界の諸地域の多様な生活文化を

尊重しようとすることの大切さについての自覚などを深める。 

使用補助教材 

図説地理資料世界の諸地域 NOW 

（帝国書院） 

中学校社会科地図（帝国書院） 

新中学問題集 地理 I 

（教育開発出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、提出物（ノート、ワークシート、課題など）、授業での観察（発表、授業の取り組みなど） 

評価は地理的分野の世界地理のみで行うのではなく、地理的分野の日本地理、歴史的分野と合わせて行う。 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

世界各地の人々の生活と

環境 

・世界各地の人々の生活

の様子を考察する。衣食

住の特色や生活と宗教と

のかかわりなどに着目す

る。 

・世界の主な宗教に関し

て、キリスト教、仏教、

イスラム教などの分布に

ついて理解する。 

4 ・緯度と経度、大陸と海洋

の分布、主な国々の名称と

位置などを基に、世界の地

域構成を大観し理解してい

る。 

 

・我が国の国土の位置、世

界各地との時差、領域の範

囲や変化とその特色などを

基に、日本の地域構成を大

観し理解している。 

・世界の地域構成の特色を、

大陸と海洋の分布や主な国

の位置、緯度や経度などに

着目して多面的・多角的に

考察し、表現している。 

 

・日本の地域構成の特色を、

周辺の海洋の広がりや国土

を構成する島々の位置など

に着目して多面的・多角的

に考察している。 

・世界と日本の地域構成に

ついて、よりよい社会の実

現を視野にそこで見られる

課題を主体的に追究しよう

としている。 

アジア 

【主題】 

人口急増と多様な民族・

文化 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・人口急増地域の分布、

産業発展と人々の生活の

かかわり、民族や宗教分

布、宗教と生活のかかわ

りなどを追究する。 

8 ・地域の環境条件や他の地

域との結びつきなどと人間

の営みとのかかわりに着目

してとらえた世界の国々の

地域的特色を理解し、その

知識を身に付けている。 

 

 

・国家規模の地域的特色を

地図や統計その他の資料を

用いてとらえる視点や方

法、地理的なまとめ方や発

表の方法を理解し、その知

識を身に付けている。 

 

・世界の国々に関する地図

や国家単位の統計その他の

資料を収集している。 

 

 

 

 

・世界の国々の諸事象を位

置や空間的な広がりとのか

かわりでとらえ、地理的事

象として見いだしている。 

 

 

 

 

・世界の国々の地理的事象

を基にして適切な課題設定

をしている。 

 

 

 

 

・世界の国々の地理的事象

を基にして設定した課題

を、地域の環境条件や他地

域との結びつきなどと人間

の営みとのかかわりに着目

して多面的多角的に考察し

ている。 

・世界の諸地域について、

その地域的特色を、「自然環

境」、「人口」、「資源や産業」、

「生活・文化」、「地域間の

結びつき」の五つの観点か

ら主体的に追究しようとし

ている。 

 

・世界の国々と諸地域に関

する地図や統計その他の資

料を用いた調査に主体的に

取り組んでいる。 

 

 

 

・世界の国々の地理的事象

から見いだした課題を基に

世界の国々の地域的特色を

主体的に捉えようとしてい

る。 

2 9 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

アジア 

【主題】 

人口急増と多様な民族・

文化 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・人口急増地域の分布、

産業発展と人々の生活の

かかわり、民族や宗教分

布、宗教と生活のかかわ

りなどを追究する。 

3 
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11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

アフリカ 

【主題】モノカルチャー

と人々の生活 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・モノカルチャー経済下

の人々の生活について考

える。 

3  

・世界の国々の地域的特色

をとらえるために、地図の

読み取り、統計のグラフ化

や地図化などを通して、学

習に役立つ情報を適切に選

択して活用している。 

 

・世界の国々の地域的な特

色を追究し考察した過程や

結果を地図化したり報告書

にまとめたり、発表したり

している。 

 

・国家規模の地域的特色を

とらえる課題を追究するた

めの視点や方法を適切に判

断し、選択している。 

ヨーロッパ 

【主題】 

EUの発展と地域間格差 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・EU を構成する国の相互

関係や域内の地域間格差

の実態とヨーロッパの地

域的特色を理解する。 

6 

3 1 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

北アメリカ 

【主題】 

大規模農業と工業の発展 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・アメリカ合衆国、カナ

ダの貿易、農産物の生産

分布、工業都市の分布、

暮らしなどを追究する。 

5 

南アメリカ 

【主題】森林破壊と環境

保全 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・環境問題やエネルギー

問題を地域に即してとら

え、南アメリカの地域的

特色を理解する。 

3 

オセアニア 

【主題】アジアとの結び

つき 

・自然や産業など基礎的

なことを身に付ける。 

・アジア諸国と結び付き

を強め、多文化社会が進

む生活の様子から、オセ

アニアを理解する。 

3 

年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜２学年 社会科（歴史的分野）＞ 年間指導計画 

 

週時数 ２ 

 

目標 

使用教科書 新しい日本の歴史（育鵬社） ・我が国の歴史的事象に対する関心を高め，広い視野に立って我が国

の歴史的特色を考察し理解させ，歴史的な見方や考え方の基礎を培

い，我が国の歴史に対する認識を養う。 使用補助教材 

東京都版資料カラー歴史（浜島書店） 

新中学問題集 歴史Ⅰ・Ⅱ（教育開発

出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物（ノート、ワークシート、課題など）、授業での観察（発表、忘れ物の点検、授業の取り組みなど） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

○欧米との出会いと戦乱の

世 

・戦国の動乱、ヨーロッパ人

来航の背景と影響、織田・豊

臣による統一事業と当時の

対外関係、生活文化の展開。 

8 ・ヨーロッパ人の来航や織豊

期の政治や社会の大きな変化

と、豪商などの生活文化の展

開と特色に関する知識を身に

付けている。 

・ヨーロッパ人の来航や織豊

政権の成立の学習を通して、

歴史の流れと時代の特色や、

中世から近世にかけての歴史

的変容を、多面的・多角的に

考察している。 

・日清・日露戦争、条約改正

などを通して、わが国の国際

的な地位が向上したことを理

解しようとしている。 

○江戸幕府の政治 

・江戸幕府の成立、鎖国政

策、身分制度の確立及び農村

の様子、対外関係。 

8 ・江戸時代の成立の経緯や幕

府の政治制度、鎖国下におい

ての対外政策、身分制度や農

村の様子などに関する知識を

身に付けている。 

・江戸幕府の統制政策や対外

政策の変化、身分制度下にお

いての差別などが、どのよう

な時代背景のもとで行われた

のかを、多面的・多角的に考

察している。 

・江戸時代の成立の経緯や成

立幕府の政治制度、対外政策

や身分制度などについての関

心を高め、意欲的に追究して

いる。 

○産業の発達と三都の繁栄 

・江戸時代の産業の発達、教

育の普及と文化の広がり。 

6 ・江戸時代を通した産業・交

通の発達、文化の特色を理解

し、その知識を身に付けてい

る。 

・江戸時代を通した産業・交

通の発達、文化の特色を身近

な地域の事例や代表的な事例

を取り上げて多面的・多角的

に考察している。 

・江戸時代を通した産業・交

通の発達、文化に対する関心

を高め、意欲的に追究し文化

遺産を尊重しようとする。 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

12 

○幕府政治の展開 

・社会の変動や欧米諸国の

接近、幕府の政治改革、新

しい学問・思想の動き。 

10 ・江戸幕府の政治改革と政治

の行き詰まりや社会の変動と

新しい学問・思想の動きにつ

いてその背景を理解する。 

・江戸幕府の政治改革と政治

の行き詰まりや新しい学問・

思想の動きを多面的・多角的

に考察している。 

・江戸幕府の政治改革と政治

の行き詰まりや新しい学問・

思想の動きに対する関心を高

め、意欲的に追究している。 

○欧米の進出と幕末の危機 

・欧米諸国のアジアへの進

出や我が国の開国とその影

響。 

10 ・欧米諸国のアジアへの進出

や我が国の開国とその影響を

理解し、その知識を身に付け

ている。 

・欧米諸国のアジアへの進出

や我が国の開国とその影響を

多面的・多角的に考察し公正

に判断している。 

・欧米諸国のアジアへの進出

や我が国の開国とその影響に

対する関心を高め、意欲的に

追究している。 

○明治維新 

・明治維新によって近代国

家の基礎が整えられたこと

による生活の変化。 

8 ・明治維新の経緯のあらまし

や人々の生活の大きな変化を

理解し、その知識を身に付け

ている。 

・明治維新の経緯のあらまし

や人々の生活の大きな変化を

多面的・多角的に考察し公正

に判断している。 

・明治維新の経緯のあらまし

や人々の生活の大きな変化に

対する関心を高め、意欲的に

追究している。 

3 1 

 

 

2 

 

3 

 

○国会開設のあゆみ 

・自由民権運動と大日本帝

国憲法の制定。 

8 ・自由民権運動と大日本帝国

憲法の制定について理解し、

その知識を身に付けている。 

・自由民権運動と大日本帝国

憲法の制定について多面的・

多角的に考察している。 

・自由民権運動と大日本帝国

憲法の制定について、意欲的

に追究している。 

○アジアの日本から世界の

日本へ 

・日清・日露戦争、条約改

正。 

12 ・日清・日露戦争、条約改正

などを通して、わが国の国際

的な地位が向上したことを理

解し、その知識を身に付けて

いる。 

・日清・日露戦争、条約改正

などを通して、わが国の国際

的な地位が向上したことを多

面的・多角的に考察してい

る。 

・日清・日露戦争、条約改正な

どを通して、わが国の国際的

な地位が向上したことを意欲

的に追究している。 

年間授業時数 70  

 



- 30 - 

令和３年度 ＜２学年 社会科（地理的分野）＞ 年間指導計画 

 

週時数 １ 

 

目標 

使用教科書 
東京書籍『新編新しい地理』 

帝国書院『中学校社会科地図』 

・我が国の地理的事象に対する関心を高め、広い視野に立って我が国

の国土の地域的特色を考察し理解させ、地理的な見方や考え方の基礎

を培い、我が国の国土に対する認識を養う。 使用補助教材 浜島書店『アクティブ地理日本』 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物（ノート、ワークシート、課題など）、授業での観察（発表、忘れ物の点検、授業の取り組みなど） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 
 

4 
 
5 
 
 
 
6 
 
 

 
7 

○日本の諸地域 1 ・日本の地域構成をとらえる

ために地球儀や地図を活用す

るとともに、日本の地域構成

を追究し考察した過程や結果

をまとめたり、説明したりし

ている。 

・日本の地域構成を日本の位

置と領域、都道府県の構成と

地域区分を基に理解し、その

知識を身に付けている。 

 

・世界的視野と日本全体の視

野に立って様々な面からとら

えた日本の国土の特色ととも

に、地域間を比較し関連付け

て地域的特色を明らかにする

視点や方法を理解し、それら

の知識を身に付けている。 

 

・地域的特色をとらえる視点

や方法などを理解し、それら

の知識を身に付けている。 

 

・世界や日本の地図や統計そ

の他の資料を収集し、様々な

面から日本の国土の特色をと

らえるための情報を適切に選

択して活用するとともに、我

が国の国土の特色を追究し考

察した過程や結果をまとめた

り、説明したりしている。 

 

・地図や統計その他の資料を

収集し、学習に役立つ情報を

適切に選択して活用するとと

もに、地域的特色を追究し考

察した過程や結果をまとめた

り、発表したりしている。 

 

 

・日本の地域構成を日本の位

置と領域、都道府県の構成と

地域区分を基に多面的・多角

的に考察している。 

 

・日本の国土の特色を世界的

視野と日本全体の視野に立っ

て様々な面から追究するとと

もに、地域間を比較し関連付

けて地域的特色を明らかにす

る視点や方法を考察してい

る。 

 

・地理的事象から課題を見い

だし、それを環境条件や人々

の営みなどと関連付けて多面

的・多角的に追究するととも

に、地域的特色をとらえる視

点や方法を考察している。 

・日本の国土に対する関心を

高め、日本の位置と領域、都

道府県の構成と地域区分を意

欲的に追究し、日本の地域構

成をとらえようとしている。 

 

・日本の国土の特色に対する

関心を高め、それを世界的視

野と日本全体の視野に立って

様々な面から意欲的に追究

し、我が国の国土の特色をと

らえようとしている。 

 

・都道府県の位置と名称、そ

の他おもな地名などを、日本

地図を活用して意欲的に追究

している。 

 

・日本の国土の位置、領域の

特色、都道府県の位置と名称

などをもとに日本の地域構成

をとらえようとしている。 

 

・身近な地域に関する関心を

高め観察や調査などに意欲的

に取り組み身近な地域の特色

をとらえようとしている。 

○環境問題や環境保全を中核

とした考察 

・地域の地形や気候など自然

環境に関する特色ある事象を

中核としてそれを人々の生活

や産業と関連付けて考える。 

4 

○人口や都市・村落を中核とし

た考察 

・地域の人口、都市・村落の機

能などを中核としてそれを

人々の生活と関連付け、過疎過

密問題についても考える。 

4 

2 
 

9 
 
 
 
10 
 
 
 
 
11 
 

 
 
 
12 
 

○歴史的背景を中核とした考

察 

・地域の地理的事象の形成や

特色に歴史的背景がかかわっ

ていることを考察する。 

4 

○産業を中核とした考察 

・地域に果たす産業の役割や

その動向は他の事象との関連

で変化するものであることに

ついて考える。 

4 

○他地域との結びつきを中核

とした考察 

・世界や日本の他の地域との

結びつきの影響を受けながら

地域は変容していることなど

について考える。 

4 

 1 
 
 
 
 

 
2 
 
 
 
 
3 
 

 

○生活文化を中心とした考察 

・近年の都市化や国際化によ

って地域の伝統的な生活・文

化が変容していることなどに

ついて考える。 

4 

○自然環境を中核とした考察 

・自然環境が地域の人々の生

活や産業などと深い関係をも

っていることなどについて考

える。 

4 

○身近な地域調査 

・身近な地域の諸事象を取り

上げ、生徒が生活している土

地に対する理解と関心を深

め、地域社会に参画する態度

を養う。 

6 

年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜ ３学年 社会科歴史・公民的分野 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ２ 

 

目標 

使用教科書 
中学歴史 日本と世界（山川出版） 

中学社会 公民 ともに生きる（教育出版） 

・個人の尊厳と人権尊重の意義、民主主義に関する理解を深め、 

国民主権を担う公民として必要な基礎的教養を養う。 

・民主主義の意義について自ら考えようとする態度を育てる。 

・現代の社会的事象に対する関心を高め、資料を多角的・多面的 

に考察し、表現する能力と態度を育てる。 
使用補助教材 

東京都版資料カラー歴史（浜島書店） 

新中学問題集 歴史Ⅱ（教育開発出版） 

新しい公民 東京都版（浜島書店） 

新中学問題集 公民（教育開発出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物（ノート、ワークシート、課題など）、授業での観察（発表、忘れ物の点検、授業の取り組みなど） 

 

学

期 
月 単元と学習内容 

時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・第一次世界大戦前後の日本と

世界 

 

 

・第二次世界大戦終結までの日

本と世界 

 

・第二次世界大戦後の民主化と

再建、日本の国際的役割 

7 

 

 

 

10 

 

 

9 

・第一次世界大戦の惨禍と、

その後世界の新しい動きなど

を読み取り、理解している。 

 

・恐慌や戦争中の各国の動向

に関する諸資料を読み取り、

内容について理解している。 

 

・現代の日本がかかえている

国内外の課題を資料から読み

取り、国際釈迦の中で果たす

役割について理解している。 

・列強の一員として日本が負

った責務や、共産主義が台頭

する中での民主化の高まりに

ついて考察している。 

・恐慌やファシズム台頭によ

る、世界各国や日本の政治的

動向について考察している。 

 

・冷戦や公害、石油危機な

ど、わが国が多くの問題に直

面し、乗り越えてきた過程に

ついて、考察している。 

・民主政治の成熟が促した世

界情勢に関心をもち、日本国

内での影響について、意欲的

に調べている。 

・戦争の原因やその過程、被

害の状況に関心をもち、意欲

的に調べている。 

 

・GHQ統治下で新憲法が制定

された経緯、戦後の歩み及び

社会の変化に関心をもち，意

欲的に調べている。 

2 9 

 

 

 

10 

 

 

11 

 

12 

 

 

・わたしたちの生活と現代社会 

 

 

・日本国憲法の基本原則 

 

 

・基本的人権の尊重 

 

 

・民主政治のしくみ 

 

 

 

 

・国会、内閣、裁判所 

 

 

 

・地方自治と住民 

4 

 

 

8 

 

 

10 

 

 

9 

 

 

 

 

9 

 

 

 

4 

・身近な事例の資料をもと

に、対立と合意、効率と公正

の視点を、具体的な社会生活

と関連づけて理解している。 

・図表などを活用しつつ、国

民主権、平和主義、基本的人

権の尊重などの内容や課題に

ついて正しく理解している。 

・新しい人権や身のまわりに

潜む差別、国際社会における

人権問題について、資料と関

連づけて理解している。 

・選挙のしくみに関する資料

から、課題について的確に読

み取りつつ、主権者として積

極的に政治に参加することの

意義について理解している。 

 

・三権分立や政策制定までの

流れの図を基本として抑えつ

つ、国会、内閣、裁判所のそ

れぞれのしくみやはたらきに

ついて理解している。 

 

・住民自治を基本とする地方

自治の考え方や、地方政治の

しくみ及び課題について、資

料などを活用しつつ理解を深

めている。 

・社会集団の中での対立につ

いて、効率と公正の視点から

とらえ直し、合意への方策を

考察している。 

・日本国憲法について制定の

経緯、国民主権、基本的人権

の尊重、平和主義、憲法改正

など多面的に考察している。 

・新たな人権問題や基本的人

権にかかわる課題解決につい

て、日本国憲法をもとに考察

している。 

・主権者として国民が政治に

参加する意義や国及び地方の

政治的な課題について、身近

な事例を通して、他者の意見

を取り入れつつ多面的・多角

的に考察している。 

 

・議院内閣制や裁判員制度に

ついて、国民とのかかわりを

踏まえてその意義を考察しつ

つ、現代の政治課題について

意欲的に考察している。 

 

・地方自治が直接民主制の手

法を導入している理由につい

て、具体的な事例や制度に基

づいて考察している。 

・社会集団の中で、物事の決

定の仕方、きまりを守ること

の意味などに対する関心を高

め、意欲的に追究している。 

・日本国憲法への関心を高め

ると共に、憲法改正の手続に

ついて意欲的に調べている。 

 

・基本的人権にかかわる問題

を人権尊重の視点から取り上

げ、憲法との関連について意

欲的に調べようとしている。 

・日本の政治や選挙制度、マ

スメディアの課題に関心をも

ち、意欲的にしくみや制度、

問題点について考え、模擬投

票などを通して積極的な政治

参加の姿勢を示している。 

 

・国会や内閣、裁判所のしく

みやはたらきについて、現在

の日本の実態や国民のかかわ

り方などについて関心を持

ち、意欲的に追及している。 

 

・自分たちが住む地域社会へ

の関心をもち、地域住民の一

人として、意欲的にその解決

法を追及している。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

年間授業時数 70  
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令和３年度 ＜ ３学年 社会科公民的分野 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ２ 

 

目標 

使用教科書 中学社会 公民 ともに生きる（教育出版） ・国民生活の向上と経済活動の関わり、現代の社会生活について 

自ら考えようとする態度を育てる。 

・世界平和の実現と人類の福祉の増大のために各国民の主権の 

尊重と協力が重要であることを自覚する。 

・現代の社会的事象に対する関心を高め、資料を多角的・多面的 

に考察し、表現する能力と態度を育てる。 

使用補助教材 
新しい公民 東京都版（浜島書店） 

新中学問題集 公民（教育開発出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、小テスト、提出物（ノート、ワークシート、課題など）、授業での観察（発表、忘れ物の点検、授業の取り組みなど） 

 

学

期 
月 単元と学習内容 

時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・消費と経済 

 

 

 

 

・企業の活動 

・市場経済と金融 

12 

 

 

 

 

14 

消費生活や経済活動に関する

資料を読み取り、人々の生活

の維持・向上のためにあると

いう経済活動の意義を理解す

ることができる。 

 

 

企業の経済活動に関する様々

な資料を収集し、その意義や

市場経済の基本的な考え方、

生産の仕組みのあらまし、金

融の働きについて理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・経済活動に関する事象を多

角的にとらえ、身近な事例か

ら経済について考えることが

できる。 

 

 

 

・社会における企業の役割と

社会的責任について、多面

的・多角的に考察し、企業の

経済活動の在り方について

様々な立場から公正に判断し

ている。 

・身近な消費生活を通して、

経済活動や産業構造について

関心をもつことができる。ま

た、身近な消費者問題につい

て関心をもつことができる。 

 

 

・企業の経済活動に対する関

心を高め、それを意欲的に追

究し、市場経済のもとで行わ

れる経済活動について考えよ

うとしている。 

2 9 

 

10 

 

11 

 

12 

 

・働くことの意義と役割 

 

・私たちの生活と財政 

 

・私たちの生活と福祉 

 

・日本経済の課題 

 

4 

 

8 

 

6 

 

6 

 

・個人の職業や経済活動、生

活福祉に関する様々な資料を

収集し、身近な経済生活であ

る消費を中心に理解するとと

もに、勤労の権利と義務、労

働組合の意義及び労働基準法

の精神について理解すること

ができる。 

 

・社会生活における職業の意

義と役割及び雇用と労働条件

の改善について、多面的・多

角的に考察し、個人の経済活

動の在り方について様々な立

場から公正に判断している。 

・個人の経済活動に対する関
心を高め、それが社会や私た

ちの生活とどのように結びつ
いているのかを意欲的に追究
し、経済活動について考えよ

うとしている。 

3 1 

 

 

2 

 

 

3 

 

・国家と国際社会 

 

 

 

・地球環境と人類 

8 

 

 

 

12 

・国際社会の諸課題に関する

様々な資料を収集し、世界平

和の実現と人類の福祉の増大

に関わって、国家間の相互の

主権の尊重と協力、日本国憲

法の平和主義について理解を

深めるとともに、よりよい社

会を築いていくために解決す

べき課題について理解し、そ

の知識を身に付けている。 

・国際社会の諸問題から課題

を見出し、世界平和を築くた

めに、様々な観点や立場から

公正に判断している。 

 
 

世界平和の実現と人類の福祉

の増大について多面的・多角

的に考察し、これからのより

よい社会の在り方について意

欲的に追及している。 

・国際社会の諸問題に対する

関心を高め、課題を意欲的に

追究し、世界平和を確立する

ための熱意と協力の態度を育

成している。 
 

・現代の諸課題に対する関心

を高め、これからのよりよい

社会を築くために解決すべ

き、諸課題について考え続け

ようとする態度を育成してい

る。 

年間授業時数 70  
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令和３年度 ＜1学年数学科＞ 年間指導計画及び評価と評価材料 

 

週時数 ４ 

 

目標 

使用教科書 学校図書 数学１ ・正の数と負の数，文字を用いた式と一元一次方程式，平面図形と空間図形，比例と 

反比例，データの分布と確率，連立二元一次方程式，などについての基礎的な概念や 

原理・法則などを理解するとともに，事象を数理的に捉えたり，数学的に解釈したり， 

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

・数の範囲を拡張し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係 

や法則などを考察したりする力，図形の構成要素や構成の仕方に着目し，図形の性質 

や関係を直観的に捉え論理的に考察する力，数量の変化や対応に着目して関数関係を 

見いだし，その特徴を表，式，グラフなどで考察する力，データの分布に着目し，そ 

の傾向を読み取り批判的に考察して判断したり，不確定な事象の起こりやすさについ 

て考察したりする力を養う。 

・数学的活動の楽しさや数学のよさに気付いて粘り強く考え，数学を生活や学習に生 

かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って検討しようとする態度，多面的に捉 

え考えようとする態度を養う。 

使用 

補助教材 

体系数学１ 代数編 

体系数学１ 幾何編 

体系数学問題集１ 代数編 

体系数学問題集１ 幾何編 

体系数学２ 代数編 

体系数学問題集２ 代数編 

数学の泉 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、宿題テスト、提出物（長期休業中の課題も含む）、小テスト、授業の取り組み方 

〔代数分野〕 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

5 

 

6 

＜正の数・負の数＞ 

・正の数・負の数 

・加法・減法 

・乗法・除法 

・四則の混じった計算 

・正の数・負の数の利用 

・数の集合と四則 

・素数 

22 

 

・正の数と負の数の必要性と意味を 

理解している。 

・正の数と負の数の四則計算をするこ 

とができる。 

・素数の意味を理解し，自然数を素 

因数分解することができる。 

・算数で学習した四則計算と関 

連付けて，正の数と負の数の四 

則の方法を考察し表現すること 

ができる。 

・正の数と負の数を具体的な場 

面で活用することができる。 

・自然数を素数の積として表すこ 

とにより，約数，倍数などの性質 

について捉え直すことができる。 

・正の数と負の数や素因数分 

解のよさに気付いて気いて粘 

り強く考えようとしたり，学んだ 

ことを生活や学習に生かそうと 

したりしている。 

・正の数と負の数や素因数分 

解を活用した問題解決の過程 

を振り返って検討しようとし 

ている。 

 6 
＜文字の式①＞ 

・文字式 

・式の値 

 

＜文字の式②＞ 

・単項式の乗法と除法 

・等式の変形 

・文字式の利用 

 （「方程式」の学習後に 

  学習の場合あり） 

10 

 

 

 

7 

・文字を用いることの必要性と意味を 

理解している。 

・文字を用いた式における乗法と除 

法の表し方を知っている。 

・簡単な整式の加法と減法及び単項 

式の乗法と除法の計算をすることが 

できる。 

・文字を用いた式で数量及び数量の 

関係を捉え説明することを理解して 

いる。 

・目的に応じて，簡単な式を変形する 

ことができる。 

・具体的な数の計算に関連付け 

て，整式の加法と減法及び単項 

式の乗法と除法の計算の方法を 

考察し表現することができる。 

・文字を用いた式を具体的な場 

面で活用することができる。 

・文字を用いることのよさに気 

付いて必要性と意味を考えよ 

うとしている。 

・文字を用いた式について学 

んだことを生活や学習に生か 

そうとしている。 

・文字を用いた式を活用した 

問題解決の過程を振り返って 

検討しようとしている。 

 

 6 

 

7 

＜方程式＞ 

・方程式とその解 

・1次方程式の解き方 

・1次方程式の利用 

14 
・方程式の必要性と意味及び方程式 

の中の文字や解の意味を理解してい 

る。 

・等式の性質や移項の意味を理解し 

ている。 

・簡単な1次方程式や比例式を解くこ

とができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目 

し，1次方程式をつくることができる。 

・等式の性質を基にして，1 次方

程式を解く方法を考察し表現す

ることができる。 

・1次方程式を具体的な場面で 

活用することができる。 

・1次方程式のよさに気付いて 

粘り強く考えようとしている。 

・1次方程式について学んだこ 

とを生活や学習に生かそうと 

している。 

・1次方程式を活用した問題 

解決の過程を振り返って検討 

しようとしている。 

2 

 

11 

12 

＜比例と反比例＞ 

・変化と関数 

・比例とそのグラフ 

・反比例とそのグラフ 

・比例，反比例の利用 

16 

 

・変数，変域の意味を理解している。 

・関数関係の意味を理解している。 

・比例・反比例について理解してい 

る。 

・座標の意味を理解している。 

・比例や反比例として捉えられる 

2つの数量について，表，式，グ 

ラフなどを用いて調べ，それらの 

変化や対応の特徴を見いだすこ 

とができる。 

・比例や反比例のよさに気付 

いて粘り強く考えようとしてい 

る。 

・比例や反比例について学ん 

だことを生活や学習に生かそ 
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3 1 

 

 
・比例・反比例を表，式，グラフなどに 

表すことができる 。 

 

・比例，反比例を用いて具体的 

な事象を捉え考察し表現すること 

ができる。 

うとしている。 

・比例，反比例を活用した問 

題解決の過程を振り返って検 

討しようとしている。 

  

2 

＜データの活用＞ 

・データの傾向の調べ方 

・データの活用 

11 
・範囲の意味を理解している。 

・度数分布表，ヒストグラムなどの必要 

性と意味を理解している。 

・相対度数の必要性と意味，累積度 

数と累積相対度数の意味を理解して 

いる。 

・コンピュータなどの情報手段を用い 

るなどしてデータを表やグラフに整理 

することができる。 

・目的に応じてデータを収集して 

分析し，そのデータの分布の傾 

向を読み取り，批判的に考察し 

判断することができる。 

 

 

・データに基づいて調べること 

のよさに気付いて粘り強く考え 

ようとしてい 

・データの分布について学ん 

だことを生活や学習に生かそ 

うとしている。 

・データを活用した問題解決 

の過程を振り返って検討しよう 

としたり，多面的に捉え考えよ 

うとしている。 

  

 

 

3 

＜統計的確率＞ 
2 

・多数の観察や多数回の試行によっ 

て得られる確率の必要性と意味を理 

解している。 

 

・多数の観察や多数回の試行の 

結果を基にして，不確定な事象 

の起こりやすさの傾向を読み取り 

表現することができる。 

・多数の観察や多数回の試行 

によって得られる確率のよさに 

気付いて粘り強く考えようとし 

ている。 

・不確定な事象の起こりやすさ 

について学んだことを生活や 

学習に生かそうとしている。 

・統計的確率を活用した問題 

解決の過程を振り返って検討 

しようとしている。 

  
＜連立方程式＞ 

・連立方程式 

・連立方程式の利用 

10 
・2元 1次方程式とその解の意味を理 

解している。 

・連立 2元（および３元）1次方程式の 

必要性と意味及びその解の意味を理 

解している。 

・簡単な連立 2元（３元）1次方程式を 

解くことができる。 

・事象の中の数量やその関係に着目 

し，連立 2元（及び３元）1次方程式を 

つくることができる。 

・1元 1次方程式と関連付けて， 

連立 2元 1次方程式や連立３元 

１次方程式を解く方法を考察し 

表現することができる。 

・連立 2元 1次方程式や連立３ 

元１次方程式を具体的な場面で 

活用することができる。 

・連立方程式のよさを実感して 

粘り強く考えようとしている。 

・連立方程式について学んだ 

ことを生活や学習に生かそう 

している。 

・連立方程式を活用した問題 

解決の過程を振り返って評価 

・改善しようとしている。 

  
＜まとめ＞ 

・ 総合復習② 
3 

   

年間授業時数 95  

〔幾何分野〕 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

2 9 

 

10 

＜平面図形＞ 

・平面図形の基礎 

・作図とその利用 

・図形の移動  

・平面図形の計量 

16 
・平面における直線と直線の位置関 

係や図形を表現する記号について理 

解している。 

・線分の垂直二等分線，垂線，角の 

二等分線などの基本的な作図の方 

法を理解している。 

・平行移動，対称移動及び回転移動 

について理解している。 

・弧，弦の意味を理解し，おうぎ形の 

弧の長さと面積を求めることができ 

る。 

・図形の性質に着目し，基本的な 

作図の方法を考察し表現すること 

ができる。 

・基本的な作図や図形の移動を具 

体的な場面で活用することができ 

る。 

 ・図形の移動に着目し，2つの図形 

の関係について考察し表現するこ 

とができる。 

・平面図形の性質や関係を 

捉えることのよさに気付いて 

粘り強く考えようとしている。 

・平面図形について学んだ 

ことを生活や学習に生かそ 

うとしている。 

・作図や図形の移動を活用 

した問題解決の過程を振り 

返って検討しようとしてい 

る。 

 10 

 

11 

＜空間図形＞ 

・空間図形の見方 

・空間図形の計量 

16 
・空間における直線や平面の位置関 

係について理解している。 

・立体を平面上に表すことの意味に 

ついて理解している。 

・面が動いてできる立体の意味を理 

解している。 

・基本的な柱体や錐体，球の表面積 

や体積を求めることができる。 

・ 空間図形を平面上に表現して平

面上の表現から空間図形の性質を

見いだしたりすることができる。 

・空間図形を直線や平面図形の運 

動によって構成されるものと捉える 

ことができる。 

・立体図形の表面積，体積の求め 

方を考察し表現することができる。 

・空間図形の性質や関係を 

捉えることのよさに気付いて 

粘り強く考えようとしている。 

・空間図形について学んだ 

ことを生活や学習に生かそ 

うとしている。 

・空間図形を活用した問題 

解決の過程を振り返って検 

討しようとしている。 

 11 ＜まとめ＞ 

・総合演習① 
2    

年間授業時数 34  

代数分野 95時間＋幾何分野 34時間＋定期考査・宿題テスト 11時間＋計 140時間 
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令和３年度 ＜２学年数学科＞ 年間指導計画及び評価と評価材料 

 

週時数 ４ 時間 

 

目標 

使用教科書 学校図書 数学２ ・多項式，平方根，平面図形と数学的な推論，一次関数，データの分布と確率，二次方程式 

などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり， 

数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

・数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係や法則 

などを考察する力，数学的な推論の過程に着目し，図形の性質や関係を論理的に考察し表現 

する力，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，複 

数の集団のデータの分布に着目し，その傾向を比較して読み取り批判的に考察して判断した 

り，不確定な事象の起こりやすさについて考察したりする力を養う。 

・数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生かそう 

とする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様な考えを認め， 

よりよく問題解決しようとする態度を養う。 

使用 

補助教材 

体系数学１ 代数編 

体系数学 1 幾何編 

体系数学問題集１ 代数編 

体系数学問題集１ 幾何編 

体系数学２ 代数編 

体系数学問題集２ 代数編 

数学の泉 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、宿題テスト、小テスト、提出物（長期休業中の課題も含む）、授業の取り組み方 

〔代数分野〕 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

＜式の計算①＞ 

・多項式の計算 

・因数分解 

 

 

 

12 ・単項式と多項式の乗法・除

法の計算をすることができる。 

・簡単な一次式の乗法の計算

及び２次の基本公式を用いる

簡単な式の展開や因数分解を

することができる。 

・既に学習した計算の方法と

関連付けて，式の展開や因数

分解をする方法を考察し表現

することができる。 

 

 

・式の展開や因数分解のよさ

を実感して粘り強く考えよう

としている。 

・多項式について学んだこと

を生活や学習に生かそうとし

ている。 

＜平方根＞ 

・平方根 

※自然科学との調整あり 

・根号をふくむ式の計算 

12 ・数の平方根の必要性と意味

を理解している。 

・数の平方根を含む簡単な式

の計算をすることができる。 

・具体的な場面で数の平方根

を用いて表したり処理したり

することができる。 

・既に学習した計算の方法と

関連付けて，数の平方根を含

む式の計算の方法を考察し表

現することができる。 

・数の平方根を具体的な場面

で活用することできる。 

・数の平方根のよさを実感し

て粘り強く考えようとしたり，

学んだことを生活や学習に生

かそうとしたりしている。 

・数の平方根を活用した問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしている。 

＜式の計算②＞ 

・式の利用 

※自然科学との調整あり 

4 ・文字を用いた式で数量及び

数量の関係を捉え説明すること

のよさについて理解している。 

・文字を用いた式で数量及び

数量の関係を捉え説明するこ

とができる。 

・文字を用いた式を活用した

問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしている。 

＜１次関数＞ 

・１次関数 

・方程式と１次関数 

・１次関数の利用 

 

20 ・１次関数について理解して

いる。 

・事象の中には１次関数とし

て捉えられるものがあること

を知っている。 

・２元１次方程式が関数を表

す式とみることができる。 

・変化や対応の特徴を見いだ

し，表，式，グラフを相互に

関連付けて考察し表現するこ

とができる。 

・１次関数を用いて具体的な

事象を捉え考察し表現するこ

とができる。 

・１次関数のよさを実感して

粘り強く考えようとしたり，

学んだことを生活や学習に生

かそうとしたりしている。 

・１次関数を活用した問題解

決の過程を振り返って評価・

改善しようとしている。 

2 

 

9 

 

10 

 

 ＜確率＞ 

・確率 

10 ・多数回の試行によって得ら

れる確率と関連付けて，場合

の数を基にして得られる確率

の必要性と意味を理解してい

る。 

・簡単な場合について確率を 

求めることができる。 

・同様に確からしいことに着

目し，場合の数を基にして得

られる確率の求め方を考察し

表現することができる。 

・確率を用いて不確定な事象

を捉え考察し表現することが 

できる。 

・場合の数を基にして得られ

る確率のよさを実感して粘り

強く考え，学んだことを生活

や学習に生かそうとしたり，

問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしたり 

している。 
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3 1 

 

 

 

 

 

2 

＜データの分布＞ 

・データの分布 

 

8 ・四分位範囲や箱ひげ図の必

要性と意味を理解している。 

・コンピュータなどの情報手

段を用いるなどしてデータを

整理し箱ひげ図で表すことが

できる。 

・四分位範囲や箱ひげ図を用

いてデータの分布の傾向を比

較して読み取り，批判的に考

察し判断することができる。 

・データの分布について学ん

だことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・問題解決の過程を振り返っ

て評価・改善しようとした

り，多様な考えを認め，より

よく問題解決しようとしたり

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

＜場合の数＞ 

・順列と組合せ   

 

 

 

 

 

7 ・和の法則や積の法則などの

数え上げの原則について理解

している。 

・具体的な事象を基に順列や

組合せの意味を理解し，順列

の総数や組合せの総数を求め

ることができる。 

・事象の構造（規則性や対応

など）に着目し，場合の数を

求める方法を多面的に考察す

ることができる。 

・公式を 

・ 

 

・公式にまとめることのよさ

を実感して粘り強く考え，順

列や組合せについて学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

したり，問題解決の過程を振

り返って評価・改善しようと

したりしている。 

＜２次方程式＞ 

・２次方程式の解き方 

・２次方程式の利用 

14 ・２次方程式の必要性と意味

及びその解の意味を理解して

いる。 

・因数分解したり平方の形に

変形したりして２次方程式を

解くことができる。 

・解の公式を用いて２次方程

式を解くことができる。 

・因数分解や平方根の考えを

基にして，２次方程式を解く

方法を考察し表現することが

できる。 

・２次方程式を具体的な場面

で活用することができる。 

・２次方程式のよさを実感し

て粘り強く考え，学んだこと

を生活や学習に生かそうとし

たり，２次方程式を活用した

問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしたりし

ている。 

＜まとめ＞ 

総合演習② 

5    

年間授業時数 92  

〔幾何分野〕 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 

 

2 

 

7 

 

9 

 

 

10 

＜図形の性質の調べ方＞ 

・平行線と多角形 

・図形の合同 

 

 

19 ・平行線や角の性質を理解し

ている。 

・多角形の角についての性質

が見いだせることを知ってい

る。 

・基本的な平面図形の性質を

見いだし，平行線や角の性質を

基にしてそれらを確かめ説明

することができる。 

・平面図形の性質のよさを実

感して粘り強く考え，学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

したり，問題解決の過程を振り

返って評価・改善しようとした

りしている。 

2 

 

 

 

11 

 

12 

 

＜三角形・四角形＞ 

・三角形 

・四角形 

・平行線と面積 

 

16 ・平面図形の合同の意味及び

三角形の合同条件について理

解している。 

・証明の必要性と意味及びそ

の方法について理解している。 

・三角形の合同条件などを基

にして三角形や平行四辺形の

基本的な性質を論理的に確か

めたり，証明を読んで新たな性

質を見いだしたりすることが

できる。 

・三角形や平行四辺形の基本

的な性質などを具体的な場面

で活用することができる。 

・証明のよさを実感して粘り

強く考え，図形の合同について 

学んだことを生活や学習に生 

かそうとしたり，平面図形の 

性質を活用した問題解決の過 

程を振り返って評価・改善し 

ようとしたりしている。 

＜まとめ＞ 

総合演習① 

2   

 

 

年間授業時数 37  

代数分野 92時間＋幾何分野 37時間＋定期考査・宿題テスト 11時間＋計 140時間 
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令和３年度 ＜３学年数学科＞ 年間指導計画及び評価と評価材料 

 

週時数 ４ 

 

目標 

使用教科書 学校図書 数学３ ・関数 y＝ax²，三平方の定理（空間図形），図形の相似，円に関する定理，標本調査， 

数の拡張，絶対値を含む方程式・不等式，集合と命題，などについての基礎的な概念 

や原理・法則などを理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり， 

数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 

・数の範囲に着目し，数の性質や計算について考察したり，文字を用いて数量の関係 

や法則などを考察したりする力，図形の構成要素の関係に着目し，図形の性質や計量 

について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，その特徴を表，式，グラフ 

を相互に関連付けて考察する力，標本と母集の関係に着目し，母集団の傾向を推定し 

判断したり，調査の方法や結果を批判的に考察したりする力を養う。 

・数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，数学を生活や学習に生 

かそうとする態度，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度，多様 

な考えを認め，よりよく問題解決しようとする態度を養う。 

使用 

補助教材 

体系数学２ 代数編 

体系数学２ 幾何編 

体系数学問題集２ 代数編 

体系数学問題集２ 幾何編 

数学の泉 

体系数学３ 数式・関数編 

体系数学３ 確率・論理編 

チャート式 

基礎からの数学Ⅰ＋Ａ 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、宿題テスト、提出物（長期休業中の課題も含む）、小テスト、授業の取り組み方 

〔代数分野〕 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

5 

 

6 

＜関数 y＝ax2＞ 

・2乗に比例する関数 

・関数 y＝ax2 のグラフ 

・関数 y＝ax2 の値の変化 

・関数 y＝ax2 の利用 

・いろいろな関数 

16 

(2) 

(5) 

(3) 

(4) 

(2) 

・関数 y＝ax2 について理解し

ている。 

・事象の中には関数 y＝ax2 と

して捉えられるものがある

ことを知っている。 

・いろいろな事象の中に，関数

関係があることを理解して

いる。 

・関数 y＝ax2 として捉えられ

る 2つの数量について，変化

や対応の特徴を見いだし，

表，式，グラフを相互に関連

付けて考察し表現すること

ができる。 

・関数 y＝ax2 を用いて具体的

な事象を捉え考察し表現す

ることができる。 

・関数 y＝ax2 について考えよ

うとしている。 

・関数 y＝ax2 について学んだ

ことを生活や学習に生かそ

うとしている。 

・関数 y＝ax2 を活用した問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしている。 

 7 ＜標本調査＞ 

・標本調査 

5 ・全数調査の意味及び標本調査

の必要性と意味を理解して

いる。 

・コンピュータなどの情報手段

を用いるなどして無作為に

標本を取り出し，整理するこ

とができる。 

・標本調査の方法や結果を批判

的に考察し表現することで

きる。 

・簡単な場合について標本調査

を行い，母集団の傾向を推定

し判断することができる。 

・標本調査の必要性と意味を考

えようとしている。 

・標本調査について学んだこと

を生活や学習に生かそうと

している。 

・標本調査を活用した問題解決

の過程を振り返って評価・改

善しようとしている。 

  ＜まとめ＞ 

・総合復習① 

4    

2 

 

 

 

 

 

 

 

3 

11 

 

 

12 

 

 

 

1 

 

2 

＜数と式（数学Ⅰ）＞ 

・整式の計算、因数分解 

・実数 

・根号を含む計算 

  （二重根号を含む） 

・連立不等式 

・絶対値を含む 

方程式・不等式 

＜集合・命題＞（数学Ａの 

「集合の要素の個数」を含む） 

25 

(7) 

(2) 

(5) 

 

(3) 

(8) 

 

13 

 

・整式の計算，式の展開，因数，

因数分解の意味を理解して

いる。 

・連立不等式，絶対値を含む方

程式・不等式について理解し

解くことができる。 

・集合や命題に関する基本的な

概念を理解することができ

る。 

・既に学習した計算の方法と関

連付けて，式の展開や因数分

解をする方法を考察し表現

することができる。 

・方程式・不等式を具体的な場

面で活用することができる。 

・集合の考えを用いて論理的に

考察し，簡単な命題を証明す

ることができる。 

・整数の計算や式の展開，因数

分解について考えようとし

ている。 

・方程式・不等式をについて学

んだことを生活や学習に生

かそうとしている。 

・集合や命題を活用した問題解

決の過程を振り返って評

価・改善しようとしている。 

 3 ＜まとめ＞ 

・総合復習③ 

8    

年間授業時数 72  
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(幾何分野) 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 ＜三平方の定理（復習）＞ 

・空間図形への利用 

 

4 

・三平方の定理の意味を理解 

し，空間図形の計量に活用する

ことができる。 

・三平方の定理を具体的な場面

で活用することができる。 

・三平方の定理についてことを

生活や学習に生かそうとし

ている。 

・三平方の定理を活用した問題

解決の過程を振り返って評

価・改善しようとしている。 

 6 ＜相似な図形＞ 

・相似な図形の性質 

・三角形の相似条件 

・平行線と線分の比 

・中点連結定理 

・相似な図形の 

面積比・体積比 

19 

(3) 

(2) 

(6) 

(3) 

(5) 

・平面図形の相似の意味及び三

角形の相似条件について理

解し，記号∽を用いて表すこ

とができる。 

・基本的な立体の相似の意味及

び相似な図形の相似比と面

積比や体積比との関係につ

いて理解している。  

・誤差や近似値，a×10nの形の

表現について理解している。 

・三角形の相似条件などを基に

して図形の基本的な性質を

論理的に確かめることがで

きる。 

・平行線と線分の比についての

性質を見いだし，それらを確

かめることができる。 

・相似な図形の性質を具体的な

場面で活用することができ

る。 

・相似な図形の性質のよさを実

感して粘り強く考えようとし 

ている。 

・図形の相似について学んだこ

とを生活や学習に生かそうと

している。 

・相似な図形の性質を活用した

問題解決の過程を振り返って

評価・改善しようとしている。 

2 9 ＜線分の比と計量（１）＞ 

・ 三角形の重心 

・ 線分の比と面積比 

6 

(2) 

(4) 

・三角形の重心や線分比と面積

比の関係を理解している。 

・三角形の重心や線分比と面積

比の関係を具体的な場面で

活用することができる。 

・三角形の重心や線分比と面積

比の関係について考えよう

としている。 

  

 

10 

 

 

11 

＜円＞ 

・ 円と弦（外接円を含む） 

・ 円周角の定理とその逆 

・ 円に内接する四角形の 

性質とその逆 

・ 円の接線（内接円を含む） 

・ 接線と弦のつくる角 

・ 方べきの定理 

・ ２つの円 

20 

(2) 

(2) 

(3) 

 

(3) 

(3) 

(4) 

(3) 

・円周角と中心角の関係の意味

を理解し，それが証明できる

ことを知っている。 

・円周角の定理の逆について理

解している。 

・円に関する諸定理の意味を理

解ている。 

・円周角と中心角の関係を見い

だすことができる。 

・円周角と中心角の関係を具体

的な場面で活用することが

できる。 

・円に関する諸定理を具体的な

場面で活用することができ

る。 

・円周角と中心角の関係及び円

の諸定理について 

①よさを実感して粘り強く考

えようとしている。 

②学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

③定理を活用した問題解決の

過程を振り返って評価・改善

しようとしている。 

 12 ＜線分の比と計量（２）＞ 

・メネラウスの定理 

・チェバの定理 

 

 

6 

(3) 

(3) 

・メネラウスの定理とチェバの

定理およびそれらの定理の逆

について理解し，それらが証

明できることを知っている。 

 

・メネラウスの定理とチェバの

定理およびそれらの逆を具体

的な場面で活用することがで

きる。 

・メネラウスの定理とチェバの

定理およびそれらの逆につい

て、 

①よさを実感して粘り強く考

えようとしている。 

②学んだことを生活や学習に

生かそうとしている。 

③定理を活用した問題解決の

過程を振り返って評価・改善

しようとしたいる。 

  ＜まとめ＞ 

・総合演習② 

2 

 

   

年間授業時数 57  

代数分野 72時間＋幾何分野 60時間＋定期考査・宿題テスト８時間＋計 140時間 
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令和３年度 ＜２学年 自然科学Ⅰ ＞ 年間指導計画   

 

週時数 １時間（年間 30時間） 

 

目     標 

使用教科書 学校図書数学２ ・和算や算額の歴史な事柄について調べ、作品つくりを通して、互い 

に考えを共有しながら数学を楽しむとともに、数学への興味・関心 

を高める。 

・自分で決めたテーマに対して論理的に考察し、筋道を立てて説明 

できるようにする。 

・目的に応じてデータを収集し、適切な統計量や表現方法を選択して 

分析を行い、データの傾向を把握して事象の特徴を表現することが 

できる。 

使用補助教材 

体系数学２ 代数編 

体系数学２ 幾何編 

体系数学２問題集 代数編 

体系数学２問題集 幾何編 

数学の泉 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、提出物（ノート、レポート、課題作品）、授業での観察（発表、授業の取組） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

5 

 

6 

 

7 

・「日本の文化と幾何学」 

 <導入編> 

(1)算額の紹介 

(2)幾何の諸定理への理解 

・平方根の意味 

・三平方の定理の基本 

・円の性質の基本 

・三平方と円 

10 

 

 

 

 

 

 

・算額つくりに必要な幾何の

諸定理（三平方の定理や円の

性質など）を理解し、利用す

ることができる。 

 

・算額つくりに必要な幾何の

諸定理（三平方の定理や円の

性質など）を具体的な場面で

活用することができる。 

・算額つくりに必要な幾何の

諸定理（三平方の定理や円な

ど）を活用した問題解決の課

程を振り返って・改善しよう

としている。 

 

2 9 

 

10 

 

 

11 

 

12 

・「日本の文化と幾何学」 

<探究編> 

(1)和算と算額の歴史 

 

 

(2)算額作り 

８ 

 

 

 

 

４ 

・和算や算額の歴史について

理解している。 

・漢文で書かれた文献を通し

て、算額についての理解を深

める。 

・算額を作るために必要な知

識を身に付けている。 

・幾何の諸定理を利用して、算

額を作ることができる。 

・漢文で書かれた簡単な文献

を解読し、解決することがで

きる。 

・和算や算額の歴史及び過去

の文献を通して学んだことを

作品つくりに活用し、表現す

ることができる。 

・幾何の諸定理を利用して、作

った算額の解法や解答を確か

めることができる。 

・算額の作品つくりに粘り強

く取り組むとともに、制作過

程を振り返って検討しようと

している。 

・他の生徒の作品について意

欲的に鑑賞しようとしたり、

評価・改善しようとしたりし

ている。 

 

3 1 

 

2 

 

3 

・データの分析 

 

８ ・四分位範囲や箱ひげ図、分

散、標準偏差などの必要性と

意味やその用い方を理解して

いる。 

・コンピュータなどの情報機

器を用いるなどしてデータを

表やグラフに整理したり、基

本的な統計量を求めたりする

ことができる。 

・基本的な統計量を用いて、デ

ータの散らばり具合や傾向を

数値化したり読み取ったりし

ながら、批判的に考察し判断

することができる。 

・基本的な統計量やグラフ化

のよさを実感して粘り強く考

え，データの分布について学

んだことを生活や学習に生か

そうとしたり，基本的な統計

量やグラフを活用した問題解

決の過程を振り返って評価・

改善しようとしたり，多様な

考えを認め，よりよく問題解

決しようとしたりしている。 

年間授業時数 30  
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令和３年度 ＜１学年 理科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３ 

 

目標 

使用教科書 
新編 新しい科学 １年 

（東京書籍） 

 化学的、物理的、生物的な事物・現象についての観察，実験を行い、観察・実験

技能を習得させ，観察，実験の結果を考察して自らの考えを導き出し表現する能力

を育てるとともに、身の回りの物質や光・音の現象、植物や動物の生活と種類、生

物の細胞と生殖などについて理解させ，これらの事象に対する科学的な見方や考え

方を養う。 

 地球やそれを取り巻く地学現象について関心を高め、観察・実習を通して時間的

および空間的スケールの大きさを理解させるとともに、観察や実習の結果をもとに

考察することで、これらの地学的事象に対する科学的捉え方を養う。 

使用 

補助教材 

新中学問題集理科１年 

（教育開発出版社） 

ウイニングフィニッシュ 

（好学出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

行動観察、発言、発表、レポート、プリント、小テスト、定期考査 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

１ ４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

 

第１章 生物の観察と分類

のしかた 

8 

 

いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら，生物の

観察と分類のしかたについて

の基本的な概念や原理・法則

などを理解しているととも

に，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

生物の観察と分類のしかたに

ついての観察，実験などを通

して，いろいろな生物の共通

点や相違点を見いだすととも

に，生物を分類するための観

点や基準を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究し

ている。 

生物の観察と分類のしかたに

関する事物・現象に進んでか

かわり，見通しをもったりふ

り返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

第２章 植物の分類 

 

 

 

 

 

8 いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら，植物の

からだの共通点と相違点につ

いての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとと

もに科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

植物のからだの共通点と相違

点についての観察，実験など

を通して，いろいろな植物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに，植物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど，科学的に探

究している。 

植物のからだの共通点と相違

点に関する事物・現象に進ん

でかかわり， 見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

第３章 動物の分類 

 

8 いろいろな生物の共通点と相

違点に着目しながら，動物の

からだの共通点と相違点につ

いての基本的な概念や原理・

法則などを理解しているとと

もに科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

動物のからだの共通点と相違

点についての観察，実験など

を通して，いろいろな動物の

共通点や相違点を見いだすと

ともに，動物を分類するため

の観点や基準を見いだして表

現しているなど，科学的に探

究している。 

動物のからだの共通点と相違

点に関する事物・現象に進ん

でかかわり， 見通しをもっ

たりふり返ったりするなど，

科学的に探究しようとしてい

る。 

第１章 身のまわりの物質

とその性質 

8 

 

身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，身のまわ

りの物質とその性質について

の基本的な概念や原理・法則

などを理解しているととも

に，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

物質のすがたについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，物質の

性質や状態変化における規則

性を見いだして表現している

など，科学的に探究してい

る。 

物質のすがたに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通

しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

第２章 気体の性質 7 身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，気体の発

生とその性質についての基本

的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

物質のすがたについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，物質の

性質や状態変化における規則

性を見いだして表現している

など，科学的に探究してい

る。 

物質のすがたに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通

しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 
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２ 

 

９ 

 

第３章 水溶液の性質 

 

 

 

 

 

8 身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，水溶液に

ついての基本的な概念や原理

法則などを理解しているとと

もに科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

水溶液について，問題を見い

だし見通しをもって観察，実

験などを行い，物質の性質や

状態変化における規則性を見

いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

水溶液に関する事物・現象に

進んでかかわり，見通しをも

ったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとし

ている。 

 10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 物質の姿と状態変

化 

 

 

 

 

 

 

8 

 

 

 

 

身のまわりの物質の性質や変

化に着目しながら，状態変化

と熱，物質の融点と沸点につ

いての基本的な概念や原理法

則などを理解しているととも

に，科学的に探究するために

必要な観察，実験などに関す

る基本操作や記録などの基本

的な技能を身につけている。 

状態変化について，問題を見

いだし見通しをもって観察，

実験などを行い，物質の性質

や状態変化における規則性を

見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

状態変化に関する事物・現象

に進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりするな

ど，科学的に探究しようとし

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１章 光の世界 

 

 

 

 

7 光に関する事物・現象を日常

生活や社会と関連づけなが

ら，光の反射や屈折，凸レン

ズのはたらきなどについての

基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

光について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験な

どを行い，光の反射や屈折，

凸レンズのはたらきから規則

性や関係性を見いだして表現

しているなど，科学的に探究

している。 

光に関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもった

りふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしてい

る。 

第２章 音の世界 

 

 

 

 

 

 

5 音に関する事物・現象を日常

生活や社会と関連づけなが

ら，音の性質についての基本

的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

音について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験な

どを行い，音の性質の関係性

や規則性を見いだして表現し

ているなど，科学的に探究し

ている。 

音に関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもった

りふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしてい

る。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 力の世界 

 

 

 

 

 

 

7 力のはたらきに関する事物・

現象を日常生活や社会と関連

づけて力のはたらきについて

の基本的な概念や原理法則な

どを理解しているとともに科

学的に探究するために必要な

観察，実験などに関する基本

操作や記録などの基本的な技

能を身につけている。 

力のはたらきについて，問題

を見いだし見通しをもって観

察，実験などを行い，力のは

たらきの規則性や関係性を見

いだして表現しているなど，

科学的に探究している。 

力のはたらきに関する事物・

現象に進んでかかわり，見通

しをもったりふり返ったりす

るなど，科学的に探究しよう

としている。 

第１章 火をふく大地 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

大地のなり立ちと変化を地表

に見られる様々な現象と関連

づけ火山活動と火成岩，自然

のめぐみと火山災害について

の基本的な概念や原理・法則

などを理解しているとともに

科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

火山，自然のめぐみと火山災

害について，問題を見いだし

見通しをもって観察，実験な

どを行い，地下のマグマの性

質と火山の形との関係性，自

然のめぐみや火山災害の火山

活動のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

火山，自然のめぐみと火山災

害に関する事物・現象に進ん

でかかわり，見通しをもった

りふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとしてい

る。 

第２章 動き続ける大地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 大地のなり立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象

と関連づけながら，地震の伝

わり方と地球内部のはたら

き，地震災害についての基本

的な概念や原理・法則などを

理解しているとともに，科学

的に探究するために必要な観

察，実験などに関する基本操

作や記録などの基本的な技能

地震，地震災害について，問

題を見いだし見通しをもって

観察，実験などを行い，地震

の原因と地球内部のはたらき

との関係性，地震災害と地震

発生のしくみとの関係性など

を見いだして表現しているな

ど，科学的に探究している。 

地震，地震災害に関する事

物・現象に進んでかかわり，

見通しをもったりふり返った

りするなど，科学的に探究し

ようとしている。 
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3 

を身につけている。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 地層から読みとる

大地の変化 

 

10 大地のなり立ちと変化を地表

に見られる様々な事物・現象

と関連づけながら，地層の重

なりと過去のようすについて

基本的な概念や原理・法則な

どを理解しているとともに，

科学的に探究するために必要

な観察，実験などに関する基

本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

地層の重なりと過去のようす

について，問題を見いだし見

通しをもって観察，実験など

を行い，地層の重なり方や広

がり方の規則性などを見いだ

して表現しているなど，科学

的に探究している。 

地層の重なりと過去のようす

に関する事物・現象に進んで

かかわり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科学

的に探究しようとしている。 

年間授業時数 105  
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令和３年度 ＜２学年 理科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ４ 

 

目標 

使用教科書 
新編 新しい科学 ２年 

（東京書籍） 

化学変化における物質の変化や量的な関係を、実験を通して探究的に追究させる

とともに、それらの現象について原子・分子のモデルを用いた微視的物質概念の育

成をはかる。 

生物や生物現象について、自らの考えを導きだし表現する能力を育てるととも

に，植物や動物の生活とつながりなどについて理解させ，これらの事象に対する科

学的な見方や考え方を養う。 

地球やそれを取り巻く地学現象について関心を高め、観察・実習を通して時間的

および空間的スケールの大きさを理解させるとともに、観察や実習の結果をもとに

考察することで、これらの地学的事象に対する科学的捉え方を養う。 

日常生活との関連をはかりながら、電流と回路や静電気、電流の磁気作用などの

実験を通して、電流の性質や正体、電流のはたらきについて理解させる。 

使用 

補助教材 

新中学問題集理科２年 

（教育開発出版社） 

 

ウイニングフィニッシュ 

（好学出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

行動観察、発言、発表、レポート、プリント、小テスト、定期考査 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元１ 

化学変化と原子・分子 

 

第１章 

物質の成り立ち 

 

6 

 

・物質の性質を調べるための

実験器具等を適切に選択し，

これらの基本操作を行うこと

ができる。 

・化学変化、分解、電気分解

について理解し、説明するこ

とができる。 

・物質は原子からできてお

り，原子には、その種類ごと

に元素記号がつけられている

ことを理解する。 

・いくつかの原子が結びつい

て分子ができていることを理

解する。 

・物質を構成する粒子につい

て、自分の考えを表現するこ

とができる。 

・炭酸水素ナトリウムの加熱

による変化について見通しを

もって解決方法を立案でき

る。 

・実験結果を分析・解釈し、

もとの物質とは異なる性質を

もった別の物質に分かれたこ

とを論理的に説明できる。 

・物質を混合物と純物質に分

類し、純物質が単体か化合物

かを、化学式やモデルから判

断できる。 

・ケーキやカルメ焼きがふく

らむことに興味を示し，炭酸

水素ナトリウムの変化につい

て考えようとする。 

・身のまわりの化学変化に興

味・関心を示し，炭酸水素ナ

トリウムの分解の実験を行お

うとする。 

・空気中での水素の燃焼によ

って水が生成することから、

水が分解するとどうなるかと

いう課題を設定し、探求の見

通しをもつ。 

 

第２章 

物質どうしの化学変化 

 

7 

 

・さまざまな物質を化学式で

表せる。 

・化学変化を、原子・分子の

モデルや化学反応式で表せ

る。 

・鉄と硫黄の化合の実験を安

全に行い，生成した物質を調

べ、結果を記録することがで

きる。・２種類以上の物質が

結びつく変化や分解などの化

学変化について、原子・分子

のモデルや化学反応式を用い

て説明することができる。 

・さまざまな化学変化を、原

子・分子のモデルと関連づけ

ながら、化学反応式で表すこ

とができる。 

・実験結果を分析・解釈し、

鉄と硫黄の混合物を加熱する

と別の物質ができることを、

論理的に説明することができ

る。 

・酸化を原子・分子のモデル

と関連させながら化学反応式

で表すことができる。 

・学習の過程をふり返り、状

態変化と化学変化の違いにつ

いて、原子や分子のモデルと

関連づけながら、粘り強く課

題を解決しようとする。 

・鉄と硫黄を加熱したときの

変化を予想しようとする。 

・硫黄による鉄の変化につい

て問題を見出し、課題を設定

して、探求の見通しをもつ。 

第３章 

酸素がかかわる化学変化 

7 ・酸化や燃焼がどのような化

学変化であるかを説明でき

る。 

・金属酸化物の還元がどのよ

うな化学変化であるかを説明

できる。 

・物質が酸化される化学変化

や燃焼を原子・分子のモデル

と関連づけながら、化学反応

式で表せる。 

・炎の位置によって銅板が酸

化したり、還元したりする理

由を推測できる。 

・酸化銅の還元実験の結果

を、原子・分子のモデルを使

って考察できる。 

・鉄が酸化すると何ができる

かについて原子・分子のモデ

ルと関連づけながら、考えよ

うとする。 
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6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 

化学変化と物質の質量 

 

7 

 

・質量保存の法則について理

解する。 

・化学変化に関係する物質の

質量を注意深く測定できる。 

・反応前と反応後の質量を測

定することができる。 

・化学変化で結びつく物質ど

うしの質量の比が、一定にな

っていることを理解する。 

・質量保存の法則を原子・分

子のモデルおよび化学反応式

と関連づけて考えることがで

きる。 

・金属の加熱回数と質量変化

の関係について、予想するこ

とができる。 

・金属の質量とその金属に結

びつく酸素の質量の関係性に

ついて、仮説を確かめるため

の実験を計画できる。 

・実験結果を分析し・解釈

し、化学変化における物質の

質量の関係を見いだし、相手

にわかりやすく伝えることが

できる。 

・うすい塩酸と炭酸水素ナト

リウムの反応における質量の

変化について、見通しをもっ

て仮説を設定することができ

る。 

・金属と結びつく酸素の質量

について、実験計画をもとに

実験を行い、粘り強く課題を

解決しようとする。 

・金属の質量と化合する酸素

の質量の間に，どのような関

係があるか考えようとする。 

・銅またはマグネシウムの質

量と化合した酸素の質量を測

定する実験を行い，規則性を

見いだそうとする。 

第５章 

化学変化とその利用 

 

5 

 

・温度が変化する化学変化の

実験を適切に行い、結果を記

録することができる。 

・熱の発生や吸収を伴う実験

を適切に行い，結果を記録す

ることができる。 

・化学変化と熱の出入りの関

係について説明することがで

きる。 

・化学変化による熱の利用に

興味をもち、身のまわりへの

活用を自ら探究しようとす

る。 

単元２ 

生物のからだのつくりと

はたらき 

 

第１章 

生物と細胞 

9 ・小さな生物を顕微鏡で観察

するための技能を身につけて

いる。 

・植物を顕微鏡で観察するた

めに必要な操作の意味を理解

し，その技能を身につけてい

る。 

・動物の細胞を観察するため

に必要な操作の意味を理解

し，その技能を身につけてい

る。また，観察できたものを

正しく記録している。 

・単細胞生物の特徴が細胞の

つくりと深く関係しているこ

とについてまとめている。 

・多細胞生物における組織と

器官について説明している。 

・観察結果を整理し，それぞ

れの生物の特徴についてまと

め，分類を行い，図などを用

いて表現している。 

・いくつかの観察結果をもと

に，さまざまな植物細胞に見

られる共通点を言葉や図を用

いて表現している。 

・観察結果から，動物細胞の

特徴をまとめ，植物細胞との

共通点を，比較しながら表現

している。また，大きさや形

など，植物細胞との相違点を

まとめている。 

・単細胞生物と多細胞生物を

比較し，多細胞生物では細胞

の役割分担が見られることを

見いだしている。 

・観察をふり返り，ほかの生

徒との話し合いを通じて理解

を深め，「多様な生物の間に

見られる共通点について説明

してみよう。」という問いか

けについて，学習前後をふり

返り，自己の成長や変容を表

現しようとしている。 

2 第２章 

植物のからだのつくりと

はたらき 

10 ・上から見ると葉が互いに重

なり合わないようについてい

ることを理解する。 

・光合成のしくみを理解す

る。 

・葉の表皮や断面のプレパラ

ートをつくり，顕微鏡で，観

察することができる。 

・道管と師管の役割を理解し

ている。 

・根や茎の切片をつくり，そ

れらのつくりを観察すること

ができる。 

・吸水と蒸散の関係の実験結

果をふまえて，葉で蒸散が生

じることで吸水が生じること

を理解している。 

・水の移動を中心にして，植

物のつくりとはたらきについ

て総合的に理解している。 

・葉のデンプンの生成につい

て，ヨウ素液の反応をふまえ

て自分の考えをまとめて表現

している。 

・光合成と二酸化炭素の関係

の実験結果を正しく記録し，

結果を考察している。 

・植物が呼吸をしていること

を確認し，光合成や呼吸がい

つ行われているか，自らの考

えを文章にまとめて表現して

いる。 

・吸水と蒸散の関係を調べる

実験で，自分たちの仮説を立

て，その仮説の設定理由を科

学的に考えている。 

・水の通り道の実験におい

て，結果を正しく記録し，吸

水された水が葉や茎のどこを

通るのか考察する。 

・葉の細胞の中で光合成が行

われている部分についての実

験に進んでかかわり，ほかの

生徒と協力しながら，粘り強

く課題を解決しようとしてい

る。 

・吸水と蒸散の関係の実験に

ついて，自分たちの考えた方

法をもとにして実験に対して

粘り強くとり組もうとしてい

る。 

・葉や茎の水の通り道につい

て，探究した過程をふり返ろ

うとしている。 

第３章 13 ・消化にかかわる器官につい ・食物に関して気づいたこと ・これまでの学習をふり返
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10 
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12 

 

 

 

動物のからだのつくりと

はたらき 

て，消化管とそれにつく器官

のつながりを理解している。 

・食物にさまざまな成分がふ

くまれていること，消化酵素

には，さまざまなはたらきを

もつものが存在することを理

解している。 

・細胞の呼吸について理解し

ている。また，肺が酸素をと

りこみ，二酸化炭素を排出す

るための器官であることを理

解している。 

・肺循環と体循環のちがいを

心臓の構造と結びつけて理解

している。また，動脈血およ

び静脈血が流れている部分

や，酸素の運搬について理解

している。 

・血球の種類など血液の成分

や，組織液の関係について理

解している。 

・尿は腎臓でつくられ，尿尿

素などの不要物がふくまれて

いることを理解している。 

や疑問に思ったことから，食

物が変化することを見いだし

ている。 

・デンプンが消化によって糖

に変化することを確かめる実

験方法について話し合い，表

現している。 

・実験結果の記録方法につい

て話し合い，表をつくるなど

のくふうをして，適切にまと

めている。 

・だ液のはたらきについての

対照実験の意味をよく理解し

ている。 

・デンプン，タンパク質，脂

肪が，消化されていく過程を

理解している。吸収がおもに

小腸のかべで行われることを

理解し，柔毛の構造と吸収の

ようすを表現している。 

・心臓に 4つの部屋があるこ

との意味を理解し，動脈，毛

細血管，静脈，心臓，肺のつ

ながりを表現している。 

り，話し合いを通して，細胞

の活動と器官のはたらきを結

びつけて考えている。 

・P.146図 1に掲載されてい

る情報を整理し，生命を維持

するはたらきについて理解を

深めようとしている。 

・これまでの動物と植物に関

する学習を，細胞，養分の獲

得という 2つの視点からふり

返り，共通点と相違点を表や

文章を使ってまとめ直すな

ど，粘り強く自らの学びを深

めようとしている。 

第４章 

刺激と反応 

6 ・ヒトの感覚器官について理

解している。 

・中枢神経と末しょう神経の

はたらきについて理解してい

るとともに，実験を実施し，

その結果を適切に記録してい

る。 

・うでの曲げのばしの例など

をもとに，骨と筋肉のはたら

きについて理解している。 

・刺激にはどのようなものが

あるか，動物はその刺激をか

らだのどこで受けとっている

のかということを考え，それ

を話し合いなどで表現してい

る。 

・実験の結果から，刺激から

反応までの流れを適切に説明

し，反射の特徴についても理

解し，まとめている。 

・これまでの学習をふり返り

ながら，イカの解剖と観察に

ついて計画を立て，自ら探究

しようとしている。 

単元３ 

天気とその変化 

 

第１章 

気象の観測 

15 ・それぞれの気象要素につい

て，気象観測の方法を理解

し，気象観測の計画を立てて

いる。 

・気象観測の結果を記録・整

理している。 

・空気に質量があることを理

解し，地上の物体にはあらゆ

る方向から大気圧がはたらい

ていることを理解している。 

・気圧の値は等圧線というも

ので天気図として表され，時

間変化することを理解してい

る。また，風が気圧と関係し

ていることを理解している。 

・実験を行い，測定した条件

と値を比較して，実験データ

を得ている。 

・天気の変化がどのような気

象要素に関係するかを考え，

表現している。 

・気象要素について，気象要

素の時間変化をデータとして

まとめて整理している。 

・気象観測の結果から気象要

素を整理してまとめている。 

・風が，気圧の高いところか

ら低いところへとふくことを

見いだしている。 

・水蒸気が水になるときの条

件を調べる実験を計画してい

る。 

・実験から，なぜ温度が下が

ると水蒸気が凝結するのか

を，説明している。 

・大気圧に関してふり返り，

具体的な数値の計算をするな

どして自らの学習を調整しよ

うとしている。 

・気圧と風の関係をふまえ

て，天気図から風向や風速を

推定している。 

第２章 

雲のでき方と前線 

 

7 ・水蒸気をふくむ空気のかた

まりが，気圧の低い場所に移

動したときの空気の変化の実

験を実施する技能を身につ

け，結果を正確に記述してい

る。 

・水が地球全体に循環してい

ることを説明している。 

・演示実験より，暖気と寒気

・実験結果から，雲ができる

現象を科学的に考察してい

る。 

・前線付近では雲が多いこ

と，温帯低気圧の付近では天

気が急激に変化することを説

明している。 

・各データから，気象要素の

グラフを作成し，グラフから

・寒冷前線および温暖前線が

通過したときの天気の変化に

興味をもち，自分たちの住む

地域で前線が通過したとき，

どのような天気の変化が生じ

るのか科学的に探究しようと

している。 
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は境の面をつくることを理解

し，暖気と寒気の接し方のち

がいにより，種類の異なる前

線がつくられることを理解し

ている。 

気象要素の変化を読みとって

いる。 

・気象要素の変化から，前線

の通過時刻や，通過した前線

の種類を推定している。 

第３章 

大気の動きと日本の天気 

10 ・天気予報で用いられる天気

図や気象衛星画像などの資料

をもとに，低気圧や雲の移動

をとらえ，大気の動きと関連

づけて理解している。 

・日本付近の夏と冬の天気

を，影響している気団に着目

して，特徴を理解している。 

・日本の春と秋，梅雨の天気

や台風の特徴について，偏西

風や天気に影響を与える気団

等と関連づけて理解してい

る。 

・季節風や海陸風が生じるし

くみを，陸と海のあたたまり

方がちがうことと関連づけて

説明している。 

・翌日の天気を予想するには

どのようにすればよいか，科

学的な根拠にもとづき自分の

考えをまとめ，表現してい

る。 

・自分たちで作成した天気予

報について，予想した内容や

根拠をふり返り，改善してい

る。 

・水の恵みと災害から，自然

と人間との関わり方について

自分の考えを表現している。 

・日本付近の大気の動きを地

球規模の大気の動きの中で捉

え，地球規模の大気の動きの

原因を理解する。 

・明日の天気を予想するため

の方法を探究しようとしてい

る。 

・気象現象と日常生活とのつ

ながりについて課題をもち，

雨がもたらすめぐみや災害に

関する事物や現象を進んで調

べ，科学的に探究しようとし

ている。 

3 単元４ 

電気の世界 

 

第１章 

静電気と電流 

7 ・静電気を発生させて、静電

気による力の規則性について

調べることができる。 

・静電気と電流の関係につい

て理解する。 

・放電現象について理解し、

知識を身につけている。 

・電流の正体を理解する。 

・静電気に関する日常経験か

ら、髪の毛が下敷きに引きつ

けられたりする理由を考える

ことができる。 

・静電気による力の規則性を

見いだすことができる。 

・電子の流れと電流の関係を

見いだすことができる。 

・探求のプロセスを振り返

り、静電気による力の規則性

について実験結果と関連づけ

ながら現象を解明しようとし

ている。 

・探求のプロセスを振り返

り、電流が電子の流れである

ことを観察事実と関連づけな

がら表現しようとしている。 

第２章 

電流の性質 

 

15 ・回路をつくり、電流の流れ

方を調べることができる。 

・直列回路と並列回路につい

て理解する。 

・電圧と電流との関係をグラ

フに表すことができる。 

・電流計、電圧計、電源装置

を正しく使うことができる。 

・直列回路と並列回路での電

流、電圧の規則性を理解す

る。 

・未知の電流や電圧，電気抵

抗を求めることができる。 

・導体・不導体について理解

する。 

・電力について理解する。 

・電力と発生する熱量との関

係について理解する。 

・実験の結果から，直列回路と

並列回路での電流、電圧、電

流と電圧の間の規則性を見い

だすことできる。 

・抵抗器のつなぎ方による全体

の電気抵抗の大きさの変化を

見いだすことができる。 

・電熱線から発生する熱量がど

のような要因によって変わるの

か、既習事項や日常経験から

考えることができる。 

・実験の結果から，電力と発生

した熱量との関係を見いだすこ

とができる。 

・他者との関わりながら、直

列回路と並列回路での豆電球

の明るさの違いについて電流

や電圧と関連づけて探求して

いる。 

・学習の過程を振り返り、電

圧と電流の関係を表すグラフ

から、電気抵抗の大きさの違

いを見いだそうとしている。 

・学習内容を振り返り、電力

量の定義とその求め方、電力

量の単位、電気器具から発生

する熱量や消費する電気エネ

ルギーとの関係を探求しよう

とする。 
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第３章 

電流と磁界 

16 ・磁石のまわりには磁界がで

き、磁界の様子は磁力線で表

すことができることを理解す

る。 

・導線などを使って、電流が

つくる磁界を調べることがで

きる。 

・磁石とコイルを使って、電

流が磁界から受ける力を調べ

ることができる。 

・電流が磁界から力を受ける

ことや、モーターが回転する

仕組みを理解する。 

・コイルや棒磁石、検流計を

使って電流が発生しているか

を調べることができる。 

・電磁誘導や発電機のしくみ

を理解し，知識を身につけて

いる。 

・直流と交流の違いを理解す

る。 

・磁界について説明すること

ができる。 

・実験の結果から，電流によ

る磁界の規則性を見いだすこ

とができる。 

・実験の結果から，電流が磁

界から受ける力の規則性を見

いだすことができる。 

・実験の結果から，電磁誘導

の規則性を見いだすことがで

きる。 

・磁石による現象に興味をも

ち，進んで調べようとする。 

・電磁誘導の規則性を見出

し、発電のしくみを考えるこ

とができる。 

・探究のプロセスを振り返

り。電流がつくる磁界につい

て、観測結果と関連付けなが

ら、適切に表現している。 

年間授業時数 140  
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令和３年度 ＜３学年 理科 ＞ 年間指導計画 
 

週時数 2 

 

目標 

使用教科書 新編 新しい科学３年（東京書籍） ・化学的、物理的、生物的な事物・現象についての観察，実験を行い，観

察・実験技能を習得させ，観察，実験の結果を考察して自らの考えを導き出

し表現する能力を育てる。 

・イオン、物体の運動とエネルギーによる現象、生物の細胞と生殖、宇宙や

それを取り巻く地学現象について理解させ，これらの事象に対する科学的な

見方や考え方を養う。 

 

使用補助教材 
新中学問題集理科 3年（教育開発出版

社） 
ウイニングフィニッシュ（好学出版） 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、ワークシート、考査後のレポート、授業ノート、問題集ノート、授業での観察、実習中の観察 

 

学
期 

月 単元と学習内容 
時
数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 
 
 

 
 
 

 

水溶液とイオン 
・水溶液と電流 
・電解質の水溶液の中で起

こる変化 
・イオンと原子のなり立ち 
 

8 
 
 

 
 
 

 

化学変化をイオンのモデルと関連
づけながら，原子のなり立ちとイ
オンについての基本的な概念や原

理・法則などを理解し、必要な観
察，実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身につ

けている。 

水溶液とイオンについて，見通し
をもって観察，実験などを行い，
イオンと関連づけてその結果を

分析して解釈し，化学変化におけ
る規則性や関係性を見いだして
表現し，科学的に探究している。 

水溶液とイオンに関する
事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。 

5 
 

 
 
 

酸，アルカリとイオン 
・酸性やアルカリ性の水溶

液の性質 
・酸性，アルカリ性の正体 
・酸とアルカリを混ぜ合わ

せたときの変化 

10 化学変化をイオンのモデルと関連
づけながら，酸・アルカリ，中和と

塩についての基本的な概念や原
理・法則などを理解し、観察，実験
などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけてい
る。 

酸・アルカリ，中和と塩について，
見通しをもって観察，実験などを

行い，イオンと関連づけてその結
果を分析して解釈し，化学変化に
おける規則性や関係性を見いだ

して表現し，科学的に探究してい
る。 

酸・アルカリ，中和に関す
る事物・現象に進んでかか

わり，見通しをもったりふ
り返ったりするなど，科学
的に探究しようとしてい

る。 

 
 
 

 
 
6 

 
 
 

 
 
 

 
 
7 

化学変化と電池 
・電解質の水溶液の中の金
属板と電流 

・金属のイオンへのなりや
すさのちがいと電池のし
くみ 

・ダニエル電池 
・身のまわりの電池 

10 化学変化をイオンのモデルと関連
づけながら，金属イオン，化学変化
と電池についての基本的な概念や

原理・法則などを理解し、観察，実
験などに関する基本操作や記録な
どの基本的な技能を身につけてい

る。 

化学変化と電池について，見通し
をもって観察，実験などを行い，
イオンと関連づけてその結果を

分析して解釈し，化学変化におけ
る規則性や関係性を見いだして
表現し，科学的に探究している。 

化学変化と電池に関する
事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。 

生物の成長と生殖 
・生物の成長と細胞の変化 
・無性生殖 

・有性生殖 
・染色体の受けつがれ方 
 

10 生物の成長とふえ方に関する事
物・現象の特徴に着目しながら，細
胞分裂と生物の成長，生物のふえ

方についての基本的な概念や原
理・法則などを理解し、観察，実験
などに関する基本操作や記録など

の基本的な技能を身につけてい
る。 

生物の成長とふえ方について，観
察，実験などを行い，その結果や
資料を分析して解釈し，生物の成

長とふえ方についての特徴や規
則性を見いだして表現し、科学的
に探究している。 

生物の成長とふえ方に関
する事物・現象に進んでか
かわり，見通しをもったり

ふり返ったりするなど，科
学的に探究しようとして
いる。 

遺伝の規則性と遺伝子 
・遺伝の規則性 
・遺伝子の本体 

・遺伝子やＤＮＡに関する
研究成果の活用 

10 
 

遺伝の規則性と遺伝子に関する事
物・現象の特徴に着目しながら，遺
伝の規則性と遺伝子についての基

本的な概念や原理・法則などを理
解し、観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を

身につけている。 

遺伝の規則性と遺伝子について，
観察，実験などを行い，その結果
や資料を分析して解釈し，遺伝現

象についての特徴や規則性を見
いだして表現し，科学的に探究し
ている。 

遺伝の規則性と遺伝子に
関する事物・現象に進んで
かかわり，見通しをもった

りふり返ったりするなど，
科学的に探究しようとし
ている。 

2 9 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
10 

 
 

 

 
 

生物の多様性と進化 
・生物の歴史 

・水中から陸上へ 
・さまざまな進化の証拠 
・進化と多様性 

 

7 
 

生物の種類の多様性と進化に関す
る事物・現象の特徴に着目しなが

ら，生物の種類の多様性と進化に
ついての基本的な概念や原理・法
則などを理解し、観察，実験などに

関する基本操作や記録などの基本
的な技能を身につけている。 

生物の種類の多様性と進化につ
いて，観察，実験などを行い，そ

の結果や資料を分析して解釈し，
生物の種類の多様性と進化につ
いての特徴や規則性を見いだし

て表現し，科学的に探究してい
る。 

生物の種類の多様性と進
化に関する事物・現象に進

んでかかわり，見通しをも
ったりふり返ったりする
など，科学的に探究しよう

としている。 

物体の運動 
・物体の運動の記録 

・物体の運動の速さの変化 
・だんだん速くなる運動 
・だんだんおそくなる運動 

10 運動の規則性を日常生活や社会と
関連づけながら，運動の速さと向

き，力と運動についての基本的な
概念や原理・法則などを理解し、観
察，実験などに関する基本操作や

記録などの基本的な技能を身につ
けている。 

運動の規則性について，見通しを
もって観察，実験などを行い，そ

の結果を分析して解釈し，物体の
運動の規則性や関係性を見いだ
して表現し，科学的に探究してい

る。 

運動の規則性に関する事
物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。 
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11 

力のはたらき方 

・力の合成と分解 
・慣性の法則 
・作用・反作用の法則 

・水中ではたらく力 

8 力のつり合いと合成・分解，運動

の規則性を日常生活や社会と関連
づけながら，水中の物体にはたら
く力，力の合成・分解，力と運動

についての基本的な概念や原理・
法則などを理解し、観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの

基本的な技能を身につけている。 

力のつり合いと合成・分解，運動

の規則性について，見通しをもっ
て観察，実験などを行い，その結
果を分析して解釈し，力のつり合

いと合成・分解，運動の規則性や
関係性を見いだして表現し，科学
的に探究している。 

力のつり合いと合成・分

解，運動の規則性に関する
事物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり

返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

12 

エネルギーと仕事 

・さまざまなエネルギー 
・力学的エネルギー 
・仕事と力学的エネルギー 

・仕事の原理と仕事率 
・エネルギーの変換と保存 

12 力学的エネルギーを日常生活や社

会と関連づけながら，仕事とエネ
ルギー，力学的エネルギーの保存
についての基本的な概念や原理・

法則などを理解し、観察，実験な
どに関する基本操作や記録などの
基本的な技能を身につけている。 

力学的エネルギーについて，見通

しをもって観察，実験などを行
い，その結果を分析して解釈し，
力学的エネルギーの規則性や関

係性を見いだして表現し，科学的
に探究している。 

力学的エネルギーに関す

る事物・現象に進んでかか
わり，見通しをもったりふ
り返ったりするなど，科学

的に探究しようとしてい
る。 

地球の運動と天体の動き 
・太陽の１日の動き 
・地球の自転と方位，時刻 

・星の 1日の動き 
・天体の 1年の動き 
・地軸の傾きと季節の変化 

12 身近な天体とその運動に関する特
徴に着目しながら，日周運動と自
転，年周運動と公転についての基

本的な概念や原理・法則などを理
解し、観察，実験などに関する基
本操作や記録などの基本的な技能

を身につけている。 

天体の動きと地球の自転・公転に
ついての特徴や規則性を見いだ
して表現し，科学的に探究してい

る。 

天体の動きと地球の自転・
公転に関する事物・現象に
進んでかかわり，見通しを

もったりふり返ったりす
るなど，科学的に探究しよ
うとしている。 

月と金星の見え方 

・月の満ち欠け 
・日食と月食 
・金星の見え方 

7 月や金星の運動と見え方について

の基本的な概念や原理・法則など
を理解し、観察，実験などに関す
る基本操作や記録などの基本的な

技能を身につけている。 

月や金星の運動と見え方につい

ての特徴や規則性を見いだして
表現し，科学的に探究している。 

太陽系と恒星に関する事

物・現象に進んでかかわ
り，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的

に探究しようとしている。 

3 1 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
2 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
3 
 

 

宇宙の広がり 
・太陽系の天体 

・宇宙の広がり 
 

8 惑星と恒星についての基本的な概
念や原理・法則などを理解し、観

察，実験などに関する基本操作や
記録などの基本的な技能を身につ
けている。 

太陽系と恒星についての特徴や
規則性を見いだして表現し，科学

的に探究している。 

太陽系と恒星に関する事
物・現象に進んでかかわ

り，見通しをもったりふり
返ったりするなど，科学的
に探究しようとしている。 

自然のなかの生物 
・生態系 
・生態系における生物の関

係 
・炭素の循環と地球温暖化 

7 日常生活や社会と関連づけなが
ら，自然界のつり合いについての
基本的な概念や原理・法則などを

理解し、観察，実験などに関する
基本操作や記録などの基本的な技
能を身につけている。 

生物と環境について，身近な自然
環境などを調べる観察，実験など
を行い，自然環境保全のあり方に

ついて，科学的に考察して判断し
ているなど，科学的に探究してい
る。 

生物と環境に関する事物・
現象に進んでかかわり，見
通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探
究しようとしている。 

自然環境の調査と保全 
・身近な自然環境の調査 
・人間による活動と自然環

境 
・自然環境の開発と保全 

6 日常生活や社会と関連づけなが
ら，自然環境の調査と環境保全に
ついての基本的な概念や原理・法

則などを理解し、観察，実験など
に関する基本操作や記録などの基
本的な技能を身につけている。 

生物と環境について，身近な自然
環境などを調べる観察，実験など
を行い，自然環境保全のあり方に

ついて，科学的に考察して判断し
ているなど，科学的に探究してい
る。 

生物と環境に関する事物・
現象に進んでかかわり，見
通しをもったりふり返っ

たりするなど，科学的に探
究しようとしている。 

科学技術と人間 
・さまざまな物質とその利
用 

・エネルギー資源の利用 
・科学技術の発展 

7 日常生活や社会と関連づけなが
ら，エネルギーとエネルギー資
源，さまざまな物質とその利用，

科学技術の発展，自然環境の保全
と科学技術の利用についての基本
的な概念や原理・法則などを理解

し、観察，実験などに関する基本
操作や記録などの基本的な技能を
身につけている。 

日常生活や社会で使われている
エネルギーや物質について，見通
しをもって観察，実験などを行

い，その結果を分析して解釈し，
自然環境の保全と科学技術の利
用について，観察，実験などを行

い，科学的に探究している。 

エネルギーと物質に関す
る事物・現象，自然環境の
保全と科学技術の利用に

進んでかかわり，見通しを
もったりふり返ったりす
るなど，科学的に探究しよ

うとしている。 

地域とつながる 

持続可能な社会をつくる
ために 

8 日常生活や社会・経済活動と資

源，環境を関連づけながら，生物
相の変化，資源の減少などを理解
し，それに対する科学技術や社会

的とり組みから，持続可能な社会
に向けた行動判断のもとになる科
学的調査（文献調査もふくむ）の

技能を身につけている。 
 
 

地域の自然災害などを調べる観

察，実験などを行い，自然環境の
保全と科学技術の利用のあり方
について，科学的に考察して判断

しているなど，科学的に探究して
いる。 
資源・環境の持続性について問題

を見いだし，身のまわりの調査活
動をレポートにまとめ，科学的に
考察して持続可能な社会に向け

ての行動を判断している。 

こ地域の自然災害に関す

る事物・現象に進んでかか
わり，見通しをもったり，
ふり返ったりするなど，科

学的に探究しようとして
いる。これまでの理科学習
についてふり返り，持続可

能な社会の実現案を出す
ための探究を計画し，これ
を実施している。 

年間授業時数 140  
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令和３年度 ＜ ３学年  自然科学Ⅱ ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １ 

 

目標 

使用教科書 なし ・自然現象について教科横断的な探究、観察、実験をとおして科学的

な見方、考え方を身に付ける。 

・自らの考えを導き出し、必要なデータを集約し、分析する能力及び

プレゼンテーション能力を育てる。 

・後期課程の理科基礎科目につながる基本事項を習得する。 

使用補助教材 
なし 

 

 

評価の観点と方法・材料 

・ワークシート、レポート、授業や発表での観察、実験実習中の観察、（定期考査） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

〇自然科学の探求 
(調べ学習) 
(発表学習) 
 
個別テーマ(例) 
・科学者調査 
・銀河系のしくみ 
・宇宙のしくみ 
・地球温暖化 
・ゲリラ豪雨について 
・地球の気候変化 
・地球の歴史 
・宇宙の歴史 
・ﾌﾟﾚｰﾄﾃｸﾄﾆｸｽ 
など 

〇夏休みでの自由研究レ
ポートの準備 

10 ・発表内容を科学的に理 

解し、わかりやすく説明 

できる。 

・データや事実を集約 

し、分析してまとめ、グ 

ラフ等を活用して表現 

しようとしている。 

・パソコンを利用して、 

調べたことを表現、発表 

することができる。 

 

・文献やインターネット 

を活用して、データや情 

報を正確に収集するこ 

とができる。 

・物理、化学、生物、地 

学の知識を包括的に応 

用することができる。 

・他の班の発表に対して、

適切な質問ができる。 

 

 

・各自が探究課題を積極 

的に選ぶことができる。 

・日常生活や理科の内容に

ついて興味や関心を持つ

ことができる。 

・班員と協力して、内容 

をまとめ、積極的に発表 

しようとしている。 

・他の班の発表を関心を 

もって、意欲的に聞くこ 

とができる。 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

〇地球と宇宙 

(調べ学習) 
(発表学習) 
 
・宇宙事業について調査 
・JAXA講演 
・JAXA に実験や事業の提
案のプレゼンテーショ
ンを行う。 

 

・国立天文台講演 

 

〇接続テスト演習 

12 ・発表内容を科学的に理 

解し、わかりやすく説明 

できる。 

・最新の情報を理解し、 

 説明することができる。 

・研究のグラフや図を正 

しく読み取ることがで 

き、科学的に理解してい 

る。 

・調べた内容を決められ 

た時間の中で、班員が協 

力、分担して適切に発表 

することができる。 

・質問に対して適切に答 

えることができる。 

・地球、太陽、銀河系、 

宇宙について、多角的に

理解している。 

・これまで理科の授業で 

学んだ内容に加え、最新 

の科学情報を通して、地 

球、宇宙により興味・関 

心をもつことができる。 

・自分の意見をまとめるこ

とができる 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

〇生物基礎・化学基礎・
物理基礎にむけた実験操
作の基本 
・顕微鏡各部の働き 
・操作の基本 
・プレパラート作成 
・ガスバーナーの使い方 
・ピペット操作 
・分子模型 
・レポート作成方法 等 

8 ・顕微鏡各部の名称と働き

操作法が分かる。 

・プレパラート作成の基本

事項を理解している。 

・ガスバーナーの基本装置

を習得し正しく使える。 

・基本的なレポートの作成

方法を理解し、実験のレ

ポートを作成することが

できる。 

 

・観察対象に最適な倍 

率、光量、絞りを考えて 

操作している。 

・ガスバーナーの構造を理

解して使っている。 

・レポート作成において、

自分なりの工夫や調査を

することができる。 

・顕微鏡各部の働きを理 

解し、積極的に機能を使 

おうとしている。 

・プレパラート作成に関 

し、工夫が見られる。 

・ガスバーナーについて積

極的に安全に使おうとし

ている。 

・レポート作成に積極的に

取り組むことができる。 

 

年間授業時数 30  
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令和３年度 ＜１学年音楽科＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３８ 

 

目標 

使用教科書 教育出版 音楽のおくりもの１ (１)曲想と音楽との関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意 

工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身 

に付けるようしする。 

(２)音楽表現を創意工夫することや、音楽を自分なりに評価しながらよさや美 

しさを味わって聞くことができるようにする。 

(３)主体的・協同的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体 

験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明 

るく豊かなものにしていく態度を養う。 

使用補助教材 アルトリコーダー 

 

評価の観点と方法・材料 

合唱教材の独唱テスト、鑑賞の記録、リコーダー練習曲の星取り、リコーダー独奏、音楽の約束（楽典基礎）など） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

5 

 

6 

 

 

 

7 

合唱の楽しみ 

・校歌の暗唱と２部合唱 
・合唱祭に向けた自由曲の
選曲 

合唱表現の魅力 
・本番を意識した練習と発
表、評価活動 

合奏協奏曲に親しむ 
・バロック時代の 

合奏協奏曲の鑑賞 

 
独唱曲に親しむ 
・ロマン派の 

ドイツリートの鑑賞 
 

２ 

 

６ 

 

３ 

 

 

３ 

 

・楽譜中の音楽用語や音楽記

号を理解している。 

・発音や発声、姿勢等、基礎的

な技能を身に付けている。 

・ソネットを基にした情景や

場面の表現の方法を理解し

ている。 

・人物設定と歌唱する声の高

さの関連を理解している。 

・曲を聴き、曲に合った速度や

強弱の変化考えて表現して

いる。 

 

・標題音楽の表現方法や表現

のための工夫や楽器の用い

方に気がついている。 

・劇的な効果をもたらすピア

ノ伴奏の働きや、表現の工夫

を理解している。 

・曲の雰囲気を感じ取ろうと

している。 

・練習活動に積極的に取り組

もうとしている。 

・バロック時代の合奏協奏曲

に関心を持ち曲想を味わお

うとしている。 

・1 人で 4 役をこなしている

バリトン独唱に親しんで聴

いている。 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

器楽の楽しみ 
・アルトリコーダーの基礎
練習 

 
 
 

 
 
 

 
・アルトリコーダーの発展 
的練習 

 
 

交響詩に親しむ 

・交響詩の鑑賞 

４ 

 

 

４ 

 

 

４ 

 

 

３ 

・リコーダーの特性を理解し 

基礎的な技能を身に付けて 

いる。 

・タンギングやサミングなど  

楽器の奏法を正しく理解し 

ている。 

・リズムや速度の変化を感じ、 

それらに対応して演奏して 

いる。 

・オーケストラの楽器の特徴 

と音色を理解している 

・楽器を正確に発音するため 

に息の圧力をコントロール 

している。 

・発音，姿勢など基礎的な技能

を身に付けて表現している。 

 

・楽曲の持つ拍節の変化や、広

がる音域に対応して演奏し

ている。 

・音楽の時代背景と関連させ

て鑑賞している 

・リコーダーの運指やタンギ

ングなど一つずつ身に付く

よう着実に取り組んでいる。 

・意欲的に個人練習し、緊張感

をもって発表に臨んでいる。 

 

・徐々に難度が上がる曲集を

用いた星取り演奏に、主体的

に取り組んでいる。 

・管弦楽による楽曲の表現に

親しんでいる。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

日本の音楽に親しむ 

・筝と筝曲に親しむ 

 

 

合唱表現の魅力 

・混声３部合唱発展的練習 
 
 
・合唱の指揮 
 

 

４ 

 

 

 

３ 

 

２ 

・平調子の調弦法を理解して 

いる。 

・筝の構造や名称を理解して

いる。 

・楽曲の構成を理解している。 

 

・速度や強弱の変化を表現す

るための指揮の技能を身に

つけている。 

・弦の音程の高低を感じ取り、

正しい音程で調弦できる。 

・筝を通じて日本の音楽を理

解している。 

・曲想を感じ取り、自らのイメ

ージをもって表現している。 

・楽曲にふさわしい身体表現 

を心がけて指揮している。 

・筝のつくりや独特の奏法に

興味をもち積極的に体験活

動に参加している。 

 

・合唱祭の課題曲の練習に意 

欲的に取り組んでいる。 

・指揮の役割と表現に興味・関 

心をもっている。 

年間授業時数 38  
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令和３年度 ＜２学年音楽科＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３５ 

 

目標 

使用教科書 教育出版 音楽のおくりもの 2,3上 (１)曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解 

するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器 

楽、創作の技能を身に付けるようしする。 

(２)曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさ 

や美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(３)主体的・協同的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体 

験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明 

るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

使用補助教材 アルトリコーダー 

 

評価の観点と方法・材料 

合唱教材の独唱テスト、鑑賞の記録、リコーダー練習曲の星取り、リコーダー独奏、音楽の約束（楽典基礎）など） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

5 

 

6 

 

 

 

 

7 

合唱の魅力 
・混声３部合唱 

・合唱祭に向けた自由曲選 
 
曲とパートの役割の理解 

・本番を意識した練習と発
表、評価活動 

 

楽曲の形式 
・フーガ形式 

パイプオルガンの鑑賞 

 
 
・ソナタ形式 

交響曲の鑑賞 
 

３ 

 

 

５ 

 

３ 

 

 

３ 

 

・楽曲のイメージを表現する

手掛かりとなる発想記号を

理解している。 

・曲にふさわしい発声や表現

の技能を身に付けている。 

・フーガ形式の仕組みやパイ

プオルガンの構造を理解し

ている。 

・ソナタ形式の仕組みや交響

曲の楽器の種類と特徴を理

解している。 

・歌詞の内容や旋律、伴奏の特

徴から曲の雰囲気を感じ取

り曲にふさわしい速度や強

弱を表現している。 

 

・主題の重なりによる表現効

果や、オルガンの特徴を踏ま

えた効果に気がついている。 

・作曲者の人生と、曲が誕生し

た背景に思いを巡らして鑑

賞している。 

・曲の雰囲気を感じ取り、表現

に必要な技能を身に付けよ

うとしている。 

・練習活動に、意欲的に取り組

もうとしている。 

・バロック時代のオルガン独

奏に関心を持ち曲想を味わ

おうとしている。 

・楽譜やスコアを使い演奏箇

所を目で追うなど主体的に

学習に取り組もうとする。 

2 9 

 

10 

 

11 

 

 

 

12 

器楽の楽しみ 

・アルトリコーダーの独奏
練習（初～中級） 

 

 
 
 

・アルトリコーダーの独奏
練習（中級） 
 

 

 

標題音楽に親しむ 

・オーケストラとピアノ 

 表現の違いを知る 

６ 

 

 

 

５ 

 

 

 

３ 

・シンコペーションのリズム 

を理解している。 

・音程跳躍や強弱に対応した 

ブレスを身に付けている。 

・１♯や２♭のやや難しい調

性の運指を理解している。 

 

 

・組曲の仕組みを理解してい

る。 

・情景とそれを表す楽器の用

いられ方を理解している。 

・裏拍を感じ、拍節の変化の面 

白さを十分表現している。 

・速度変化に対応し、曲想豊か 

に演奏している。 

・正確なタンギングに注意し

たり、のばす音の音程の保持

に気を付けるなど工夫がで

きる。 

・同じ曲を管弦楽とピアノで

表す違いに気づき、それぞれ

の良さを味わって鑑賞して

いる。 

・苦手な部分を反復して練習

している。 

 

 

・独奏演奏発表を意識し、緊張

感をもって練習に臨んでい

る。 

 

・情景（絵画）を音楽で表す楽

曲表現に興味をもって鑑賞

している。 

3 1 

 

 

2 

 

 

3 

日本歌曲の魅力 
・日本の独唱歌曲の表現と 
鑑賞 

 
 
 

日本の伝統音楽に親しむ 

・歌舞伎音楽に親しむ 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

・言葉の意味を理解している。 

・速度や強弱の変化など楽曲

の構成を理解している。 

 

・歌舞伎の独特な表現や演奏 

楽器の特徴を理解している 

・曲の情景を感じ取り、自らの

イメージをもって表現して

いる。 

 

・時代背景と物語の展開、主従

関係と人情など考えながら作

品を味わっている。 

・言葉の意味の深さや、表現

する内容など日本歌曲に興

味を持ち表現、鑑賞しようと

する。 

・登場人物の心情に思いを巡 

らせて鑑賞している。 

年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜３学年音楽科＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３５ 

 

目標 

使用教科書 教育出版 音楽のおくりもの 2,3下 (１)曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解 

するとともに、創意工夫を生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器 

楽、創作の技能を身に付けるようしする。 

(２)曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさ 

や美しさを味わって聴くことができるようにする。 

(３)主体的・協同的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体 

験することを通して、音楽文化に親しむとともに、音楽によって生活を明 

るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

使用補助教材 アルトリコーダー 

 

評価の観点と方法・材料 

合唱教材の独唱テスト、鑑賞の記録、リコーダー練習曲の星取り、リコーダー独奏、音楽の約束（楽典基礎）など） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

5 

6 

7 

合唱の魅力 
・混声４部合唱 

・合唱祭に向けた自由曲選
曲と様々な合唱曲の理解 

合唱表現の魅力 

・本番を意識した練習と発
表、評価活動 

管弦楽曲に親しむ 

・バレエ音楽の鑑賞 

３ 

 

７ 

 

３ 

・曲にふさわしい発声や表現

の技能を身に付けている。 

 

 

・独奏楽器それぞれの特徴や

音色を理解している。 

 

・歌詞の内容や旋律、伴奏の特

徴から曲の雰囲気を感じ取

り曲にふさわしい速度や強

弱を工夫して表現している。 

・１つのリズムと２つの旋律

のみで演奏する楽曲の仕組

みを理解している。 

・曲の特徴を積極的に感じ取

り、表現に必要な技能を身に

付ける練習活動に、意欲的に

取り組もうとしている。 

・近代の管弦楽作品に関心を

持ち曲想を味わおうとして

いる。 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

器楽の楽しみ 
・アルトリコーダーの独奏

練習（中～上級） 
 

・リコーダーアンサンブル

の練習、発表、評価活動 

 
器楽の楽しみ 

・ＳＡＴＢの４種類のリコ

ーダーアンサンブル活動 

 

 

歌唱と器楽の融合 

・オペラ作品に親しむ 

５ 

 

 

 

 

６ 

 

 

 

 

３ 

・２♯や３♭の難しい調性の

運指を理解している。 

・rit.やフェルマータなどの

速度変化の記号を知り、表

現する技能を持っている 

・リコーダーの種類により異 

なる運指を身に付けている 

 

 

 

・オペラの独特な表現の特徴

を理解している。 

・細かい音や速いフレーズを

正確なタンギングで演奏し

たり、ヴィブラートを用いる

など表現の工夫ができる。 

 

・パートの役割（旋律や伴奏）

を考えて練習、発表できる。 

・バランスや強弱、音程に気を

配って練習、発表できる。 

 

・物語の展開と複雑な人間関

係を考えながら作品を味わ

っている。 

・苦手な部分を反復して練習

している。 

・独奏発表を意識し、緊張感を

もって練習に臨んでいる。 

 

・班で協力して曲やパートを

主体的に決定し、発表に向け

て協力して練習している。 

・他のグループの発表を聞き、

意欲的に評価している 

・オペラの独特な表現や壮大

な舞台装置、スケールに興味

をもって鑑賞している。 

3 1 

 

 

 

 

 

2 

 

 

3 

外国語による歌唱表現 
・イタリア歌曲に親しむ 

 
 
 

 
 
 

日本の伝統音楽に親しむ 
・能の鑑賞 

 

 

教養の涵養と生涯学習 

・クラシック作品の名曲に

親しむ 

４ 

 

 

 

 

２ 

 

 

２ 

・イタリア語歌詞を暗唱でき

る。 

・歌詞中のイタリア語の意味

を理解できる。 

 

・能の独特な表現や演奏楽器 

の特徴を理解している・ 

 

・名曲３０選の曲名、作曲者

名、時代、顔写真を結びつけ

て知識としている。 

・ＤＶＤやＣＤから曲の情景

を感じ取り、イメージをもっ

て歌唱表現している。 

・身振り手振りなどの身体表

現を加えて歌唱している。 

・物語の展開と人間関係等を

考え作品を味わっている。 

・各曲の時代背景や楽曲の特 

 徴、使用楽器や演奏形態を

関連付けて鑑賞することが

できる。 

・イタリア語の歌詞による歌

唱表現に興味をもち、主体的

に取り組んでいる。 

 

 

・登場人物の心情に思いを巡 

らせて鑑賞している。 

 

・ＴＶなどから流れたりする

身近な音楽に関する知識を

積極的に得ようとする。 

年間授業時数 35  

 



- 54 - 

令和３年度 ＜ １学年 美術科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 1時間 

 

目標 

使用教科書  開隆堂 ・対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて 

表現活動を工夫することができるようにする。 

・主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方 

や感じ方を広げたりすることができるようにする。 

・楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情 

を培い、心豊かな生活を創造していく態度を養う。 

使用補助教材 

レタリング字典（修学社） 

表現と鑑賞（東京版・開隆堂） 

 

 

評価の観点と方法・材料 

【知識・技能】他の学習や生活の中でも活用できるように概念を理解し、技能を生かせるように身に付けている。 

【思考・判断・表現】美術的知識及び技能を活用して、課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身についている。 

【主体的に学習に取り組む態度】制作状況を把握し、表現方法について試行錯誤するなど、調整力をもって造形活動できている。 

評価材料：制作過程、活動状況、作品、行事やクラスでの美術的な活動、ワークシート、クロッキー帳、定期考査 

※個人内評価：上記以外に含まれないもの（よい点、可能性、進捗状況） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

5 

 

6 

 

7 

オリエンテーション 

色の学習 色相環 

 

Ｍｙ color Ｍｙ form 

 

レタリング学習 

絵文字、ロゴマーク 

１ 

５ 

 

４ 

 

２ 

 

・道具の正しい扱いを理解し、

実践できる。 

 

・色の混色、着色、配色の基礎

が身についている。 

 

・基本書体の性質や文字のバ

ランスを理解し、表現に生か

すことができる。 

 

・色彩の類似性や相違、組み合

わせの効果などを理解し、表

現しようとしている。 

 

・文字の特性を生かし、効果的

な表現ができる。 

 

・作品に用いられた色彩のよ

さや美しさなどの価値を理解

し、味わっている。 

 

・色の名前などに関心を示し、

自然世界、人工世界の色彩の

豊かさや違いなどに興味を示

している 

 

・生活の中でレタリングが効

果的に使われていることに興

味が持てる。 

 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

私の見つけた日本の夏 

 

色と形でオノマトペ 

 

 

①②③のいずれか 

① 生命力を関感じて 

  ～リアルに作ろう～ 

② デイドリーマー 

③ 多版多色木版  

１ 

 

７ 

 

 

 

６ 

 

 

 

・オノマトペから色と形で表

現する方法を身につける。 

・コラグラフの技法を身に付

ける。 

・素材、材料の特徴を効果的に

生かすことができる。 

 

 

・自分の意図する考えを立体

で表現できる技術が身につい

た。 

・課題の意図に対しての、発

見や構成、表現ができる。 

 

 

 

 

・学校生活の中での課題解決

に向けて、考え、判断し、表

現できる。 

・受け手の意識を変えること

ができるような表現方法を光

か出そうとしている。 

・学校生活が豊かになるよう

な表現ができる。 

・身の回りの美しさに触れ、

記述や発言を通して、第三者

に伝えることができている。 

 

・材料の取集に意欲的であ

る。 

 

 

 

 

・学校生活の課題に関心を持

ち、意欲的に取り入れること

ができる。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

私の見つけたお正月 

 

造形実験① 

① 緊張感を考ええる 

 

 

 

１ 

 

10 

・日本の伝統や文化について

継承していけるように、概念

を理解している。 

 

 

・色、形、材料を工夫しなが

ら、用具や工具を安全かつ効

果的に扱いながら、構想に基

づいて実験できる。 

 

・造形実験の中で、よさや価

値を見つけ出せる。 

・自身の思い考えを基に色と

形で表現し、意味や価値を創

造していくことができる。 

・ねらいに沿った、計画⇒実

践⇒問題発見⇒解決策ができ

る。 

・日本の伝統や文化について

興味関心を広げようとしてい

る。 

 

 

・資料、材料、情報など事前

準備ができる。 

・粘り強く取り組み、作業震

度を調整するなどの振り返り

や目標立てをしようとしてい

る。 

年間授業時数 37  

 



- 55 - 

 

令和３年度 ＜２学年 美術科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １時間 

 

目標 

使用教科書 開隆堂 ・対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて 

自分の表現方法を追求し、創造的に表すことができるようにする。 

・主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方 

や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

・主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心 

情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養う。 

使用補助教材 

 

レタリング字典（修学社） 

表現と鑑賞（東京版・開隆堂） 

 

 

評価の観点と方法・材料 

【知識・技能】他の学習や生活の中でも活用できるように概念を理解し、技能を生かせるように身に付けている。 

【思考・判断・表現】美術的知識及び技能を活用して、課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身についている。 

【主体的に学習に取り組む態度】制作状況を把握し、表現方法について試行錯誤するなど、調整力をもって造形活動できている。 

評価材料：制作過程、活動状況、作品、行事やクラスでの美術的な活動、ワークシート、クロッキー帳、定期考査 

※個人内評価：上記以外に含まれないもの（よい点、可能性、進捗状況） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

6 

 

 

7 

オリエンテーション 

木のもちゃ 

１ 

10 

 

 

・木の特性を理解し、電動糸

鋸が正しく使える 

 

 

 

・ユーモアや遊び心が感じら

れるパズルのデザインであ

る。 

・こどもの成長に合わせた色

や形、安全性などについて考

えている。 

 

 

 

木で作られた工芸品に関心を

持ち、主体的に取り組める。 

 

・制作状況を把握し、制作の

進め方について試行錯誤する

など、調整力をもって進めて

いる。 

 

・粘り強く取り組み、完成度

を高めている。 

2 9 

10 

11 

 

 

12 

私の見つけたパブリックア

ート 

モダンテクニック 

 心の中の世界 

 

造形実験（パート２） 

 

点描、線描 

１ 

 

６ 

 

 

５ 

 

１ 

 

 

 

・生まれた形の面白さや不思

議さを効果的に自分の意図す

る表現につなげている。 

 

 

 

・線のつくる意味、線が伝える

ものを概念で理解し、活用で

きる 

・身の周りのアートが生活に

どのように関わっているのか

考えられる。 

 

偶然に生まれた形を自分なり

に整理、発見しテーマに沿っ

て創造的な表現の構想を練る

ことができる。 

 

 

身の回りのアートに関心を持

ち、常識にとらわれない自由

な発想に関心をもてる。 

 

 

様々な表現技法に興味を示

し、偶然性の表現の面白さを

発見し、作品につなげてい

る。 

 

3 1 

2 

 

 

3 

私の見つけた伝統工芸 

 

造形実験②③いずれか 

②光の表現を考える 

③空間を考える 

１ 

10 

・日本の伝統工芸や文化につ

いて継承していけるように、

概念を理解している。 

 

・色、形、材料を工夫しなが

ら、用具や工具を安全かつ効

果的に扱いながら、構想に基

づいて実験できる。 

 

・日本の伝統工芸に興味を持

ち記述や発表を通して第三に

伝えることができる。 

 

・造形実験の中で、よさや価

値を見つけ出せる。 

・自身の思い考えを基に色と

形で表現し、意味や価値を創

造していくことができる。 

・ねらいに沿った、計画⇒実

践⇒問題発見⇒解決策ができ

る。 

・日本の伝統や文化について

興味を広げようよしている。 

 

 

・資料、材料、情報など事前

準備ができる。 

・粘り強く取り組み、作業震

度を調整するなどの振り返り

や目標立てをしようとしてい

る。 

年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜３学年 美術科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １時間 

 

目標 

使用教科書 開隆堂 ・対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて 

自分の表現方法を追求し、創造的に表すことができるようにする。 

・主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方 

や感じ方を深めたりすることができるようにする。 

・主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心 

情を深め、心豊かな生活を創造していく態度を養う。 

使用補助教材 

レタリング字典（修学社） 

表現と鑑賞（東京版・開隆堂） 

 

 

評価の観点と方法・材料 

【知識・技能】他の学習や生活の中でも活用できるように概念を理解し、技能を生かせるように身に付けている。 

【思考・判断・表現】美術的知識及び技能を活用して、課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身についている。 

【主体的に学習に取り組む態度】制作状況を把握し、表現方法について試行錯誤するなど、調整力をもって造形活動できている。 

評価材料：制作過程、活動状況、作品、行事やクラスでの美術的な活動、ワークシート、クロッキー帳、定期考査 

※個人内評価：上記以外に含まれないもの（よい点、可能性、進捗状況） 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

5 

 

6 

 

 

7 

オリエンテーション 

ドライポイント印刷 

沈金 

12 ・単純な線で複雑な形を表現

するために様々な工夫があ

る。 

 

・工芸品のよさに気づき、美

しさや良さを再発見できる。 

 

・点描、線描の表現方法を理

解習得し、自分のデザインに

応じた表現方法を見いだせて

いる。 

 

・ニードルにより濃淡や質感

の表現を可能にしている。 

・モチーフの置き方、画用紙

への構図に工夫がみられる。 

 

 

・点描、線描の表現の表現方

法からイメージつかみ、モチ

ーフを図案化できる。 

 

・物や自然物から受けるイメ

ージを発見し、形態や質感で

和に融合させた表現ができ

る。 

・デッサンの中で没頭し、観

察することに集中出来てい

る。 

 

・日本の伝統芸術に興味を持

ち、よさや技に関心をよせて

いる。 

 

 

・沈金の制作工程に興味を示

し、題材資料の収集に積極的

である。 

・作品制作に没頭できてい

る。 

2 9 

 

10 

 

11 

 

12 

日本美術史 

 仏像の種類 

 寺院建築 

 

私の見つけた奈良・京都の美 

 

 

西洋美術史 

５ 

 

 

 

８ 

 

 

・仏像の種類、寺院建築につ

いて理解が深められ、他教科

との学びにつなげられてい

る。 

 

 

 

・西洋美術史について基本的

な概念を理解し、知識を身に

付け、より深い興味を見いだ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・様々な時代背景と、作家た

ちに興味を見出し、レポー

ト、クロッキー帳を通して西

洋美術史について深く追究で

きる。 

 

 

・仏像の種類と作り方につい

て興味をよせている。 

 

 

・日本の歴史ある造形美につ

いて、意見や見解が述べられ

る。 

3 1 

 

 

2 

 

 

3 

 

自画像 

（タイポグラフィー） 

10 ・自分の個性が表れるような

表情を明暗により表現するこ

とができる。 

・手のポーズを加えることに

より表情がよく表れるしぐさ

を探し出せる。 

 

・作品を通して、多様な見

方、感じ方に気づき、互いの

個性を認め合う雰囲気をつく

れる。 

・様々な自画像に関心を持

ち、自分自身を見つめなおす

ことができる。 

 

・自分の見かた感じ方をしっ

かりと持ち、意欲的に鑑賞を

行うことができる。 

年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜ １学年文化一般 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 0,6 

 

目標 

使用教科書  ・国内外の芸術作品を鑑賞することにより、世界文化への理解と自国の伝統 
文化への愛情を深め、芸術を通じた国際理解力を育てる。 

・作品の発表を通じ、お互いの個性を尊重し、見方・感じ方の違いを感じ、 
コミュニケーション力の育成を図る。 

使用補助教材 音楽・美術と同様 

 

評価の観点と方法・材料 

【知識・技能】他の学習や生活の中でも活用できるように概念を理解し、技能を生かせるように身に付けている。 
【思考・判断・表現】音楽・美術的知識及び技能を活用し、課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力が身についている。 

【主体的に学習に取り組む態度】制作状況を把握し、表現方法について試行錯誤するなど、調整力をもって鑑賞活動できている。 
授業での観察、発表、レポート 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・ガイダンス 
・西洋音楽 
西洋音楽各時代の音楽鑑賞 

バロック時代の音楽 
 
・日本美術 

平安～江戸時代の 
 「折の文化」 「鳥獣戯画」 
 「暮らしの中の芸術」  

「風呂敷文化」 葛飾北斎 
 
・西洋音楽 

古典派の音楽 
 

・西洋美術 

印象派の絵画 

ジョルジュ・スーラ 

10  

・弦楽器による標題音楽の表現 

方法を理解している。 

 

 

・時代の中での変貌と変わらぬ 

日本美術のよさに気づけ、理解 

を深められる。 

 

 

・バリトン独唱による標題音楽の 

表現方法を理解している。 

 

・日本と西洋の絵画の違いや暮 

らしの違いを理解している。 

 

・各場面のイメージを、どんな楽 

器をどのように用いて表現して
いるか気づいている。 

・作品を鑑賞しイメージをふくら 

ませ、自分の感じ方を表現でき 
る。 
・絵画を見てストリーを組み立て 

ることが出来る。 
 
・ピアノ伴奏の工夫と、表現の効 

果を感じ取っている。 
 
・日本と西洋の絵画の違いや暮 

らしの違いについて、自分なり 

の感想を第三者に伝えることが 

できる。 

 

・バロック時代の楽曲の形態と
演 

奏法に興味をもち、鑑賞に臨ん 

でいる。 

 

・暮らしの中の美術に興味を示 

し、調べ学習ができる。 

 

 

・古典派～初期ロマン派の楽曲 

に興味をもち、鑑賞に臨んでい 

る。 

 

・西洋の絵画に興味関心を示 

し、調べ学習ができている。 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・西洋音楽 

ロマン派の音楽 
 
・ガラスのアート（共同制作） 

・世界の民俗音楽の鑑賞 
韓国「カヤグム」 
バリ島「ケチャ」「ガムラン」 

インド「シタール」 
モンゴル「オルティンドー」 
 

・日本の伝統工芸品 
手ぬぐい染め 
 

 
・日本の郷土芸能 日本の祭
り 

「早池峰神楽」「天神祭り」「三
社祭」「長崎くんち」「阿波踊
り」 

12 ・管弦楽による標題音楽の表現 

方法を理解している。 

 

 

・西洋音楽との相違点を理解し 

ている。 

 

 

 

・柄の色や配置の工夫をしなが 
ら、ステンシルの技法が正しく行 

える。 
 

・西洋音楽と異なる独特の価値 

観を理解している。 

・各場面のイメージを、どんな楽 

器をどのように用いて表現して 

いるか気づいている。 

 

・聞き手に陶酔感を起こす、持 
続音の働きに気づいている。 
 

・手ぬぐいの染の手順を理解 

し、構図を考えることができる。 

独自の図柄が起こせる。 

・友達の作品と比べながら感じ 

たことを自分の作品にも生かせ 

る。 

 

 

・聞き手に陶酔感を呼び起こ 

す、打楽器の連続するリズムを 
感じて鑑賞している。 

・ロマン派の楽曲に興味をもち、 

鑑賞に臨んでいる。 

 

 

・民俗音楽に興味をもち、鑑賞 

に臨んでいる。 

・不協和音がもたらす独特な音 

楽空間を味わっている。 

 

 

・日本の手ぬぐいの図柄に興味 

を持ち、オリジナルの図柄の資 

料集めができる。 

 

・郷土芸能に興味をもち、鑑賞 

に臨んでいる。 

3 1 

 

2 

 

 

3 

・日本音楽作品や芸能の鑑賞 

筝曲 
 
三味線音楽 

 
 
・日本の民芸品 

張子をつくる 

８ ・筝の構造や奏法を理解してい 

る。 

 

・三味線の構造や奏法を理解し 

ている。 

 

・張子の技法を理解している。 

 

・日本人のもつ「良い音」のイメ

ー 
ジに気づいている。 
 

・三味線曲を通じて日本の音楽 

を理解している。 

 

・和紙の扱いが丁寧で、貼り方 
に工夫がみられる。 

・友達の作品によさに気付 

け、認め合う心が育ってる。 

・筝に親しみ、鑑賞に臨んでい 

る。 

 
・三味線に親しみ、鑑賞に臨ん 

でいる。 

 

・日本の産業や文化からうまれ

た美術作品に興味を示してい

る。 

年間授業時数 30  
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令和３年度 ＜ １学年 保健体育科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３ 

 

目標 

使用教科書 中学校 保健体育（大日本図書） ・各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に

ついて理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。 

・運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思

考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

・生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を

目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 

使用補助教材 

ステップアップ中学体育 2021 

（大修館書店） 

 

保健学習ノート（正進社） 

 

評価の観点と方法・材料 

＜評価の観点＞ 知識及び技能、思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に取り組む態度 

＜評価の方法と材料＞ 定期考査、出席状況、授業の様子、実技テスト、提出物などにより総合的に評価する。 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・体育理論（運動やスポーツ

の多様性） 

 

・体つくり運動 

 

・球技（バスケットボール） 

 

・陸上競技（ハードル走） 

 

・水泳（クロール・平泳ぎ） 

 

・保健：健康な生活と病気の

予防（健康の成り立ち、運

動と健康、食生活と健康、

休養・睡眠と健康、調和の

とれた生活） 

1 

 

 

8 

 

8 

 

8 

 

5 

 

5 

・運動やスポーツが多様であ

ることについて理解してい

る。 

・体を動かす楽しさや心地よ

さを味わうことができる 

・体つくり運動の意義と行い

方、体の動きを高める方法

などを理解している。 

・目的に適した運動を身に付

け、組み合わせることがで

きる。 

・記録の向上や競争、勝敗を競

う楽しさや喜びを味わうこ

とができる。 

・各領域における「運動の特性

や成り立ち」、「技術の名称

や行い方」、「その運動に関

連して高まる体力」などに

ついて理解している。 

・球技では、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲーム

を展開することができる。 

・陸上競技では、基本的な動き

や効率のよい動きを身に付

けることができる。 

・水泳では、泳法を身に付ける

ことができる。 

・健康な生活と疾病の予防に

ついて理解している。 

・自己の課題を発見し、より

よい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝

えている。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・課題を発見し、疾病等のリ

スクを軽減したり、生活の

質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考

え、適切な方法を選択し、そ

れらを伝え合っている。 

・学習に積極的に取り組んで

いる。 

・仲間の学習を援助しようと

している。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、動きやプレイな

どを認めようとしている。 

・健康や安全に気を配ろうと

している。 

・勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 

・フェアなプレイを守ろうと

している。 

・分担した役割を果たそうと

している。 

・話し合いに参加しようとし

ている。 
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2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・体育理論（運動やスポーツ

の多様性） 

 

・水泳（クロール・平泳ぎ） 

 

・陸上競技（短距離走・リレ

ー） 

 

・武道（剣道） 

 

・器械運動（マット） 

 

・球技（バレーボール） 

 

・陸上競技（長距離走） 

 

・保健：心身の発達と心の健

康（体の発育・発達、呼吸器

官・循環器官の発育・発達、

生命を生み出す体への成

熟、思春期の心の変化への

対応、考える心・感動する心

の発達） 

2 

 

 

4 

 

4 

 

 

7 

 

7 

 

7 

 

5 

 

7 

・運動やスポーツが多様であ

ることについて理解してい

る。 

・技ができること、記録の向上

や競争、勝敗を競う楽しさ

や喜びを味わうことができ

る。 

・各領域における「運動の特性

や成り立ち」、「技術（技）の

名称や行い方」、「その運動

に関連して高まる体力」、

「伝統的な考え方」などを

理解している。 

・水泳では、泳法を身に付ける

ことができる。 

・陸上競技では、基本的な動き

や効率のよい動きを身に付

けることができる。 

・武道では、基本動作や基本と

なる技を用いて簡易な攻防

を展開することができる。 

・器械運動では、技をよりよく

行うことができる。 

・球技では、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲーム

を展開することができる。 

・自己の課題を発見し、より

よい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝

えている。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・課題を発見し、疾病等のリ

スクを軽減したり、生活の

質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考

え、適切な方法を選択し、そ

れらを伝え合っている。 

・学習に積極的に取り組んで

いる。 

・仲間の学習を援助しようと

している。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、プレイなどを認

めようとしている。 

・よい演技を認めようとして

いる。 

・健康や安全に気を配ろうと

している。 

・勝敗などを認め。ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 

・相手を尊重し、伝統的な行

動の仕方を守ろうとしてい

る。 

・フェアなプレイを守ろうと

している。 

・分担した役割を果たそうと

している。 

・話し合いに参加しようとし

ている。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

・ダンス（現代的なリズムの

ダンス） 

 

・球技（サッカー：男子、フ

ットサル：女子） 

 

・保健：心身の発達と心の健

康（人との関わりと自分

らしさ、欲求への対処、ス

トレスへの対処、心と体

の関わり） 

15 

 

 

8 

 

 

4 

・感じを込めて踊ったりみん

なで踊ったりすることや勝

敗を競う楽しさや喜びを味

わうことができる。 

・各領域における「運動の特性

や成り立ち及び由来」、「技

術の名称や行い方」、「その

運動に関連して高まる体

力」、「表現の仕方」などにつ

いて理解している。 

・球技では、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲーム

を展開することができる。 

・ダンスでは、イメージを捉え

た表現や踊りを通した交流

をすることができる。 

・心身の機能の発達と心の健

康について理解していると

ともに、ストレスへの対処

をすることができる。（保

健） 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・課題を発見し、疾病等のリ

スクを軽減したり、生活の

質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考

え、適切な方法を選択し、そ

れらを伝え合っている。 

・学習に積極的に取り組んで

いる。 

・仲間の学習を援助しようと

している。 

・一人一人の違いに応じた演

技やプレイなどを認めよう

としている。 

・健康や安全に気を配ろうと

している。 

・勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 

・フェアなプレイを守ろうと

している。 

・分担した役割を果たそうと

している。 

・話し合いに参加しようとし

ている。 

 

年間授業時数 105  
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令和３年度 ＜ ２学年 保健体育科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３ 

 

目標 

使用教科書 中学校 保健体育（大日本図書） ・各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に

ついて理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。 

・運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思

考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

・生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を

目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 

使用補助教材 

ステップアップ中学体育 2020 

（大修館書店） 

 

保健学習ノート（正進社） 

 

評価の観点と方法・材料 

＜評価の観点＞ 知識及び技能、思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に取り組む態度 

＜評価の方法と材料＞ 定期考査、出席状況、授業の様子、実技テスト、提出物などにより総合的に評価する。 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・体育理論（運動やスポーツ

の意義や効果と学び方や

安全な行い方） 

 

・体つくり運動 

 

・球技（男子：ハンドボール、

女子：バレーボール） 

 

・武道（男子：剣道） 

・陸上競技（女子：走り高と

び・走り幅とび） 

 

・水泳（クロール・平泳ぎ・

背泳ぎ） 

 

・保健：健康な生活と病気の

予防（生活習慣と健康、生

活習慣病などの予防、喫

煙・飲酒・薬物乱用と健

康） 

1 

 

 

 

8 

 

8 

 

 

8 

 

 

5 

 

 

5 

・運動やスポーツの意義や効

果と学び方や安全な行い方

について理解している。 

・体を動かす楽しさや心地よ

さを味わうことができる 

・体つくり運動の意義と行い

方、体の動きを高める方法

などを理解している。 

・目的に適した運動を身に付

け、組み合わせることがで

きる。 

・記録の向上や競争、勝敗を競

う楽しさや喜びを味わうこ

とができる。 

・各領域における「運動の特性

や成り立ち」、「技術（技）の

名称や行い方」、「その運動

に関連して高まる体力」、

「伝統的な考え方」などを

理解している。 

・球技では、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲーム

を展開することができる。 

・武道では、基本動作や基本と

なる技を用いて簡易な攻防

を展開することができる。 

・陸上競技では、基本的な動き

や効率のよい動きを身に付

けることができる。 

・水泳では、泳法を身に付ける

ことができる。 

・健康な生活と疾病の予防に

ついて理解している。 

・自己の課題を発見し、より

よい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝

えている。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・課題を発見し、疾病等のリ

スクを軽減したり、生活の

質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考

え、適切な方法を選択し、そ

れらを伝え合っている。 

・学習に積極的に取り組んで

いる。 

・仲間の学習を援助しようと

している。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、動きやプレイな

どを認めようとしている。 

・健康や安全に気を配ろうと

している。 

・相手を尊重し、伝統的な行

動の仕方を守ろうとしてい

る。 

・勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 

・フェアなプレイを守ろうと

している。 

・分担した役割を果たそうと

している。 

・話し合いに参加しようとし

ている。 

 



- 61 - 

 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・体育理論（運動やスポーツ

の意義や効果と学び方や

安全な行い方） 

 

・水泳（クロール・平泳ぎ・

背泳ぎ） 

 

・陸上競技（短距離走・リレ

ー） 

 

・球技（ソフトボール） 

 

・陸上競技（男子：走り高と

び、走り幅跳び） 

・球技（女子：バドミントン） 

 

・陸上競技（長距離走） 

 

・器械運動（マット運動、跳

び箱運動） 

 

・保健：傷害の防止（交通事

故や自然災害などによる

傷害の発生要因、交通事

故などによる傷害の防

止、自然災害による傷害

の防止） 

2 

 

 

 

4 

 

 

4 

 

 

7 

 

7 

 

 

 

7 

 

5 

 

 

7 

・運動やスポーツが多様であ

ることについて理解してい

る。 

・技ができること、記録の向上

や競争、勝敗を競う楽しさ

や喜びを味わうことができ

る。 

・各領域における「運動の特性

や成り立ち」、「技術（技）の

名称や行い方」、「その運動

に関連して高まる体力」な

どを理解している。 

・水泳では、泳法を身に付ける

ことができる。 

・陸上競技では、基本的な動き

や効率のよい動きを身に付

けることができる。 

・器械運動では、技をよりよく

行うことができる。 

・球技では、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲーム

を展開することができる。 

・傷害の防止について理解し

ている。 

・自己の課題を発見し、より

よい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝

えている。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・課題を発見し、危険の予測

やその回避の方法を考え、

それらを伝え合っている。 

・学習に積極的に取り組んで

いる。 

・仲間の学習を援助しようと

している。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、プレイなどを認

めようとしている。 

・よい演技を認めようとして

いる。 

・健康や安全に気を配ろうと

している。 

・勝敗などを認め。ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 

・フェアなプレイを守ろうと

している。 

・分担した役割を果たそうと

している。 

・話し合いに参加しようとし

ている。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

・球技（男子：バレーボール、

女子：ハンドボール） 

 

・球技（男子：バドミントン） 

・武道（女子：剣道） 

 

・保健：傷害の防止（応急手

当の意義と実際） 

14 

 

 

9 

 

 

4 

・感じを込めて踊ったりみん

なで踊ったりすることや勝

敗を競う楽しさや喜びを味

わうことができる。 

・各領域における「運動の特性

や成り立ち及び由来」、「技

術の名称や行い方」、「その

運動に関連して高まる体

力」、「表現の仕方」などにつ

いて理解している。 

・球技では、基本的な技能や仲

間と連携した動きでゲーム

を展開することができる。 

・武道では、基本動作や基本と

なる技を用いて簡易な攻防

を展開することができる。 

・傷害の防止について理解し

ているとともに、応急手当

をすることができる。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己の考えたことを他

者に伝えている。 

・課題を発見し、疾病等のリ

スクを軽減したり、生活の

質を高めたりすることなど

と関連付けて解決方法を考

え、適切な方法を選択し、そ

れらを伝え合っている。 

・学習に積極的に取り組んで

いる。 

・仲間の学習を援助しようと

している。 

・一人一人の違いに応じた演

技やプレイなどを認めよう

としている。 

・相手を尊重し、伝統的な行

動の仕方を守ろうとしてい

る。 

・健康や安全に気を配ろうと

している。 

・勝敗などを認め、ルールや

マナーを守ろうとしてい

る。 

・フェアなプレイを守ろうと

している。 

・分担した役割を果たそうと

している。 

・話し合いに参加しようとし

ている。 

年間授業時数 105  
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令和３年度 ＜ ３学年 保健体育科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３ 

 

目標 

使用教科書 中学校 保健体育（大日本図書） ・各種の運動の特性に応じた技能等及び個人生活における健康・安全に

ついて理解するとともに、基本的な技能を身に付けるようにする。 

・運動や健康についての自他の課題を発見し、合理的な解決に向けて思

考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。 

・生涯にわたって運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を

目指し、明るく豊かな生活を営む態度を養う。 

使用補助教材 

ステップアップ中学体育 2019 

（大修館書店） 

 

保健学習ノート（正進社） 

 

評価の観点と方法・材料 

＜評価の観点＞ 知識及び技能、思考力・判断力・表現力等、主体的に学習に取り組む態度 

＜評価の方法と材料＞ 定期考査、出席状況、授業の様子、実技テスト、提出物などにより総合的に評価する。 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・体育理論（文化としてのス

ポーツの意義）） 

 

・体つくり運動 

 

・球技（男子：ハンドボール、

女子：バスケットボール） 

 

・陸上競技（各種目） 

 

・水泳（４泳法） 

 

・保健：健康と環境（身体の

環境に対する適応能力・

至適範囲、飲料水や空気

の衛生管理、生活に伴う

廃棄物の衛生管理） 

2 

 

 

8 

 

8 

 

 

8 

 

4 

 

5 

・文化としてのスポーツの意

義について理解している。 

・体を動かす楽しさや心地よ

さを味わうことができる。 

・運動する意義、体の構造、運

動の原則などを理解してい

る。 

・目的に適した運動の計画を

立て取り組むことができ

る。 

・記録の向上や競争、勝敗を競

う楽しさや喜びを味わうこ

とができる。 

・各領域における「技術の名称

や行い方」、「運動観察の方

法」、「体力の高め方」などを

理解している。 

・球技では、作戦に応じた技能

で仲間と連携しゲームを展

開することができる。 

・陸上競技では、各種目特有の

技能を身に付けることがで

きる。 

・水泳では、効率的に泳ぐこと

ができる。 

・健康と環境について理解し

ている。 

・自己の課題を発見し、より

よい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝

えている。 

・自己や仲間の課題を発見

し、合理的な解決に向けて

運動の取り組み方を工夫す

るとともに、自己や仲間の

考えたことを他者に伝えて

いる。 

・課題を発見し、その解決に

向けて思考し判断するとと

もに、それらを表現してい

る。 

・学習に自主的に取り組んで

いる。 

・互いに助け合い教え合おう

としている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、動きやプレイな

どを大切にしようとしてい

る。 

・健康や安全に気を確保しよ

うとしている。 

・勝敗などを冷静に受け止

め、ルールやマナーを大切

にしようとしている。 

・フェアなプレイを大切にし

ようとしている。 

・自分の責任を果たそうとし

ている。 

・話し合いに貢献しようとし

ている。 
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2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・体育理論（文化としてのス

ポーツの意義） 

 

・水泳（４泳法） 

 

・陸上競技（短距離走・リレ

ー） 

 

・球技（男子：バスケットボ

ール、女子：サッカー） 

 

・球技（男子：サッカー、女

子：バレーボール） 

 

・球技（男子：バレーボール、

女子：ハンドボール） 

 

・健康な生活と病気の予防

（感染症の予防） 

2 

 

 

4 

 

4 

 

 

9 

 

 

 

9 

 

 

8 

 

 

7 

・文化としてのスポーツの意

義について理解している。 

・技ができること、記録の向上

や競争、勝敗を競う楽しさ

や喜びを味わうことができ

る。 

・各領域における「技術の名称

や行い方」、「ダンスの名称

や用語」、「踊りの特徴と表

現の仕方」、「運動観察の方

法」、「体力の高め方」などを

理解している。 

・球技では、作戦に応じた技能

で仲間と連携しゲームを展

開することができる。 

・陸上競技では、各種目特有の

技能を身に付けることがで

きる。 

・水泳では、効率的に泳ぐこと

ができる。 

・健康な生活と病気の予防に

ついて理解している。 

・自己の課題を発見し、より

よい解決に向けて思考し判

断するとともに、他者に伝

えている。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えている。 

・課題を発見し、その解決に

向けて思考し判断するとと

もに、それらを表現してい

る。 

・学習に自主的に取り組んで

いる。 

・互いに助け合い教え合おう

としている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、動きやプレイな

どを大切にしようとしてい

る。 

・健康や安全に気を確保しよ

うとしている。 

・勝敗などを冷静に受け止

め、ルールやマナーを大切

にしようとしている。 

・フェアなプレイを大切にし

ようとしている。 

・自分の責任を果たそうとし

ている。 

・話し合いに貢献しようとし

ている。 

 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

・ダンス（フォークダンス） 

 

・陸上競技（長距離走） 

 

・健康な生活と病気の予防

（健康の保持増進や疾病

の予防のための個人や社

会の取組） 

15 

 

8 

 

 

4 

・感じを込めて踊ったりみん

なで踊ったりすることや勝

敗を競う楽しさや喜びを味

わうことができる。 

・各領域における「技術の名称

や行い方」、「ダンスの名称

や用語」、「踊りの特徴と表

現の仕方」、「運動観察の方

法」、「体力の高め方」などを

理解している。 

・ダンスでは、イメージを深め

た表現や踊りを通した交流

や発表をすることができ

る。 

・陸上競技では、各種目特有の

技能を身に付けることがで

きる。 

・健康な生活と病気の予防に

ついて理解している。 

・自己の課題を発見し、合理

的な解決に向けて運動の取

り組み方を工夫するととも

に、自己や仲間の考えたこ

とを他者に伝えている。 

・課題を発見し、その解決に

向けて思考し判断するとと

もに、それらを表現してい

る。 

・学習に自主的に取り組んで

いる。 

・互いに助け合い教え合おう

としている。 

・一人一人の違いに応じた課

題や挑戦、動きやプレイな

どを大切にしようとしてい

る。 

・健康や安全に気を確保しよ

うとしている。 

・勝敗などを冷静に受け止

め、ルールやマナーを大切

にしようとしている。 

・フェアなプレイを大切にし

ようとしている。 

・自分の責任を果たそうとし

ている。 

・話し合いに貢献しようとし

ている。 

 

年間授業時数 105  
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令和３年度 ＜ １学年 技術・家庭科（技術分野） ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １ 

 

目標 

使用教科書 新しい技術・家庭（技術分野）東書 ・生活の自立と共生のための基礎的な考え方や知識・技術を身に付け、

生活を工夫し、創造する実践力を養う。 
使用補助教材  

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、製作品、授業態度、発言、レポートなど 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

生物の育成と栽培に必要

な栽培技術・栽培計画・ 

作物が育つ条件生物育成

に関する技術 

 

 

 

木材の性質と利用 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

４ 

・作物に適した栽培計画を作

成できる。（栽培計画表） 

・栽培記録をレポートにまと

めることができる。 

・光、温度、土、水、酸素な

どの環境要素と作物の生育と

の関係がわかる。 

・安全に配慮しながら実験が

できる。 

・木材の種類や各部の組織の

名称や特徴、繊維方向と強度

の違いの関係、収縮や変形の

様子を説明できる。 

・作物への病害虫の予防、種

まきから収穫までの作業や水

耕栽培ができる。 

 

 

 

 

・繊維方向のちがいによって

強度が違うことの理由や木材

が乾燥すると変形する理由

を、具体的な図やイメージで

考え工夫している。 

・栽培やバイオ技術、環境な

どに、やさしい栽培について

関心を高める 

 

 

 

 

・木材の特徴、構造、変形に

ついて関心を持つ。 

・木材と生活について関心を

持つ。 

 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

立体の表し方 

 

 

 

 

簡単なもの作り 

 

 

設計図の見方と加工の技術 

 

 

４ 

 

 

 

 

９ 

 

 

５ 

・製品ができるまでの構想を

理解できる。 

・製品が出来るまでの構想に

関する基礎的な知識を身に付

けている。 

・製品を製作するために必要

な作業の手順や、効率のよさ

を意識して考えている。 

・構想図から材料表を作成す

ることができる。 

・各図面や材料表について性

質や使用法を理解している。 

・製品が出来るまでの構想を

立てることができる。 

・作るものの材料表や作業計

画行を作成できる。 

 

・作業の手順の工夫について

効率の良い方法を考え、一番

良いものを選択できる。 

・効率よく作業ができるよう

手順に工夫している。 

・進んで作品の構想をまとめ

ようとしている。 

・進んで作るものの材料表や

作業計画を作成しようとして

いる。 

・工具や機械を安全な使い方

を理解して、正しく作業する

ことができる。 

・木取り図、部品図、組み立

て図および材料表について関

心を持ち、理解しようとす

る。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

工夫をこらしたもの作り 

 

 

 

 

 

 

 

身のまわりの材料 

８ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・材料に適した工具を使い、

安全で正確にけがきができ

る。 

・工具の使い方や、正しい使

い方を理解している。 

・塗装の注意点に気をつけな

がら、塗装ができる。 

 

各種材料製品に関する基礎的

な知識を身に付けている。 

・正確に板材の切断をしよう

と工夫している。 

・工具の選択や、材料の固定

方法などを工夫している。 

・安全に作業ができるよう工

夫し、使用後の工具の管理に

も留意している。 

 

・身の回りの製品はどのよう

な工夫がなされているか理解

できる。 

・工具の種類や用途について

進んで調べようとしている。 

・安全に留意し、部品加工を

しようとしている。 

・設計どおりに正確で美しい

製品をつくろうとしている。 

・工具を適切に使用し、手順

を考え、作業している。 

・木材・金属・プラスチック 

製品の特徴について関心を持

つ 

年間授業時数 35  

 



- 64 - 

 

令和３年度 ＜ ２学年 技術・家庭科（技術分野） ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １ 

 

目標 

使用教科書 新しい技術・家庭（技術分野）東書 ・生活の自立と共生のための基礎的な考え方や知識・技術を身に付け、

生活を工夫し、創造する実践力を養う。 使用補助教材  

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、製作品、授業態度、発言、レポートなど 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・エネルギー変換につい

て知る 

・電気を作る仕組みを知

ろう 

・電気を供給するしくみ 

 

・電気回路 

 

２ 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

・エネルギー変換の意味を理

解している。 

・各発電方式の特徴を理解し

ている。 

電源の種類について理解して

いる 

・いくつかの電気機器の電

源、負荷、導線などを指摘す

ることができる。 

 

・エネルギー変換の例を発表

できる。 

・発電方式の特徴を発表でき

る 

・交流と直流電気について説

明できる 

・電気の基礎的な知識につい

て調べている。 

 

・エネルギー変換について関

心を待つ。 

・発電と資源問題、公害問題

について関心を持つ 

・送電や配電の必要な理由を

調べる 

・身近な電気機器の電気回路

とその特徴や回路図にについ

て調べている 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・電気機器の安全な使用

法 

 

 

 

 

・電気実習 延長コード

の製作 

 

 

・エネルギー変換を利用し

た作品の製作 

 

・LEＤライトの回路設計

（常夜灯の製作） 

 

５ 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

４ 

 

 

２ 

・図記号を用いて電気回路を

かき表すことができる。 

・屋内配線の仕組みについて

理解している 

・実際の電気機器を観察し、

電力や使用電流がわかる。 

・工具の正しい使い方や特徴

を理解している 

・各部品のはたらきや取付方

法を正しく理解している。 

・いくつかの電子部品につい

て働きや記号を理解する 

 

・トランジスタの働き、特性

を理解する 

 

・電気回路の基本的な構成と

図記号がわかり、電気回路の

かき方が説明できる。 

・電気による事故の原因やヒ

ューズや漏電遮断機などの働

きが説明でき意義がわかる。 

・回路計の使用法や、点検の

方法について説明できる。 

・工具についてどうすれば正

確にできるか工夫している。 

・回路計を用いて、導通テス

トや絶縁テストを確実に行う

工夫をしている。 

・作業の方法や、使用上の注

意点について説明できる。 

 

・電気の事故について関心を

持ち、その原因を調べる 

・電気による事故にはどのよ

うなものがあるか調べようと

している。 

 

・正しい工具の使用法や、は

んだ付けの仕方について関心

を持つ。 

 

・作品が完成しても、安全点

検をしてから使用するという

姿勢ができている。 

・ショート、漏電、感電につ

いて関心を持ち、事故を起こ

さない意識を持つ。 

3 1 

 

2 

 

 

3 

 

 

・電気実習（ラジオ照明灯

の製作 

 

 

 

 

 

・運動を伝える仕組み 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

３ 

・作業を通して理解したこと

を説明できる。 

・安全に留意し、工具の正し

い使い方を理解しながら確実

な作業ができる。 

 

 

・回転運動や往復運動の仕組

みを理解する 

 

・各部品のはたらきや、図記

号、取付方法について理解

し、部品で確認している。 

・部品取付の作業をしなが

ら、ワークブックに感想や反

省などをきちんと記録してい

る。 

・回転運動や往復運動につい

てその仕組みを発表できる。 

 

・ラジオで使用されている電

子部品について関心を持つ。 

・簡単な照明器具について安

全に注意しながら設計しよう

としている 

 

 

・機械の運動を伝える仕組み

の種類を調べる 

 

年間授業時数 35  

 



- 65 - 

 

令和３年度 ＜ ３学年 技術・家庭科（技術分野） ＞ 年間指導計画 

 

週時数 0.5 

 

目標 

使用教科書 新しい技術・家庭（技術分野）東書 ・生活の自立と共生のための基礎的な考え方や知識・技術を身に付け、

生活を工夫し、創造する実践力を養う。 使用補助教材  

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、製作品、授業態度、発言、レポートなど 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・生活や社会，産業のさ

まざまな場面でコンピュ

ータなどの情報の技術が

利用されていることを知

る。 

・コンピュータは全ての

情報を数値化して処理し

ていることを知る。 

・情報のデジタル化の方

法をまとめる。 

 

４ 

 

 

 

 

５ 

 

・情報の表現や記録ができる

仕組みを理解している 

 

 

 

・情報のデジタル化について

実例を使って方法を確認させ

る。 

・デジタル化とデータ量につ

いて確認させる。 

・情報の技術に込められた工

夫を読み取り，「技術の見

方・考え方」に気付くことが

できる。 

 

・情報のデジタル化の仕組

み，デジタル化の方法とデー

タ量の関係について考えるこ

とができる。 

・主体的に情報の技術につい

て考えようとしている。 

 

 

 

・身のまわりの技術に、情報

のデジタル化が活用されてい

ることを主体的に捉えられ

る。 

 

 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・情報通信ネットワークの

仕組みについてまとめる。 

・情報通信ネットワークを

使って，情報をやりとりす

る仕組みについて知る。 

・情報の特性について考

え，情報が社会に与える影

響について調べる。 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

・情報通信ネットワークの構

成について理解している。 

・情報通信ネットワーク上で

の情報を利用する仕組みにつ

いて理解している。 

・情報の特性を理解して，情

報を安全に利用することがで

きる技能を身に付けている。 

 

・LANやインターネットなど

の情報通信ネットワークの基

本的な構成を考えることがで

きる。 

 

・著作権を含めた知的財産権

の保護の必要性を判断でき、

知的な創造活動や発明のため

にも，必要な権利であること

を考えることができる。 

・情報通信ネットワークを利

用するにあたって、発生する

可能性のある問題について調

べようといている。 

 

・情報が社会に与える影響を

理解して，望ましい情報社会

のために取るべき態度を身に

付けようとしている。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

・双方向性のあるコンテン

ツにはどのようなものがあ

るか調べる。 

・双方向性のあるコンテン

ツの基本的な仕組みについ

て考える。 

４ 

 

 

３ 

・・双方向性のあるコンテン

ツの基本的な仕組みを理解し

ている。 

・安全で適切なプログラムの

制作と動作の確認，デバック

ができる技能を身に付けてい

る。 

 

・コンテンツに利用されてい

るメディアの例とその特徴を

整理できる。 

・情報処理の手順を表現する

図として，アクティビティ図

やフローチャートについてそ

の特徴を判断できる。 

 

・主体的に情報の技術につい

て考え，理解しようとしてい

る。 

・自分なりの新しい考え方や

捉え方によって，知的財産を

創造するとともに，他者のア

イディアを尊重し，それらを

保護・活用しようとしている 

 

年間授業時数 17  

 



- 66 - 

 

令和３年度 ＜ １学年 技術・家庭科（家庭分野） ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １時間 

 

目標 

使用教科書 新編 新しい技術・家庭 家庭分野 ・食育の充実を通して自立から共生これからの生活へと視野を広げる。 

・毎日の生活の中での食・家庭・家族などに関する課題を見つけ、課題

解決の方法を考える。 

・目的に応じて衣服を着用することの大切さに気付くことができる。 
使用補助教材 

食生活と自立 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、提出物、授業態度、作品 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

・オリエンテーション 

 

・私たちの食生活食生活と

栄・食事の役割を考えよ

う。（食生活を振返る） 

献立作りと食品の選択 

・栄養素の種類と働きを知

ろう。 

・食品に含まれる栄養素を

知ろう。 

何をどのくらい食べればよ

いか考えよう。 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

４ 

 

 

３ 

・乳児期、幼児期、児童 

期がいつのことか理解で 

きたか。 

・食事の役割や健康と食 

事のかかわりについて理 

解している。 

・栄養素の種類とはたらき 

について理解している。 

食品に含まれる栄養素 

は、食品によって違いが 

あることを理解している。 

・バランスのとれた食生活

を考えよう。 

 

 

・自分の食習慣について考え工

夫している 

・身近な食品を６つの食品群に

分類する方法や食品群別摂取量

のめやすと１日に必要な食品の

種類と概量について理解し献立

を立てようとしている。 

・中学生に必要な栄養を満たす

１日分の献立の立て方を理解し

ている。 

 

・衣食住や家族の生活につい

て関心を持っている。 

・食事の役割や健康との関わ 

りについて関心を持ってい

る。 

・栄養素の種類と働きについ

て関心をもち、考えようとし

ている。 

・食品成分表を使い、身近な食

品の栄養的な特徴を調べよ

うとしている。 

・１日に必要な食品の種類と

概量について関心を持ち、意

欲的に調べようとしている。 

2 9 

 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

調理と食文化 

・食品の選び方を考えよう 

 

・地域の食文化を知ろう。 

 

 

・日常食の調理をしよう。 

 

 

・よりよい食生活をめざし

て 

3 

 

 

４ 

 

 

 

４ 

 

 

3 

加工食品の表示の意味を読

み取ることができる。 

・地域の食材を用いること 

の意義について理解してい

る。・食品の調理上の性質に 

ついて理解している。 

・加熱調理と調味の要点に

ついて理解している。 

 

・食生活をとりまく問題に 

ついて理解している。 

・食品の選択と簡単な日常食の

調理を工夫している。 

・安全で能率的な調理の流れと

手順を理解し、調理計画を工夫

できる。 

・身近な食品の品質について調

べ、用途に応じて適切に選択で

きる。 

・洗う、切る、加熱する、調 

味するなどの基本的な調理操作

ができる。 

身近な食品に関心を持ち、用

途に応じて適切に選択しよ

うとしている。 

・地域で取れる食材や郷土料

理、行事食について調べよう

としている。 

・日常食の調理に関心を持ち、

調理技術を習得しようとし

ている。 

・自分の食生活をよりよくし

ようと考えている 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

・わたしたちの衣生活と住

生活 衣生活と自立 

・衣生活の自立度チェック 

・自分の衣生活の課題 

着る目的を考えよう。 

・衣服の計画的な活用方法

を考えよう。 

・必要な衣服を選択しよ

う。 

・衣服の手入れをしよう。 

3 

 

 

3 

 

 

 

3 

・衣服の社会生活上の働 

きや目的に応じた着用や個

性を生かした着方について

理解している。 

・資源・環境と衣服生活を 

取り巻く問題を理解してい 

る。 

既製服の表示の意味がわか

る。 

・衣服と社会生活とのかかわり

を考えながら、目的に応じた着

方や個性を生かした着方を工夫

している。 

・衣服の収納や再利用につい

て、自分なりに工夫できる。 

・目的に応じた衣服を選ぶこと

ができる 

・衣服材料に適した手入れや補

修ができる 

・衣生活の自立に向けて努力

する気持ちを持とうとしてい

る。 

・衣服の働きに関心を持ち、目

的に応じた着方や個性を生か

した着方を考えようとしてい

る。 

・手入れや補修の必要性を理

解する。 

年間授業時数 35  

 



- 67 - 

 

令和３年度 ＜ 2学年 家庭科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 １時間 

 

目標 

使用教科書 新編 新しい技術・家庭 家庭分野 ・環境や資源に配慮した衣生活を送るための課題を見つけることが 

できる。 

・住まいの役割と家族との関わりについて理解し心地よい住まい方の 

工夫を考えることができる。 

使用補助教材 
衣生活と住生活の自立 

身近な環境と消費生活 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、提出物、授業態度、作品 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

6 

 

7 

・生活を豊かにするために

衣服の構成を知ろう。 

 

・衣服の手入れをしよう。 

・製作の計画をたてよう 

（衣服製作） 

・日常食の調理 

10 

 

 

 

8 

・能率的な製作の計画をたて

ることができる。 

・布や部位に応じた適切な縫

い方や始末ができる。 

・全体を見渡しながら実習に

取り組むことができる。 

・家庭でも積極的に調理に取

り組んでいる 

・衣類の手入れをすることが

できる。 

・布を使った制作物を活用し

生活を豊かにできる。 

・加工食品の表示の意味を読

み取ることができる。 

・包丁や火器等危険な物の取

り扱いについて知る。 

・衣服がどのような構成にな

っているか関心を持ってい

る。 

 

・身近な食品に関心を持ち、

用途に応じて適切に選択し

ようとしている。 

2 9 

 

 

 

10 

 

11 

 

12 

住生活と自立 

住まいの役割とは何だろう 

家族と住まいのかかわりを

考えよう 

安全に住むにはどうしたら

よいだろう 

・健康で快適な室内空間を

考えようよりよい住まいと

住み方を考えよう 

9 ・住居の基本的な機能につい

て理解している。 

・安全で快適な室内環境の整

備に関する具体的な方法を理

解している。 

・健康で心地よく住むための

室内環境の整備に必要な知

識を身につけられる 

・心地よく住むための条件が

理解できる。 

・安全に住むための工夫が考

えられる。 

・安全な室内環境の整備につ

いて実践できる。 

・快適な室内環境の整備につ

いて実践できる。 

・快適な室内環境の整備につ

いて実践できる。 

・家族が心地よく住むための 

条件が理解できたか。 

・さまざまな住まいを知り、住 

まいに関心をもち、住まいの 

役割について考えている。 

・家族の生活の場としての住居の

機能について関心をもっている。 

・室内の安全に関心をもち、安全

な住まい方を心がけている。 

・衛生的な室内の整備に関心をも

ち、実践しようとしている。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

・わたしたちの消費生活 

消費生活について考えよう 

消費者としての自覚をもと

う。 

商品の選択と購入について

考えよう。 

消費者の権利と責任を知ろ

う。 

・消費者トラブルを解決す

る方法を知ろう。 

・よりよい消費生活を目指

し。 

・生活と環境のかかわりに

ついて考えよう 

・環境に配慮した消費生活

を送ろう。 

8 ・中学生にかかわりの深い販 

売方法の利点と問題点につい

て理解している。 

・契約について理解している。 

・販売方法と支払い方法の種

類と特徴について理解して

いる。 

・消費者の権利と責任、消費者

基本法の趣旨について理解

している。 

・消費者トラブルに関する知

識を身につけている。 

・よりよい消費生活を送れる

よう、自分の消費行動を複数

の観点から検討することの

大切さを理解している。 

・消費者の権利と責任につい

て、消費の在 

り方を改善しようとしてい

る。物資やサービスの適 

切な選択・購入・活用 

ができる。・消費生活にかかわ

るトラブルなどを解決する

方法を考えることを通して、

自分や家族の消費の在り方

を改善しようとしている。 

 

 

 

・環境に配慮した生活 

の工夫ができる。 

・自分や家族の消費生活を 

振り返ろうとしている。 

・身近な販売方法と支払い 

方法、商品を選ぶときに重 

視するポイントについて関心 

を持っている。 

消費者の権利と責任について

関心を持っている。 

・消費生活にかかわるトラブ 

ルなどを解決する方法を考 

えている。・消費行動の成功例

や失敗例について、意思決定

プロセスに沿って振り返り、

課題を見つけようとしてい

る。 

・自分の生活を環境とのかか

わりに関心をもっている。 

年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜ ３学年   家庭科 ＞ 年間指導計画 

週時数 １時間 

 

目標 

使用教科書 
新編 新しい技術・家庭 家庭分野 

 

・家族との関わりについて理解し、よりよい家族関係を築くための工 

夫を考えることができる。 

・環境や資源に配慮した生活を送るための課題を見つけることができ 

る。 
使用補助教材 

衣生活と住生活の自立 

身近な環境と消費生活 

 

評価の観点と方法・材料 

定期考査、提出物、授業態度、作品 

 

学

期 
月 単元と学習内容 

時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

5 

 

 

6 

 

 

7 

 

 

私たちの成長と家庭・地域 

・よりよい家族関係を築く 

幼児の生活と家族 

・幼いころを振り返ろう。 

・幼児の心身の発達と生活

を考えよう。 

・乳幼児のための献立の調

理を工夫しよう。 

・幼児のおやつ調理実習 

 

6 

 

 

 

・家庭や家族の機能や地域

とのかかわりを理解して

いる。 

・幼児の身体の発達や運動

機能の発達、言葉及び情

緒、社会性の発達の特徴に

ついて理解している。 

・幼児の心身の発達を支え

る家族の役割について理

解している。 

 

・自分の生活について課題を

見つけ家族関係をよりよく

する方法を考え工夫してい

る。 

・家庭でも積極的に調理に取

り組むことができる。・包丁

を使って、丁寧に着ることが

できる。・全体を見渡しなが

ら、グループで協力して調理

実習を行うことができる。 

・幼児のおやつについて興味

を持って調理に当たること

ができる。 

・これからの自分と家族との

かかわりに関心をもち家族

関係をよりよくする方法を

考えようとしている。 

・乳幼児のからだの特徴を積

極的に知ろうとしている・幼

いころを振り返り、自分の成

長や生活は家族やそれに関

わる人々に支えられてきた

ことに気付いている。 

 

2 9 

 

10 

 

 

11 

 

 

12 

・幼児の生活と遊びを知ろ

う。 

・幼児とのかかわり方を考

えよう子どもにとっての家

族を考えよう。 

・地域の食材を生かした調

理を工夫しよう 

6 ・幼児にとっての遊びの意

義について理解してい

る。 

・子どもが育つ環境として

の家族の役割を理解して

いる。 

・関西の献立についての 

知識を持ち、経験に活か 

すことができる。 

・幼児の心身の発達に応じ

たおもちゃの遊び方につ

いて考え、工夫している。 

・幼児の心身の発達に応じ

たかかわり方について考

え、工夫している。 

・幼児の遊びを豊かにす

る遊び道具と遊び環境に

ついて考えようとしてい

る。 

・簡単なおもちゃの製作

を通し幼児に関心を持っ

ている。 

・関西研修旅行の事前学

習として、関西地域の食

材について興味を持って

調理に当たることができ

る。 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

3 

 

 

課題を見つけよう。 

・計画を立てよう。 

生活の課題と実践 

・実践しようまとめよう、発

表しよう。 

評価・改善しよう。 

振り返ろう、見直そう。 

6 ・ホームプロジェクト実施

と発表ができる。 

・課題の解決のための具体

的な計画を手順に沿っ

て、自分なりに工夫して

いる。 

・実践の成果と課題につい

て、わかりやすくまとめ 

たり、発表したりしてい

る。 

・これまでに学習したこと 

を生かして、自分や家族 

の生活に関心を持ち、より 

良くするための課題はな 

いか考えようとしている 

・友達の発表を聞いたり、 

意見を聞いたりして、自分 

の実践の改善点はないか 

考えようとしている。 

年間授業時数 17  
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令和３年度 ＜ １学年 英語科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ４ 

 

目標 

使用教科書 NEW HORIZON 1（東京書籍） ・初歩的な英語を聞いて話し手の意向などを理解できる。 

・初歩的な英語を用いて自分の考えなどを話すことができる。 

・英語を読むことに慣れ親しみ、初歩的な英語を読んで書き手の意向

などを理解できる。 

・英語で書くことに慣れ親しみ、初歩的な英語を用いて自分の考えな

どを書くことができる。 

使用補助教材 

NEW TREASURE STAGE1(3rd Edition) 

New Treasure 文法問題集１ 

エイゴラボ１ 

英語の語順ドリル１ 

Active Phonics 

 

評価の観点と方法・材料 

【知識・技能】 

定期考査、小テスト、スペリングコン

テストなど 

【思考・判断・表現】 

定期考査、小テスト、パフォーマンステス

トなど 

【主体的に学習に取り組む態度】 

トレーニングノート、提出物、パフォーマンス

テストや言語活動に取り組む態度など 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

 

 

7 

 

 

 

 

 

8 

 

9 

 

 

 

【NH Unit 0】W, SI 

小学校で習った表現を用い

て単語を読んだり、書き写

したりできる。 

【Active Phonics】 

【NT1 Let’s Start】L, SI 

アルファベット、身の回り

の英語、数字など 

【学び方コーナー①】辞書 

12 ①挨拶、好きなもの、英語で

の簡単な指示を聞きとったり

する技能を身につけている。

②英語を書く時の基本的なル

ールを理解し、適切に書くこ

とができる。③英和辞書の見

出し語配列について理解して

いる。 

①小学校で習った英語表現を

用いて、お互いの考えや気持

ちなどを伝え合っている。 

①初対面の相手と知り合うた

めに、好きなものや入りたい

部活動などを伝えることがで

きる。②英和辞書の基本的な

使い方を理解しようとしてい

る。 

【NH Unit 1】SI 

自分が普段することや、で

きることを伝えられる。 

 

【NT1 Lesson1】R,W 

 

 

（中間考査） 

12 

 

 

 

 

 

①一人称の be動詞と一般動

詞を用いた分の形・意味・用

法を理解している。②助動詞

canを用いた文の形・意味・

用法を理解している。③be動

詞や一般動詞、canを適切に

用いて会話をする技能を身に

つけている。 

①お互いのことをよりよく知

るために名前や好きなものな

どについて自分の考えや気持

ちを簡単な語句や文を用いて

即興で伝え合ったり発表した

りしている。②できることや

できないことについて即興で

尋ねたり答えたりしている。 

①名前や好きなもの、出身や

スポーツなどを簡単な語句や

文を用いて即興で尋ねたり答

えたりしようとしている。②

お互いのことをよりよく知る

ためにできることやできない

ことについて即興で伝え合お

うとしている。 

【NH Unit 2】SP, SI 

身近な人や物について紹介

したり尋ねたりすることが

できる。【Grammar 1】 

15 

 

 

 

 

①This (That, He, She)is…

の文の形・用法を理解してい

る。②疑問詞 What, Who, How

の用法を理解している。 

 

①知りたいことを簡単な語句

や文を用いて即興で尋ねられ

る。②疑問に思うことを知る

ために適切な語句を用いて質

問できる。 

①相手に紹介する場面で、即

興でコミュニケーションを行

おうとしている。②通学手段

や朝食などについて即興で伝

え合おうとしている。 

【学び方コーナー②】発音 

【NT1 Lesson2】R, W 

【NT1 Lesson3】R, W 

【NH Unit 3】SI 

（英検） 

①疑問詞 Where, Whenを用い

た文の用法を理解している。

②I want to…の文の意味・

用法を理解している。③複数

形を理解している。 

①人の職業などを即興で尋ね

られる。②自分の考えや気持

ちを伝えられる。③持ち物な

どを尋ねるために即興で数を

尋ねたり答えたりできる。 

①疑問に思うことを知るため

に場所や日時などを尋ねよう

と即興で意思疎通しようとし

ている。②自分の希望を伝え

ようとしている。 

（期末考査） 

【Grammar 2】【NH Unit 

4】SI 相手に指示したり

時刻や好きなものを尋ねら

れる。 【Grammar 3】 

10 ①命令文、What time…?の文

の形・用法を理解している。

②〈What+名詞〉の文などを

用いてコミュニケーションを

行う技能を身につけている。 

①道案内などをするために場

に応じた適切な表現を即興で

用いることができる。②時刻

の応答ができる。③好きなこ

とについて応答できる。 

①道案内などをするために場

所や状況を考えて応答しよう

としている。②時刻や好きな

ことについての表現を用いて

応答しようとしている。 
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10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

12 

（宿題テスト） 

【NH Unit 5】SI, SP 

行った場所やそこで楽しん

だことなどについて話すこ 

とができる。 

 （第 2回学推） 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①前置詞の意味・用法を理解

している。②like -ingなど

の用法を理解している。③動

詞の過去形を用いた文の形・

意味・用法を理解している。 

①人や物の場所について口頭

や文で伝え合っている。②好

きなことや楽しんでいるこ

と、得意なこと、体験したこ

とを伝え合っている。 

①どこにあるか伝えようとし

ている。②相手に自分のこと

を知ってもらうために、自分

の好きなことや体験したこと

等を伝えようとしている。 

（PT:”All About Me”） 

自分の好きなことについて

つながりのある文章を書く

ことができる。W,SP 

【NH Small Talk 1】SI  

①既習事項を用いた文の形・

意味・用法を理解している。

②自分が好きなことについて

情報を整理してつながりのあ

る文章を書く技能を身に着け

ている。 

①自分が好きなことについて

情報を整理してつながりのあ

る文章でポスターを書き、お

互いに読んで感想を伝え合う

ことができる。 

①自分のことを知ってもらう

ために、情報を整理して、つ

ながりのある文章を書こうと

し、お互いに読んで感想を伝

え合おうとしている。 

【NH Unit 6】L,W 

自分と相手以外の人や物な

どについて、たずねたり伝

えたりすることができる。 

【NH Let’s Talk 1】 SI 

【NH Grammar 4】  

【NT1 Lesson4】 R,W 

①三人称単数現在形の形・意

味・用法を理解している。②

三人称単数現在形を用いて、

スピーチの内容を聞き取った

り、聞き取った内容をもとに

さらに訪ねあったり整理して

書いたりする技能を身につけ

ている。 

①友達のことをほかの友達に

知ってもらうために、まとま

りのあるスピーチをする。②

スピーチについてやり取りし

たことを整理して紹介文を書

くことができる。 

①家族や身近な人がどのよう

なことをしているかを知った

り伝えたりするために、その

人がしていることを理解した

り伝えたりしようとしてい

る。②テーマに沿って、まと

まりのある文章を書こうとし

ている。 

【NH Unit 7】L, SI 

自分と相手以外の人につい

て話したり、どちらなの

か、だれのものかを尋ねた

りすることができる。 

（英検）【Grammar 5】 

【NH Let’s Talk2】 SI 

【NH Let’s listen 1】 L 

①代名詞や疑問詞 whichを用

いた分の形・意味・用法を理

解している。②代名詞や疑問

詞を用いて人について話され

る内容を聞き取ったり、やり

取りしたり書いたりする技能

を身につけている。 

①教科書のキャラクターにつ

いてよりよく知るために、そ

の情報を整理して、簡単な語

句や文を用いてやり取りした

り書いたりしている。 

①文化や言葉、食べ物などに

ついて知ったり伝えたりする

ために、その情報を理解した

り伝えたりしようとしてい

る。②持ち主が誰であるかを

知るために簡単な語句などを

用いて伝えようとしている。 

【NH Unit 8】L, SI  

今していることについて説

明したり、尋ねたりするこ

とができる。 

【Let’s Write 1】 W 

【Grammar 6】 

【NT1 Lesson5, 7】SP, W 

16 

 

 

 

 

 

 

 

 

①現在進行形を用いた文の

形・意味・用法を理解してい

る。②今していることについ

て、現在進行形などを用い

て、尋ねたり答えたり書いた

りすることができる。 

②現在の状況を伝えるため

に、人が今していることにつ

いて簡単な語句や文を用いて

尋ねたりしている。②グリー

ティングカードを読んで、相

手に合わせて返事を書ける。 

①人がどのような気持ちであ

るかを知るために、感動や驚

きの気持ちを理解したり、自

分の気持ちを伝えたりしよう

としている。②送る相手のこ

とを考えて、お礼のカードを

書こうとしている。 

【NH Unit 9】 SI, SP, W 

したいことや、する必要の

あることなどについて説明

したり、尋ねたりすること

ができる。 

【Let’s Talk 3】SI 

【NT1 Lesson6】SI 

（中間考査） 

①不定詞を用いて文の形・意

味・用法を理解している。②

行きたい国とそこでしたいこ

とについて、お互いの考えを

不定詞を用いて尋ねたり答え

たりする技能を身につけてい

る。 

①世界や地域の問題を伝える

ために、したいことやする必

要のあることについて、自分

の思いを伝えあったり、書い

たりしている。②相手が目的

地にたどり着けるように適切

に道案内できる。 

①行きたい国やそこでしたい

ことを伝え合うために簡単な

語句を用いて会話をしようと

している。②人やものの様子

を説明するために、話し手の

視覚的な判断を伝えようとし

ている。 

【NH Let’s Read 1】R 

【NH Unit 10】L, SI 

過去の出来事について説明した

り尋ねたりすることができる。 

【NH Small Talk 2】SI 

【Let’s Write 2】 W 

 

（期末考査）（GTEC） 

【NH Unit 11】L, W 

過去の状態や気持ち、過去

のある時点にしていたこと

14 

 

 

 

 

 

10 

①過去形を用いた文の形・意

味・用法を理解している。②

最近の出来事について、自分

がしたことを伝え合う技能を

身につけている。 

 

①There is/are～.の文の

形・意味・用法を理解してい

る。②自分の町にある施設に

ついて尋ねたり、説明する技

能を身につけている。 

①最近あった印象深いことについ

て簡単な語句や文を用いて尋ねた

り答えたり書いたりしている。②

絵葉書を読んで概要を捉え、送る

目的や相手のことを考えて返事が

書ける。 

①自分の町を紹介するために、簡

単な語句や文を用いて書いて説明

している。②思い出を残すために

体験したことや感じたことを簡単

な語句等を用いて説明できる。 

①簡単な語句や文を用いて、

伝え合おうとしている。②絵

葉書を読んで概要を捉えた

り、カードを送る目的や相手

のことを考えて書こうとして

いる。 

①新しい話題を始めるために

「～がある」という文を用い

て尋ねたり答えたりしてい

る。②簡単な語句を用いて説

明しようとしている。 
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について説明できる。 

【NT1 Lesson11】R 

3 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

3 

 

 

（宿題テスト） 

【Let’s Talk 4】 SI 

【Let’s Listen3】L 

【Grammar7】 

【Stage Activity3】W,SP 

 （英語発表会の準備） 

【Learning Literature】R 

【Let’s Read2】R 

（第 3 回学推） 

12 ①これまで学んだ学習事項を

用いた文の形・意味・用法を

理解している。②既習事項を

用いて発表する技能を身に着

けている。 

①情報を整理したり感想を考

えたりして原稿を作り、ポイ

ントを意識して発表できる。

②物語のあらすじを理解し概

要を捉えられる。③ラジオ番

組を聞いて概要を聞き取るこ

とができる。 

①思い出に残った学校行事に

ついて情報を整理したりしな

がら原稿を作り話そうとして

いる。②物語のあらすじを理

解するために、文章構成を意

識することで概要をとらえて

いる。②やり取りを聞いて話

の概要を聞き取ろうとしてい

る。 

【NT1 Lesson8】R 

【NT1 Lesson9】R 

【NT1 Further Reading①】  

 

12 ①不規則変化動詞の過去形の

用法を理解している。②過去

に体験したことを順序だてて

説明できる。③過去の状態

や、過去にしていた動作につ

いて文の形・意味・用法を理

解している。④時間や天気の

表し方を理解している。 

①過去に体験したことを事実

と意見を区別して説明でき

る。②要点を捉えながら物語

を読み、身近なところからど

んな行動が起こせるか自分の

立場で考え英語で発表でき

る。 

①自分の身の回りで起こった

ことを日記や手紙に書いて伝

えようとしている。②身近な

課題を見つけて、自分の立場

で解決策を提案して英語で発

表しようとしたり、友達の意

見をもとに議論しようとした

りしている。 

（学年末考査） 

【NT1 Lesson10】R, SP 

【NT1 Lesson12】R, SP 

 

12 ①未来を表す文の形・意味・用

法を理解している。②許可を

求めたり、支持を伝えたりす

る時の文の形・用法を理解し

ている。③比較の表現の文の

形・意味・用法を理解してい

る。 

①地球規模の環境問題の解決

のために何ができるか考え、

英語で発表できる。②インド

の言語の特徴について要点を

捉えながら読むことができ

る。③英語と日本語について

共通点や相違点をまとめ英語

で発表できる。 

①友達に予定を尋ねたり自分

の予定を答えたりしようとし

ている。②問題解決のために

何ができるか考えをまとめ英

語で伝えようとしている。③

情報を整理したり比べたりし

ながら自分の考えをまとめ、

英語で伝えようとしている。 

年間授業時数 140  

 

●言語の主な使用領域 

 L…聞くこと   R…読むこと   SI…話すこと［やり取り］   SP…話すこと［発表］   W…書くこと 



 

- 73 - 

 

令和３年度 ＜ ２学年 英語科 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 140 

 

目標 

使用教科書 NEW HORIZON(東京書籍) ・授業に積極的に参加し、能動的に言語活動を行うことができる。 

・教科書などの基本的な英文を、聞き手が理解できる正しい発音で音読するこ 

とができる。 

・英検３級程度の英語を読んだり、聞いたりして内容を理解することができる。 

使用補助教材 

New Treasure 1(Z会) 

New Treasure 2(Z 会) 

チャンクで英単語 

 

評価の観点と方法・材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

<言語についての知識・理解> 
□語彙・表現 

⇒評価場面：単語テスト・定期考査等・チャンク 
で英単語テスト 

□文型・文法 

⇒評価場面：基本文テスト・定期考査等 
□文化（自国文化・国際理解） 
⇒評価場面：Presentation・定期考査等 

<聞く力> 
□Listening 
⇒評価場面：Listening Test・定期考査等 

 

<話す力> 
□ワークシート，Speech 

⇒評価場面 ペアワーク，発表，Interview Test 
<書く力> 
□Writing 

⇒評価場面 
・ワークシートでの Writing 
・定期考査，課題 

・夏季休暇等のワークシート 

<活動への取り組み姿勢> 
□Daily Conversation 

□音読への取組 
□Pair work、group workの取組 
□Speech、 skit 等への取組 

⇒評価場面 
・授業中の観察 

 

 
 

 

学期 月 単元と学習内容 
時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

6 

 

 

 

 

 

7 

◎Unit0 My Spring Vacation 

(動詞の過去形, 過去進行

形, There is[are]) 

 

 

◎ Unit1 A  Trip to 

Singapore (be going to, 

will) 

休暇や週末の予定について 

○Lesson10 (NT1) 

 

 

◎Unit2 Food Travels around 

the World(接続詞 when, if, 

that, because) 

好きな食べ物やその理由に

ついて 

○Lesson3 (NT2) 

 

◎Unit3 My Future Job 

(不定詞(副詞的用法・名詞的

用法・形容詞的用法), It is 

+ to) 

自分が体験したことや学ん

だことなどについて 

○Lesson2,11 (NT2) 

 

 

10 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

 

 

20 

過去形や過去進行形、There 

is[are]の文の形・意味・用法

を理解し、自分の経験を伝える

技能を身につけている。 

 

be going to や助動詞 will を

用いた文の形・意味・用法を理

解し、予定や計画についての対

話の内容を聞き取ったり、予定

や意志、予測などを伝え合った

りする技能を身につけている。 

 

接 続 詞 when, if, that, 

because を用いた文の形・意

味・用法を理解し、何かをする、

時や条件、考えや事実、理由に

ついて、理解したり、伝えたり

する技能を身につけている。 

 

不定詞(目的・原因を表す副詞

的用法、名詞的用法、形容詞的

用法)、It is + toの文の形・

意味・用法を理解し、何かの目

的や原因、夢のためにしている

ことが大切だと思うことなど

について、理解したり、伝えた

りする技能を身につけている。 

 

思い出を伝えるために、自分の

経験について、簡単な語句や文

を用いて書いたり話したりし

ている。 

 

お互いの予定などを知るため

に、休暇や週末の予定について

書かれた文章を読んで概要を

捉えたり、簡単な語句や文を用

いて自分の判断や意志を伝え

たりしている。 

 

時間の流れ、相手が提示する条

件、時や条件、何かを好きな理

由などについて、話されたり書

かれたりした文章の概要を捉

えたり、伝え合ったり書いたり

している。 

 

何かをする目的や気持ちとそ

の原因、夢実現のためにしてい

ることなどについて、文章の概

要を捉えたり、理解したり伝え

たりするために簡単な語句や

文を用いて伝え合っている。 

思い出を伝えるために、自分の

経験について、簡単な語句や文

を用いて書いたり話したりし

ようとしている。 

 

これからの予測やお互いの意

志などを知るために、自分の週

末の予定を伝えたり、相手が判

断したことの概要を捉えたり、

質問したり答えたり、意志を伝

えたりしようとしている。 

 

時間の流れ、相手が提示する条

件、時や条件、何かを好きな理

由などについて、文章の概要を

捉えたり、簡単な語句や文を用

いて、理解したり表現したりし

ようとしている。 

 

何かをする目的や気持ちとそ

の原因、夢実現のためにしてい

ることなどについて、簡単な語

句や文を用いて、理解したり、

伝え合ったりしようとしてい

る。 
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2 8 

9 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 

 

 

 

 

 

 

 

12 

◎ Unit4 Homestay in the 

United States((don’t)have 

to, must(not), 動名詞(目的

語・主語)) 

日米の生活習慣や文化のち

がいについて 

○Lesson1(NT2)/Lesson10(NT1) 

 

 

 

◎Unit5 Universal Design 

( 疑 問 詞 +to, 主 語 +動 詞

+(人)+疑問詞+to, 主語+be

動詞+形容詞+that) 

だれもが使いやすいものや、

暮らしやすい社会について 

○Lesson11 (NT2) 

 

 

◎ Uni6 Research Your 

Topic(比較表現(…er, the…

est, more … , the most

… ,better, best, as … as

～)) 

身近なトピックを通して、調

査や発表の効果的なやり方

について 

○Lesson12 (NT1) 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

have to, 助動詞 must, 動名詞

(目的語・主語)を用いた文の

形・意味・用法を理解し、する

必要があることやないこと、し

なければならないことやして

はいけないこと、ホームステイ

の体験について、事実や気持ち

を整理し、理解したり、伝えた

りする技能を身につけている。 

 

疑問詞+to, 主語+動詞+(人)+

疑問詞+to, 主語+be 動詞+形

容詞+thatを用いた文の形・意

味・用法を理解し、どのように

したらよいかや確信や喜びの

気持ち、ある人物の功績などに

ついて、理解したり説明したり

する技能を身につけている。 

 

比較表現を用いた文の形・意

味・用法を理解し、複数のもの

を比べた結果を理解したり伝

え合ったり、２つのものの程度

が同じくらいであることを説

明する技能を身につけている。 

する必要があることやないこ

と、しなければならないことや

してはいけないことについて、

理解したり伝えたりしている。

また、事実や書き手の気持ちを

整理して概要を捉えたり、アド

バイスを考えて書いたりして

いる。 

 

 

使い方ややり方について書か

れた文章から情報を捉えたり、

伝え合ったりしている。相手の

考えや気持ちなどを読み取っ

たり、ある人物の功績について

書かれた文章の概要を捉えた

りしている。 

 

 

複数のものを比べた結果を理

解したり伝えたりするために、

事実や自分の気持ちなどを整

理し、情報を捉えている。複数

のものを比べた文章や発表の

内容について評価する文章の

概要を捉えたり、説明したりし

ている。 

する必要があることやないこ

と、しなければならないことや

してはいけないことなどにつ

いて、簡単な語句や文を用い

て、理解したり伝えたりしよう

としている。 

 

 

 

 

どのようにしたらよいかを理

解したり説明したりするため

に、使い方ややり方について、

情報を捉えたり、自分の確信や

喜びの気持ちなどを伝えたり

しようとしている。ある人物の

功績について書かれた文章の

概要を捉えようとしている。 

 

事実などを整理し、情報を捉え

たり説明したりしようとして

いる。複数のものを比較した内

容を聞き取ったり、簡単な語句

や文を用いて伝えたりしよう

としている。程度が同じくらい

のことを説明したりしようと

している。 

3 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 

◎ Unit7 World Heritage 

Sites(受け身(平叙文, 疑問

文, byつき, 助動詞つき)) 

世界遺産の特徴について 

○Lesson8 (NT2) 

 

 

 

 

◎ Stage Activity3 My 

Favorite Place in Our Town 

自分の町のおすすめの場所

とその特徴やよい点につい

て 

 

 

 

 

英語学習発表会 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

受け身(平叙文, 疑問文, byつ

き, 助動詞つき)の文の形・意

味・用法を理解している。事実

などを整理し、受け身などを用

いて理解したり説明したり、相

手からの質問に答えたり書い

たりする技能を身につけてい

る。 

 

Unit7 までの学習事項を用い

た文の形・意味・用法を理解し

ている。またそれらを用いて、

自分の町のおすすめの場所に

ついて、その場所の特徴やよい

点を整理して伝えたり、相手か

らの質問に答えたりする技能

を身につけている。 

世界遺産などについて、事実や

行為者などを整理し、紹介され

た文章の概要や対話の概要を

捉えたり、相手に質問したり答

えたりしている。 

 

 

 

 

ALT の先生に町のおすすめの

場所を紹介するために、その場

所の特徴やよい点を整理して

伝えたり、相手からの質問に答

えたりしている。 

世界遺産などについて、理解し

たり伝えたりするために、事実

などを整理し、対話の概要を捉

えたり、簡単な語句や文を用い

て伝えたり、相手に質問したり

答えたりしようとしている。 

 

 

 

ALT の先生に町のおすすめの

場所を紹介するために、その場

所の特徴やよい点を整理して

伝えたり、相手からの質問に答

えたりしようとしている。 

年間授業時数 140  
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令和３年度 ＜ 3学年 英語科 ＞ 年間指導計画 

週時数 ４ 

 

目標 

使用教科書 NEW HORIZON English Course３ ・積極的に参加したくなる授業づくりの中で、「読む」「書く」「聞く」「話す」

等に関する様々な言語活動を実践する。 

・年間で 270 時間以上のトレーニング時間を実践させる。（洋書の多読、音読

筆写、ラジオ基礎英語の視聴などを含む） 

・英検準２級程度の英語を読んだり（WPM 90 程度）、聞いたりして内容を理解

することができるようにする。 使用補助教材 

・New Treasure Stage2, 3 

・New Treasure Stage2, 3 文法問題集 

・New Treasure Stage2, 3 CD 

・チャンクで英単語 standard 

・エイゴラボ３（リスニング付き） 

・３年間の総整理問題集（リスニング付

き） 

・WIDE ANGLE Infinity BOOK1, 2 

・速読英単語 入門編 

 

評価の観点と方法・材料 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

<言語についての知識・理解> 

□語彙・表現 

⇒評価場面 

・単語テスト（チャンクテスト） 

・定期考査 

□文型・文法 

⇒評価場面 

 ・基本文テスト 

・定期考査等 

□文化（自国文化・国際理解） 

 ・課題探求 

・Speech 

 

 

 

<読む力（音読）> 

□Reading（教科書の音読） 

⇒評価場面 

・授業中の観察 

<話す力> 

□ワークシート，Speech, Skit 

⇒評価場面 ペアワーク，発表 

<書く力> 

□Writing 

⇒評価場面 

・ワークシートでの Writing 

・定期考査，課題 

<聞く力> 

□Listening 

⇒評価場面 

 ・Listening Test 

・定期考査 

<読む力> 

□Reading 

⇒評価場面 

  ・単元ごとに確認 Q&A  T/F 

・定期考査 

□語彙・表現 

⇒評価場面 

・単語テスト（チャンクテスト） 

・定期考査 

□文型・文法 

⇒評価場面 

 ・基本文テスト 

・定期考査等 

□文化（自国文化・国際理解） 

 ・課題探求 

・Speech 

 

学

期 
月 単元と学習内容 

時

数 

観点の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に取り組む態度 

1 4 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①Unit 0:Three Interesting Facts 

about Languages(受動態) 

②Unit 1:Sports for Everyone 

(現在完了形（経験用法）) 

③Let’s Write 1(現在完了形（経験用

法）) 

(SVOC（C=形容詞）) 

④Let’s Listen 1(現在完了形（経験用

法）) 

(SVOC（C=形容詞）) 

【宿題テスト】【学力推移調査】 

12 

 

 

 

 

 

 

 

13 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［知識］受動態、現在完了形の形・

意味・用法を理解している。（L・

R・SI・W） 

［技能］文法理解をもとに，文章

の内容を読み取ったり，行ってみ

たい国とそこで話されている言

語について伝え合って書いたり

する技能を身につけている。（L・

R・SI・w） 

行ってみたい国とそ

こで話されている言

語について伝え合っ

たり書いたりするた

めに，世界の言語につ

いて書かれた文章の

情報を読み取ってい

る。 

（L・R・SI・W） 

 

行ってみたい国とそこで話

されている言語について伝

え合ったり書いたりするた

めに，世界の言語について

書かれた文章の情報を読み

取ろうとしている。（L・R・

SI・W） 

⑤Unit 2:Haiku in English 

(現在完了形（完了用法）) 

⑥Let’s Talk 1:はじめての出会い 

⑦Let’s Listen 2 

(現在完了形，現在完了進行形) 

⑧Unit 3:Animals on the Red List 

(形式主語)(不定詞の意味上の主語) 

［知識］現在完了形、形式主語、

不定詞の意味上の主語、使役動詞

letを理解している。（R・SI・SP・

W） 

［技能］現在完了形、形式主語、

不定詞の意味上の主語、使役動詞

let などの理解をもとに，すでに

・すでに終えたかどう

かを知るために，宿題

などの状況について

書かれた文章の概要

を捉えている。（R） 

・私たちにとって大切な

ことを考えるために，絶

・すでに終えたことについ

て書かれた文章を読んで概

要を捉えたり，自分がまだ

終えていないことについて

即興で伝え合ったりしよう

としている。 

（R・SI・SP・W） 
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6 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

(使役動詞 let) 

⑨Let’s Write 2 

⑩Let’s Read 1:A Mother’s 

Lullaby 

⑪Let’s Listen 3 

【中間考査】 

 

 

15 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

終えたことやまだ終えていない

ことについて，理解したり伝え合

ったりする技能を身につけてい

る。（R・SI・SP・W） 

滅のおそれのある動物

などについて書かれた

文章の概要を捉えてい

る。（R） 

・私たちにとって大切なことを

考えるために，絶滅のおそれ

のある動物などについて書か

れた文章の概要を捉えたり，

自分の考えを話したり書いた

りしようとしている。（R・SP・

W） 

⑫Unit 4：Be Prepared and Work 

Together 

(間接疑問文)(SVOO（what節）)(現在分

詞、過去分詞) 

⑬Let’s Talk 2 

⑭Let’s Listen 4 

⑮Unit 5:A Legacy for Peace 

名詞を修飾する文（接触節）（関係代名詞

who, 関係代名詞 that [which]（主格・

目的格）） 

【期末考査】 

［知識］間接疑問文、現在分詞、過

去分詞、関係代名詞の形・意味・

用法を理解している。（R・SP・W） 

［技能］間接疑問文、現在分詞、過

去分詞、関係代名詞などの理解を

もとに，どこにあるか，どのように行

動するかなどについて知っているか

どうかを，理解したり伝えたりする技

能を身につけている。 

（R・SP・W） 

防災への意識を高め

るために，外国人市民

意識調査とその結果

について書かれた文

章の要点を捉えてい

る。（R） 

どのような人［もの］かを

理解するために，言葉

に加えられた情報をもと

に要点を捉えている。

（R） 

外国人市民意識調査とその

結果について書かれた文章

の要点を捉えたり伝えたり

しようとしている。（R・SP・

W） 

どのような人［もの］かを理

解するために要点を捉えた

り，言葉に情報を加えてど

のような人［もの］かを説明

したりしようとしている。

（L・R・SP・W） 

⑯Let’s Write 3 

⑰Let’s Listen 5 

［知識］事実や意見を書くときの

基本的な構成や表現、時系列で経

歴を伝える表現の意味や働きを

理解している。（R・W） 

［技能］資料から読み取った情報

についてレポートを書く技能を

身につけている。（R・W） 

資料から読み取った

情報について，事実と

意見とを整理し，まと

まりのあるレポート

を書いている。（R・W） 

人物の経歴を聞いて

概要を捉えている。

（L・SI） 

資料から読み取った情報に

ついて，事実と意見とを整

理し，まとまりのあるレポ

ートを書こうとしている。

（R・W） 

人物の経歴を聞いて概要を

捉えようとしている。（L・

SI） 

2 8 

9 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

11 

 

 

 

12 

【宿題テスト】【学力推移調査】 

⑱Unit 6：Beyond Borders(仮定法) 

⑲Let’s Talk 3 

⑳Let’s Listen 6 

㉑Stage Activity 3 

２２Let’s Read 2 

㉓Let’s Read 3 

15 

 

 

 

 

 

16 

 

 

 

 

 

14 

 

 

 

 

10 

［知識］仮定法を用いた文の形・

意味・用法を理解している。

（R・SP・W） 

［技能］仮定法などの理解をも

とに，現実とは異なる願い事を

理解したり伝えたりする技能を

身につけている。（R・SP・W） 

世界の子供たちの気持

ちを理解するために，

現実とは異なる子供た

ちの願い事について書

かれた文章の概要を捉

えている。（R） 

世界の子供たちの気持ちを

理解するために，現実とは異

なる願い事の概要を捉えたり

伝えたりしようとしている。（R・

SP・W） 

＊NT3 Lesson1 

（現在完了進行形、過去完了形、過去完

了進行形） 

【中間考査】 

＊NT3 Lesson2(不定詞の発展用法) 

［知識］完了形、不定詞を用いた文

の形・意味・用法を理解してい

る。（R・SP・W） 

［技能］文法理解をもとに，相

手に意見を伝えたりする技能を

身につけている。（R・SP・W） 

WPM90 程度のスピード

で英文を読んで、また

聞いて概要・要点を捉

えている。（R・L） 

学んだ表現を用いて積極的

に言語活動を行おうとして

いる。 

ペアで協力して活動に取り

組むことができる。 

＊NT3 Lesson3 

（不定詞を含む様々な表現） 

＊NT3 Lesson4 

（使役・知覚動詞） 

［知識］さまざまな動詞を用いた文

の形・意味・用法を理解してい

る。（R・SP・W） 

［技能］文法理解をもとに，相

手に意見を伝えたりする技能を

身につけている。（R・SP・W） 

WPM90 程度のスピード

で英文を読んで、また

聞いて概要・要点を捉

えている。（R・L） 

学んだ表現を用いて積極的

に言語活動を行おうとして

いる。 

ペアで協力して活動に取り

組むことができる。 

【期末考査】 

学習発表会に向けての取り組み 

[知識]既習表現を理解してい

る。（SP・W） 

[技能]既習表現を用いて、相手

に意見を伝えたりする技能を身

につけている。（SP・W） 

WPM90程度のスピード

で英文を読んで、ま

た聞いて概要・要点

を捉えている。（R・

L） 

学んだ表現を用いて積極的

に言語活動を行おうとして

いる。 

 

3 1 

 

 

2 

 

 

 

 

3 

 

 

【接続テスト】【学力推移調査】 

＊NT3 Lesson5(受動態の発展的用法) 

＊NT3 Lesson6(副詞節) 

12 

 

 

 

 

 

12 

 

 

 

 

［知識］受動態、副詞節を用い

た文の形・意味・用法を理解し

ている。（R・SP・W） 

［技能］文法理解をもとに，相

手に意見を伝えたりする技能を

身につけている。（R・SP・W） 

WPM90程度のスピード

で英文を読んで、ま

た聞いて概要・要点

を捉えている。（R・

L） 

学んだ表現を用いて積極的

に言語活動を行おうとして

いる。 

ペアで協力して活動に取り

組むことができる。 

＊NT3 Lesson7 

（関係代名詞、非制限用法） 

＊NT3 Lesson8 

（関係副詞） 

［知識］関係代名詞を用いた文

の形・意味・用法を理解してい

る。（R・SP・W） 

［技能］文法理解をもとに，相

手に意見を伝えたりする技能を

WPM90程度のスピード

で英文を読んで、ま

た聞いて概要・要点

を捉えている。（R・

L） 

学んだ表現を用いて積極的

に言語活動を行おうとして

いる。 

ペアで協力して活動に取り

組むことができる。 
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12 

 

身につけている。（R・SP・W） 

【学年末考査】 

中学校のまとめ 

【英語学習発表会】 

[知識]既習表現を理解してい

る。（SP・W） 

[技能]既習表現を用いて、相手

に意見を伝えたりする技能を身

につけている。（SP・W） 

WPM90程度のスピード

で英文を読んで、ま

た聞いて概要・要点

を捉えている。（R・

L） 

学んだ表現を用いて積極的

に言語活動を行おうとして

いる。 

ペアで協力して活動に取り

組むことができる。 

年間授業時数 140  

 



 - 78 - 

令和３年度 １学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

目  標 「人生設計学」のもと、次の力を育む。自ら学ぶ意欲をもち、課題を見付け、その解決に向かう力。自らの考えをまとめ、表現でき

る力。人とのかかわりの中で、自己を豊かにする力。将来を見すえ、社会的リーダーとなるべく自己を成長させる力。 

学

期 
月 項目 学習内容 

時

数 
評価の内容 

1 4 ・総合学習について 

 

 

 

・校外学習の準備 

・ガイダンス。総合的な学習の時間にすべきことについて学ぶ。 

・資料の集め方、図書館の利用方法について。 

・学級や委員会など、学校生活に自分がどのようにかかわっていくか、自分の

生かし方を考える。 

・校外学習に向けての準備をする。 

・体験活動についての課題設定。環境や自然についての調べ学習。 

 

4 ・テーマへの意識 

・学習方法 

・適切な課題設定 

・テーマへの意欲 

・事前準備への意欲 

・自主的な調査活動 

 5 ・校外学習  

・校外学習のまとめ 

・集団の中での自分 

・校外学習での漁業、酪農、棚田観察などの体験。 

・校外学習で学んだことをまとめる。 

10 ・課題のまとめ 

・適切な課題設定 

・仲間との協調 

 6 ・合唱祭 

 

・合唱祭で合唱するため、仲間のことをよく知り、クラスや学年のまとまりについ

て考える。 

・校外学習で学んだことを発表形式にまとめる。 

4 ・合唱への取り組み 

・班の協力 

・資料の記録整理 

 7 ・文化祭 ・校外学習での漁業、酪農、棚田観察などの体験のまとめ。 

・自分たちの生活と自然とのかかわりについて学習する。 

・１学期の反省と２学期からの学校生活についての目標設定。 

3 ・体験のまとめ方 

・仲間との協調 

・自己分析 

2 9 ・文化祭 

・体育祭 

 

・職場見学の調査 

・文化祭において、校外学習の体験活動・学習を発表する。 

・体育祭において、異年齢集団に自分がどのようにかかわっていくのか、自分

の生かし方を考える。 

・勤労、職業についての学習の動機付け。 

4 

 

・集団での研究活動 

・聴きやすい発表 

・適切な課題設定 

・上級学年との協調 

・準備への取り組み 

・職業への関連付け 

 10 ・職場見学の研究・事前準備 ・職場見学の事前準備を行う。 

・働くことの意義や職業について知る。 

・身近な地域の産業について調べる。 

・資料の活用の仕方を学ぶ。 

・興味のある職業について調べ、自分の将来を考える。 

4 ・事前準備への意欲 

・地域の特色 

・情報の取捨選択 

・集団での研究活動 

・グループの協力 

 11 ・職場見学の事前準備 

・職場見学 

・マナーや言葉遣いについての事前学習。 

・職場見学で働くことの意義や喜び・苦労などを知る。 

・職場見学の結果をまとめ、クラスや学年の仲間に詳しい内容を伝えるととも

に、より良い発表の仕方を学び、他のグループからもいろいろな職業につい

て知る。 

6 ・見学のまとめ方 

 12 ・職場見学から学ぶ ・職場見学から自分の将来について考え、自分にとって何が課題かを考える。 

・職場見学で感じたことなどから、自分の将来には何が必要か考える。特に、

学習面の改善について考える。 

・職場見学の発表を通して表現能力・発表能力を高める。また、発表について

相互評価する。 

4 ・適切な課題設定 

・新たな課題の発見 

・発表の仕方 

・発表を聴く態度 

3 1 ・今の自分と将来の自分 

・職場見学の発表 

・自分を知り、自分を生かす生き方や職業について考える。また、地域や保護

者、専門分野の人から職業・仕事についての話を聞く。 

4 ・自分を知ろうとする態

度 

・話を聞こうとする態度 

 2 ・ボランティアを考える 

・ファーストステージ論文について 

・ボランティアについて学習し、自分でできるボランティアについて考える。 

・ボランティアに携わる人の話を聞き、精神や意義、喜びを学ぶ。 

4 ・適切な課題設定 

・話を聞こうとする態度 

 3 ・一年間のまとめ ・一年間の総合的な学習の時間の総括。 

・自分にどのような資質、能力、態度等が育まれたのかを自己評価する。 

・次年度に向けた課題設定。 

・課題追究や発表方法を振り返り、自分の学習の確認をする。 

3 ・課題のまとめ 

・課題についての考察 

・新たな課題の発見 

   年間授業時数 50  
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令和３年度 ２学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

目  標 「人生設計学」のもと、次の力を育む。自ら学ぶ意欲をもち、課題を見付け、その解決に向かう力。自らの考えをまとめ、表現でき

る力。人とのかかわりの中で、自己を豊かにする力。将来を見すえ、社会的リーダーとなるべく自己を成長させる力。 

学

期 
月 項目 学習内容 

時

数 
評価の内容 

1 4 ・総合学習について 

 

・農業体験の準備 

・ガイダンス。総合的な学習の時間にすべきことについて学ぶ。 

・資料の集め方、図書館の利用方法についての復習。 

・農業体験に向けて準備する。 

7 ・テーマへの意識 

・適切な課題設定 

・テーマへの意欲 

 5 ・農業体験 

・集団の中での自分 

・農業体験で学んだことをまとめる。 

・自分たちの生活と自然とのかかわりについて学習する。 

・体験活動についての課題設定。環境や自然についての調べ学習。 

8 ・課題のまとめ 

・適切な課題設定 

・仲間との協調 

 6 ・合唱祭 

 

・文化祭の準備 

・合唱祭で合唱するため、仲間のことをよく知り、クラスや学年のまとまりについ

て考える。 

・文化祭の発表に向けての準備をする。 

・勤労、職業についての学習の動機付け。 

7 ・合唱への取り組み 

・事前準備への意欲 

・班の協力 

・自主的な調査活動 

 7 ・文化祭の準備 

・ファーストステージ論文の中間発

表の準備 

・ファーストステージ論文の中間発表のための構想をまとめる。 

・文化祭に向けた発表内容の検討をする。 

6 ・体験のまとめ 

・適切な課題設定 

・仲間との協調 

2 9 ・文化祭 

・体育祭 

 

・職場体験の調査 

・文化祭において、校外学習の体験活動・学習を発表する。 

・ファーストステージ論文の中間発表を行う。 

・体育祭において、異年齢集団に自分がどのようにかかわっていくのか、自分

の生かし方を考える。 

・職場体験についての事前調査をする。 

7 ・集団での研究活動 

・聴きやすい発表 

・上級学年との協調 

・準備への取り組み 

 10 ・職場体験の準備 ・職場体験の事前学習を行う。 

・働くことの意義や職業について知る。 

・身近な地域の産業について調べる。 

・資料の活用の仕方を学ぶ。 

・興味のある職業について調べ、自分の将来を考える。 

7 ・事前学習への意欲 

・地域の特色 

・情報の取捨選択 

・集団での研究活動 

・グループの協力 

 11 ・職場体験の研究・準備 

・職場体験 

・マナーや言葉遣いについての事前学習。 

・職場体験で働くことの意義や喜び苦労などを知る。 

・職場体験の結果をまとめ、クラスや学年の仲間に詳しい内容を伝えるととも

に、より良い発表の仕方を学び、他のグループからもいろいろな職業につい

て知る。 

7 ・勤労への意欲 

・体験のまとめ方 

・発表を聞く態度 

 12 ・職場体験から学ぶ 

 

・ボランティアを考える 

・職場体験から自分の将来について考え、自分にとって何が課題かを考える。 

・職場体験で感じたことなどから、自分の将来には何が必要か考える。 

・ボランティアについて学習し、自分でできるボランティアについて考える。 

・ボランティアに携わる人の話を聞き、精神や意義、喜びを学ぶ。 

5 ・適切な課題設定 

・新たな課題の発見 

・話を聞こうとする態度 

3 1 ・職場体験の発表会 

・ファーストステージの発表会 

・ファーストステージ論文の完成 

・発表を通して表現能力・発表能力を高める。また、発表について相互評価す

る。 

・ファーストステージ論文を完成させる。 

5 ・発表の仕方 

・発表を聴く態度 

・適切な課題設定 

 2 ・英語の発表会に向けて 

・まとめに向けて 

・ファーストステージで学んだ語学を活用した発表を行う。 

・自分にどのような資質、能力、態度等が育まれたのかを自己評価する。 

・次年度に向けた課題設定。 

5 ・発表のしかた 

・準備への意欲と協力 

 3 ・日本の伝統文化について学ぶ 

・２年間のまとめ 

・我が国の伝統文化を知り、体験してまとめる。 

・課題追究や発表方法を振り返り、自分の学習の確認をする。 

6 ・体験のまとめ 

・課題についての考察 

・新たな課題の発見 

   年間授業時数 70  
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令和３年度 ３学年 総合的な学習の時間 年間指導計画 

目  標 「人生設計学」のもと、次の力を育む。自ら学ぶ意欲をもち、課題を見付け、その解決に向かう力。自らの考えをまとめ、表現でき

る力。人とのかかわりの中で、自己を豊かにする力。将来を見すえ、社会的リーダーとなるべく自己を成長させる力。 

学

期 
月 項目 学習内容 

時

数 
評価の内容 

1 4 

 

 

・総合学習について 

 

・伝統文化について 

・遠足 

・大学研究の準備 

・ガイダンス。総合的な学習の時間にすべきことについて学ぶ。 

・資料の集め方、図書館の利用方法についての復習。 

・日本の伝統文化について考察する。 

・都内の名所、旧跡などについて考察する。 

・大学訪問に向けて準備する。 

7 ・テーマへの意識 

・適切な課題設定 

・テーマへの意欲 

 5 ・大学研究 

 

・合唱祭 

・大学、大学院、などについて調べる。 

・職業と資格、大学、学部、学科との関連について調べる。 

・合唱祭で合唱するため、仲間のことをよく知り、クラスや学年のまとま 

りについて考える。 

7 ・課題のまとめ 

・自主的な調査活動 

・適切な課題設定。

仲間との協調。 

 6 ・合唱祭 

 

・文化祭の準備 

・合唱祭での自分の役割を考え、発表後、クラスに協力できたかを反 

省する。 

・文化祭の発表にむけての準備をする。 

8 ・合唱への取り組み 

・事前準備への意欲 

・班の協力 

 7 ・研修旅行の準備 

・文化祭の準備 

・大学研究 

・京都、奈良の歴史について学習する。 

・文化祭の発表にむけての準備をする。 

・１学期の反省と２学期からの学校生活について目標設定。 

6 ・資料の記録整理 

・仲間との協調 

・自己分析 

2 9 ・体育祭 

 

・文化祭 

・大学訪問。 

・研修旅行の準備 

・体育祭において、異年齢集団に自分がどのようにかかわっていくの 

か、自分の生かし方を考える。 

・文化祭の発表にむけての準備をする。 

 

・京都、奈良の地理、郷土研究。 

7 ・適切な課題設定。 

上級学年との協調。 

・準備への取り組み 

 

・集団での研究活動 

 10 ・研修旅行の準備 ・京都、奈良の地理、郷土研究。 

・関西地方の産業について調べる。 

・資料の活用の仕方を学ぶ。 

・課題設定。環境や自然についての調べ学習。 

8 ・事前準備への意欲 

・地域の特色 

・情報の取捨選択 

・集団での研究活動 

・グループの協力 

 11 ・研修旅行の準備 

・研修旅行 

・体験学習に関する下調べ。 

・研修旅行の結果をまとめ、クラスや学年の仲間に詳しい内容を伝え 

るとともに、より良い発表の仕方を学ぶ。 

8 ・発表のまとめ方 

・グループの協力 

 12 ・研修旅行から学ぶ ・研修旅行にて自分で学習したことや、他の生徒の発表から、歴史や 

環境についての学習を深める。 

・研修旅行の発表を通して表現能力・発表能力を高める。 

・まとめ、発表について相互評価する。 

5 ・適切な課題設定 

・新たな課題の発見 

・発表の仕方 

・発表を聴く態度 

3 1 ・今の自分と将来の自分 ・自分を知り、自分を生かす生き方や職業について考える。また、地域 

や保護者、専門分野の人から職業・仕事についての話を聞く。 

4 ・自分を知ろうとする 

態度 

・話を聞こうとする態 

度 

 2 ・ボランティアを考える ・ボランティアについて学習し、自分でできるボランティアについて考 

える。 

・ボランティアに携わる人の話を聞き、精神や意義、喜びを学ぶ。 

6 ・適切な課題設定 

・話を聞こうとする態 

度 

 3 ・1年間のまとめ ・チャリティーについて考える。スポンサードウォークを実施する。 

・1年間の総合的な学習の時間の総括。 

・自分にどのような資質、能力、態度等が育まれたのかを自己評価す 

る。 

・次年度に向けた課題設定。 

・課題追求や発表方法を振り返り、自分の学習の確認をする。 

4 ・課題のまとめ 

・課題についての考 

察 

・新たな課題の発見 

   年間授業時数 70  
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令和３年度 １学年 特別の教科 道徳 年間指導計画 

目  標 中学生としての自覚を持ち、望ましい生活習慣を身に付け、豊かな人間性を養う。 

学
期 

月 項目 観点の評価規準 時数 行事 

1 4 A－（２）節度、節制 

A－（４）希望と勇気 

克己と強い意志 

・心身の健康を増進し、望ましい生活習慣を身に付ける心を養

う。 

・学校生活のスタートにあたり目標や強い意志を持つ。 

3 入学式 

 5 B－（６）思いやり、感謝 

B－（７）礼儀 

D－（20）自然愛護 

・新しい人間関係を築き、思いやりを持って相手に接する心を養

う。 

・礼儀の意義を理解し､時と場所に応じた適切な言動をとれるよ

うにする｡ 

・自然の大切さや偉大さを感じ、自然愛護の精神を養う。 

3 校外学習 

生徒総会 

生徒会選挙 

中間考査 

 6 C－（15）よりよい学校生活、 

集団生活の充実 

D－（21）感動、畏敬の念 

A－（３）向上心、個性の伸長 

・自己が属する集団の意義について理解し､役割と責任を自覚

する｡ 

・美しいものや気高いものに感動する心を養う。 

・個性を伸ばし、充実した生活を目指す。 

4 合唱祭 

 7 B－（６）思いやり、感謝 

D－（19）生命の尊さ 

・多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分が

あることに感謝し、それにこたえる。 

・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。 

3 期末考査 

2 9 B－（８）友情、信頼 

C－（15）よりよい学校生活、 

集団生活の充実 

・友情の尊さを理解し、互いに励ましあい高めあう心を養う。 

・行事と関連させ、集団の向上を図る。 

3 文化祭 

体育祭 

 10 C－（10）遵法精神、公徳心 

B－（９）相互理解、寛容 

・法律やきまりの意義を理解し､社会の秩序と規律を守る意識を

高める｡ 

・公徳心や社会連帯の自覚を高める。 

・それぞれの個性や立場を尊重する姿勢を養う。 

4 中間考査 

 11 C－（13）勤労 

A－（１）自主、自律、自由と責任 

C－（16）郷土を愛する態度 

・勤労の尊さや意義について考えを深める。 

・自主自立の精神を重んじ、自主的に物事を考える。 

・地域の一員として郷土を愛し、発展に努める。 

4 職場見学 

ボランティア体験 

 12 B－（９）相互理解、寛容 

C－（14）家族愛、家庭生活の充実 

・自分の考えを伝え、相手の意見も尊重する態度を養う。 

・家族の一員としての自覚を持って、家庭生活を築く心を養う。 

2 期末考査 

3 1 A－（５）真理の探究、創造 

C－（11）公正、公平、社会正義 

・真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出そうとす

る心を養う。 

・正義感や公正、公平な態度を養う。 

3  

 2 C－（12）社会参画、公共の精神 

D－（22）よりよく生きる喜び 

C－（1７）我が国の伝統と文化の

尊重、国を愛する態度 

・社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもっ

てよりよい社会の実現に努める。 

・自分の弱さや醜さを克服する強さや気高く生きる力を養う。 

・日本人として自覚を持って国を愛し、発展に努める。 

4 百人一首大会 

 3 C－（18）国際理解、国際貢献 

A－（3）向上心、個性の伸長 

・世界の中の日本人としての自覚を持つ。 

・より高い目標を持ち、実現を目指す心を養う。 

2 学年末考査 

卒業式 

生徒総会 

   年間授業時数 35  
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令和３年度 ２学年 特別の教科 道徳 年間指導計画 

目  標 ２年生としての自覚を持ち、思いやりのある人間関係を築くとともに、勤労を尊ぶ姿勢を養う。 

学
期 

月 項目 観点の評価規準 時数 行事 

1 4 C－（15）よりよい学校生活、 

集団生活の充実 

A－（２）節度、節制 

B－（６）思いやり、感謝 

・心身の健康を増進し、望ましい生活習慣を身に付ける心を養う。 

 

・第２学年の学校生活のスタートにあたり目標や強い意志を持つ。 

・新しい人間関係を築き、思いやりを持って相手に接する心を養う。 

3 入学式 

 5 C－（12）社会参画 

C－（15）よりよい学校生活、 

集団生活の充実 

B－（７）礼儀 

D－（20）自然愛護 

・社会参画の意識と社会連帯の自覚を高める。 

・自己が属する集団の意義について理解し、役割と責任を自覚す

る。 

・礼儀の意義を理解し、時と場所に応じた適切な言動をとれるように 

する。 

・自然の偉大さ、生命の尊さを感じ尊ぶ気持ちを養う。 

3 農業体験 

生徒総会 

生徒会選挙 

中間考査 

 6 A－（４）希望と勇気、克己と強

い意志 

B－（９）相互理解、寛容 

A－（３）向上心、個性の伸長 

・希望に向かい強い意志を持って努力する心を養う。 

 

・学級の一員として協力し合う心を養う。 

・個性を伸ばし、充実した生活を目指す。 

4 合唱祭 

 7 A－（３）向上心、個性の伸長 

D－（19）生命の尊さ 

C－（10）遵法精神、公徳心 

・自己を見つめ、自己の向上を図る。 

・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。 

・公徳心や社会連帯の自覚を高める。 

3 期末考査 

 

2 9 B－（８）友情、信頼 

C－（15）よりよい学校生活、 

集団生活の充実 

・友情の尊さを理解し、互いに励ましあい高めあう心を養う。 

・集団生活の役割と責任を自覚し、秩序ある生活を心がける。 

3 文化祭 

体育祭 

 10 B－（９）相互理解、寛容 

D－（21）感動、畏敬の念 

・それぞれの個性や立場を尊重する姿勢を養う。 

・美しいものや気高いものに感動する心をもつ。 

4 中間考査 

 11 C－（13）勤労 

A－（１）自主、自律、自由と責任 

C－（18）国際理解、国際貢献 

・勤労の尊さや意義について考えを深める。 

・自主自立の精神を重んじ、自主的に物事を考える。 

・世界の中の日本人としての自覚を持ち、世界に目を向ける。 

4 職場体験 

ボランティア体験 

 12 C－（11）公正、公平、社会正義 

C－（14）家族愛、家庭生活の 

      充実 

・正義と公正さを重んじ、誰に対しても公平に接し、差別や偏見のな

い社会の実現に努める。 

・家族の一員としての自覚を持って、家庭生活を築く心を養う。 

2 期末考査 

3 1 A－（５）真理の探究、創造 

 

・真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出そうと努め

る。 

3 ﾌｧｰｽﾄｽﾃｰｼﾞ発表会 

 2 D－（２２）よりよく生きる喜び 

C－（１７）我が国の伝統と文化の

尊重、国を愛する態度 

・人の強さ、弱さを理解し、生きる喜びについて考える。 

・優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献する。 

4 職業人講話 

百人一首大会 

 3 C－（１６）郷土の伝統と文化の

尊重、郷土を愛する 

      態度 

・郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人に尊敬の念を

深め、地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し、郷土の発

展に努める。 

 

2 学年末考査 

卒業式 

伝統文化体験 

生徒総会 

   年間授業時数 35  
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令和３年度 ３学年 特別の教科 道徳 年間指導計画  

目  標 自分の言動に責任を持ち、自己の生き方在り方を考え、地域や社会に貢献する態度を養う。 

学
期 

月 項目 観点の評価規準 
時
数 

行事 

1 4 A－（2）節度、節制   

B－（9）相互理解、寛容 

C－(17)我が国の伝統と文化の尊重、 

国を愛する態度 

・心身の健康を増進し、望ましい生活習慣を身に付ける心を養う。 

・自分の考えを伝え、相手の意見も尊重する態度を養う。 

・我が国の伝統を理解し、国を愛する心を養う。 

3 入学式 

 5 B－（7）礼儀 

 

 

C－（11）公正・公平・社会正義 

A－（4）希望と勇気、克己と強い意志 

 

・礼儀の意義を理解し､時と場所に応じた適切な言動をとれるようにす

る｡ 

・正義感や公正、公平な態度を養う。 

・より高い目標を設定し、その達成を目指し、希望と勇気を持ち、困難

や失敗を乗り越えて着実にやり遂げること。 

3 遠足 

生徒総会 

生徒会選挙 

中間考査 

 6 B－(8)友情、信頼 

C－(15)よりよい学校生活、 

集団生活の充実 

 

A－(5)真理の探究、創造 

D－(22) よりよく生きる喜び 

・友情の尊さを理解し、互いに励ましあい高めあう心を養う。 

・教師や学校の人々を敬愛し、学級や学校の一員としての自覚をもち、

協力し合ってより良い校風を作るとともに、様々な集団の中での自分の

役割と責任を自覚して集団生活の充実に努めること。 

・真実を大切にし、真理を探究して新しいものを生み出そうと心を養う。 

・自分の弱さや醜さを克服する強さや気高く生きる力を養う。 

4 合唱祭 

 7 A－（3）向上心・個性の伸長 

C－（10）遵法精神、公徳心 

D－（19）生命の尊さ 

・より高い目標を持ち、実現を目指す心を養う。 

・法律やきまりの意義を理解し､社会の秩序と規律を守る意識を高める｡ 

・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。 

3 期末考査 

2 9 D－（19）生命の尊さ 

B－（6）思いやり、感謝 

B－(8)友情、信頼 

・生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重する。 

・新しい人間関係を築き思いやりを持って相手に接する心を養う。 

・友情の尊さを理解し、互いに励ましあい高めあう心を養う。 

3 体育祭 

文化祭 

 10 C－（16）郷土の伝統と文化の尊重、 

郷土を愛する態度 

 

C－（17）我が国の伝統と文化の尊重、 

国を愛する態度 

 

C－（16）郷土の伝統と文化の尊重、 

郷土を愛する態度 

C－（10）遵法精神、公徳心 

・郷土の伝統と文化を大切にし、社会に尽くした先人や高齢者に尊敬

の念を深め、地域社会の一員としての自覚をもって郷土を愛し、進

んで郷土の発展に努める。 

・優れた伝統の継承と新しい文化の創造に貢献するとともに、日本人と

しての自覚をもって国を愛し、国家及び社会の形成者として、その発

展に努める。 

・地域の一員として郷土を愛し、発展に努める。 

 

・法律やきまりの意義を理解し､社会の秩序と規律を守る意識を高める｡ 

4 中間考査 

 11 A－（1）自主，自律、自由と責任 

D－（2１）感動、畏敬の念 

C－（13）勤労 

C－（12）社会参画・公共の精神 

・自主自立の精神を重んじ、自主的に物事を考える。 

・美しいものや気高いものに感動する心を養う。 

・勤労の尊さや意義について考えを深める。 

・社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもってよりよ

い社会の実現に努める。 

4 研修旅行 

 

 12 C－（18）国際理解、国際貢献 

C－（14）家族愛、家庭生活の充実 

・世界の中の日本人としての自覚を持つ。 

・家族の一員としての自覚を持って、家庭生活を築く心を養う。 

2 期末考査 

3 1 C－（13）勤労 

D－（22）よりよく生きる喜び 

C－（18）国際理解、国際貢献 

・勤労の尊さや意義について考えを深める。 

・自分の弱さや醜さを克服する強さや気高く生きる力を養う。 

・世界の中の日本人としての自覚を持つ。 

3 ボランティア体験 

 2 B－（6）思いやり、感謝 

 

A－（2）節度、節制 

C－（11）公正、・公平、社会正義 

D－（20）自然愛護 

・多くの人々の善意や支えにより、日々の生活や現在の自分があること

に感謝し、それにこたえる。 

・心身の健康を増進し、望ましい生活習慣を身に付ける心を養う。 

・正義感や公正、公平な態度を養う。 

・自然の大切さや偉大さを感じ、自然愛護の精神を養う。 

4  

 3 C－（12）社会参画、公共の精神 

 

A－（1）自主、自律、自由と責任 

・社会参画の意識と社会連帯の自覚を高め、公共の精神をもってよりよ

い社会の実現に努める。 

・自主自立の精神を重んじ、自主的に物事を考える。 

2 学年末考査 

スポンサードウォーク 

生徒総会 

卒業式  

前期課程修了証書授与式 

   年間授業時数 35  
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令和３年度 ＜ １学年 探究 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３６ 

 

目標 

使用教科書   ・地域の魅力、職業の魅力について調査し、それにかかわる社会課題

を発見する。解決策を調べ、提案する。 

 
使用補助教材 

「探究×SDGｓ」朝日新聞 

「思考の手引き」トモノカイ 

 

評価の観点と方法・材料 

・地域の魅力、職業の魅力について調査し、それにかかわる社会課題を発見できたか。 

・解決策を調べ、提案できたか。 

・グループワークでの活動を中心に、ポスターを作成する。 

 

学期 指導項目 指 導 内 容 評価計画 
配当時

間 

１ 
 
 
 

 

・探究の学び方 

・グループで地域を調

査し魅力を発見 

・フィールドワーク、

インタビュー 

1 事前に地域の魅⼒を想定する「探究×SDGS」 

2 現地調査を⾏い魅⼒を発⾒する「探究×SDGS」 

3 発⾒した地域の魅⼒を共有する①「探究×SDGS」 

4 発⾒した地域の魅⼒を共有する②「探究×SDGS」 

5 地域課題発⾒の調査準備をする①「探究×SDGS」 

6 現地調査を⾏い課題を発⾒する「探究×SDGS」 

ワークシート、発表にお

いて、リサーチクエスチ

ョン・研究の目的につい

て、論点を絞り明確に示

されているか。 

１２ 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・探究の方法 

・地域の魅力の共有と

課題解決の検討 

・フィールドワーク、

インタビュー 

 

 

 

7 アウトラインに沿って⽂章化する①「探究×SDGS」 

  アウトラインを考える「思考の⼿引き」 

8 アウトラインに沿って⽂章化する②「探究×SDGS」 

  アウトラインを考える「思考の⼿引き」 

9 発⾒した魅⼒と課題を共有する①「探究×SDGS」 

  ⼈にわかりやすく伝えるコツ「思考の⼿引き」 

10 発⾒した魅⼒と課題を共有する②「探究×SDGS」 

  主張には根拠を「思考の⼿引き」 

11 発⾒した魅⼒と課題を共有する➂「探究×SDGS」 

  論理的なおかしさを⾒抜く「思考の⼿引き」 

12 解決する課題を再確認する「探究×SDGS」 

  説得⼒のある伝え⽅を実践する「思考の⼿引き」 

 

ワークシート、発表にお

いて、 

①構成・論理の展開 

②論理の展開が研究内容

を理解しやすいようにな

っているか。 

１２ 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・探究の方法 

・地域の課題解決の検

討 

・まとめ 

 

13 アイデアのため新聞記事を参照する①「探究×SDGS」 

 

14 アイデアのため新聞記事を参照する②「探究×SDGS」 

 

15 アイデアのため新聞記事を参照する➂「探究×SDGS」 

 

16 最適な課題解決策を選択する①「探究×SDGS」 

 

17 最適な課題解決策を選択する②「探究×SDGS」 

 

18 まとめ 

 

新聞、ワークシートにお

いて、問題の背景につい

て考えられているか。 

１２ 

配 当 時 間 合 計 ３６ 
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令和３年度 ＜ ２学年 探究 ＞ 年間指導計画 

 

週時数 ３６ 

 

目標 

使用教科書   ・地域の魅力、職業の魅力について調査し、それにかかわる社会課題

を発見する。解決策を調べ、提案する。 

 
使用補助教材 

「探究×SDGｓ」朝日新聞 

「思考の手引き」トモノカイ 

 

評価の観点と方法・材料 

・地域の魅力、職業の魅力について調査し、それにかかわる社会課題を発見できたか。 

・解決策を調べ、提案できたか。 

・グループワークでの活動を中心に、ポスターを作成する。 

 

 

学期 指導項目 指 導 内 容 評価計画 
配当

時間 

１ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・昨年度の振り返り 

・探究の方法 

・仮説の立案 

・フィールドワーク、

インタビュー 

 

 

1 解決する課題を再確認する「探究×SDGS」 

2 アイデアのため新聞記事を参照する「探究×SDGS」 

  かたよった情報に気をつける「思考の⼿引き」 

3 アイデアをたくさん創出する「探究×SDGS」 

さまざまな視点から考える「思考の⼿引き」 

4 最適な課題解決策を選択する①「探究×SDGS」 

  仮説を⽴てる「思考の⼿引き」 

5 最適な課題解決策を選択する②「探究×SDGS」 

  仮説を⽴てる「思考の⼿引き」 

6 プレゼン資料作り発表する①「探究×SDGS」 

  効果的に仮説検証する(総まとめ) 「思考の⼿引き」 

ワークシートにおいて、 

①研究手法は再現可能なほど，具

体的に示されているか。 

②リサーチクエスチョン・研究目

的に対して手法は有効か。 

１２ 

２ 
 
 
 
 
 
 

 

・探究の方法 

・プレゼン資料作成 

・実行計画の策定 

・フィールドワーク、

インタビュー 

 

 

7 プレゼン資料を作り発表する②「探究×SDGS」 

  効果的に仮説検証する(総まとめ) 「思考の⼿引き」 

8 プレゼン資料を作り発表する③「探究×SDGS」 

  効果的に仮説検証する(総まとめ) 「思考の⼿引き」 

9 プレゼン資料を作り発表する④「探究×SDGS」 

  効果的に仮説検証する(総まとめ) 「思考の⼿引き」 

10 協⼒者を巻き込む「探究×SDGS」 

11 解決策の実⾏計画を策定する①「探究×SDGS」 

12 解決策の実⾏計画を策定する②「探究×SDGS」 

プレゼン資料において、 

①データの収集は十分に行われ

ているか 

結果はわかりやすい形でまとめ

られているか。 

②結果の説明は十分にされてい

るか。 

③結果から考察を行い、結果に含

まれた情報を引きだしているか。 

 

１２ 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・探究の方法 

・解決策の実行 

・２年間のまとめ 

 

13 新聞記事を参照する①「探究×SDGS」 

14 新聞記事を参照する②「探究×SDGS」 

15 解決策を実⾏する①「探究×SDGS」 

16 解決策を実⾏する②「探究×SDGS」 

17 探究×SDGs の学びを振返り、まとめ①「探究×SDGS」 

18 探究×SDGs の学びを振返り、まとめ②「探究×SDGS」 

 

行った研究から明らかになった

ことについて、社会・学術にどの

ような貢献が見込まれるかを示

し、今回の研究で得られた新たな

「問い」から次の研究への提言を

行っているか。 

１２ 

配 当 時 間 合 計 ３６ 
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令和３年度 ＜３学年「探究」＞ 年間指導計画 

 

週時数 1時間 

 

目標 

使用教科書 ― 地域の課題やグループで設定した研究テーマについて調べ、協働しな

がら解決策の実行や研究に取り組み、その結果をまとめてわかりやす

く発表する、という活動を通して、探究学習の方法を学ぶとともに、

課題発見や問題解決の能力を高める。 

使用補助教材 「課題研究メソッド Start Book」 

 

評価の観点と方法・材料 

【知識・技能】地域の課題やグループごとの研究テーマについて、広く調査･研究を行い、活動のまとめをわかりやすく発表できている。 

【思考・判断・表現】課題解決やリサーチクエスチョンの仮説検証について、最適な方法を考えて実行し、結果の振り返りができている。 

【主体的に取り組む態度】グループでの活動に主体的に取り組み、探究活動をよりよいものにしようとする姿勢が見られる。 

【評価材料】 提出物、発表、発表資料、活動への取り組み･態度  

 

学期 指導項目 指 導 内 容 評価計画 
配当

時間 

１ 
 
 
 
 
 
 
 

・解決策の検討 

・解決策の実行 

・発表 

1 ガイダンス 

2 地域の課題について話し合う「課題研究メソッド」 

3 自分たちにできる課題解決策を考える「課題研究メソッ

ド」 

4 解決策を実行する「課題研究メソッド」 

5 実行した結果を共有し、学び合う「課題研究メソッド」 

6プレゼンテーション資料を作り、発表する「課題研究

メソッド」 

ワークシート、発表におい

て、リサーチクエスチョン・

研究の目的について、論点を

絞り明確に示されているか。 

１２ 

２ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・講演会 

・文化祭準備・発表 

 

・研究テーマの検討 

・仮説の設定・検証 

 

7 講師による講演会「課題研究メソッド」 

8・9 文化祭発表準備「課題研究メソッド」 

10 グループで研究テーマを設定する「課題研究メソッ

ド」 

11 設定したテーマについて調べ、知識を深める「課題研

究メソッド」 

12 リサーチクエスチョンを設定する「課題研究メソッ

ド」 

13 検証方法を考え、仮説を立てる「課題研究メソッド」 

14 仮説を検証する「課題研究メソッド」 

ワークシートにおいて、 

①研究手法は再現可能なほ

ど、具体的に示されている

か。 

②リサーチクエスチョン・研

究目的に対して手法は有効

か。 

１６ 

３ 
 
 
 
 
 
 
 
 

・研究結果の整理 

・研究のまとめ 

 

・全体のまとめ 

15 検証結果を報告する「課題研究メソッド」 

16 研究結果をまとめる「課題研究メソッド」 

17 研究結果を発表する「課題研究メソッド」 

18 活動のまとめ 

①データの収集は十分に行

われているか。 

②結果はわかりやすい形で

まとめられているか 

結果の説明は十分にされて

いるか。 

③結果から考察を行い，結果

に含まれた情報を引きだし

ているか。 

結果に対して新たな問いを

十分に立てられているか。 

８ 

配 当 時 間 合 計 ３６ 
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令和３年度 特別活動 年間指導計画 
 

 項目 学習内容（時期） 時数 指導方法・教材など 

１
学
年 

環境美化への理解 清掃の仕方(4月） 0.5 プリント 

集団への帰属意識 学級目標(4月) 0.5 学年集会後プリント 

適切な目標設定 個人目標(4,9,1月） 1.5 プリント 

個人の役割と責任感 委員・係の選出(4,10月) 2 
立候補、推薦により学級委員を選出、

学級委員により他の委員を選出 

自己及び他者の理解 班作り(4,6,9,11,1月） 2.5 プリント 

基本的なマナーと衛生管理(食育) 給食のマナー(4月) 1 プリント 

自主的な計画作り 校外学習（4,5,3月) 4 担任指導 

自己及び他者の理解 合唱祭（5,6月) 4 担任指導 

自己及び他者の理解 文化祭、体育祭（7,8,9月） 4 担任指導 

伝統文化への理解 芸術鑑賞教室(2月) 2 プリント 

自主的な計画作り 定期考査の取り組み（5,7,10,12,3月） 2.5 担任指導 

自らの弱点の認識と克服方法の探究 学力推移調査等の振り返り（5,12,3月） 1.5 担任指導、プリント 

目標到達度の確認と反省 各学期の反省(7,12,3月) 1.5 担任指導 

適切な目標設定 長期休業日の過ごし方と計画(7,12,3月) 1.5 担任指導、プリント 

自己及び他者の理解 球技大会への取り組み(3月) 2 担任指導 

安全と健康の理解 安全指導（毎月） 2 担任指導 

安全と健康の理解 避難訓練(毎月) 2 担任指導 年 1回は生活指導部主催 

２
学
年 

環境美化への理解 清掃の仕方(4月） 0.5 プリント 

集団への帰属意識 学級目標(4月) 0.5 学年集会後プリント 

適切な目標設定 個人目標(4,9,1月） 1.5 プリント 

個人の役割と責任感 委員・係の選出(4,10月) 2 
立候補、推薦により学級委員を選出、

学級委員により他の委員を選出 

自己及び他者の理解 班作り(4,6,9,11,1月） 2.5 プリント 

基本的なマナーと衛生管理(食育) 給食のマナー(4月) 1 プリント 

自主的な計画作り 校外学習、遠足（4,5,2,3月) 4 担任指導 

自己及び他者の理解 合唱祭（5,6月) 4 担任指導 

自己及び他者の理解 文化祭、体育祭（7,8,9月） 4 担任指導 

伝統文化への理解 芸術鑑賞教室(2月)、伝統文化体験（3月） 2 プリント 

自主的な計画作り 定期考査の取り組み（5,7,10,12,3月） 2.5 担任指導 

自らの弱点の認識と克服方法の探究 学力推移調査等の振り返り（5,12,3月） 1.5 担任指導、プリント 

目標到達度の確認と反省 各学期の反省(7,12,3月) 1.5 担任指導 

適切な目標設定 長期休業日の過ごし方と計画(7,12,3月) 1.5 担任指導、プリント 

自己及び他者の理解 球技大会への取り組み(3月) 2 担任指導 

安全と健康の理解 安全指導（毎月） 2 担任指導 

安全と健康の理解 避難訓練(毎月) 2 担任指導 年 1回は生活指導部主催 

３
学
年 

環境美化への理解 清掃の仕方(4月） 0.5 プリント 

集団への帰属意識 学級目標(4月) 0.5 学年集会後プリント 

適切な目標設定 個人目標(4,9,1月） 1.5 プリント 

個人の役割と責任感 委員・係の選出(4,11月) 2 
立候補、推薦により学級委員を選出、

学級委員により他の委員を選出 

自己及び他者の理解 班作り(4,6,9,11,1月） 2.5 プリント 

基本的なマナーと衛生管理(食育) 給食のマナー(4月) 1 プリント 

自己及び他者の理解 合唱祭（5,6月) 4 担任指導 

自己及び他者の理解 文化祭、体育祭（7,8,9月） 4 担任指導 

伝統文化への理解 芸術鑑賞教室(2月) 2 プリント 

自主的な計画作り 遠足(4，5月)、研修旅行（10,11月) 4 担任指導 

自主的な計画作り 定期考査の取り組み（5,7,10,12,3月） 2.5 担任指導 

自らの弱点の認識と克服方法の探究 学力推移調査等の振り返り（5,12,3月） 1.5 担任指導、プリント 

目標到達度の確認と反省 各学期の反省(7,12,3月) 1.5 担任指導 

適切な目標設定 長期休業日の過ごし方と計画(7,12,3月) 1.5 担任指導、プリント 

自己及び他者の理解 球技大会への取り組み(3月) 2 担任指導 

安全と健康の理解 安全指導（毎月） 2 担任指導 

安全と健康の理解 避難訓練(毎月) 2 担任指導 年 1回は生活指導部主催 

 年間授業時数 35  
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図書館・保健室より 
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図書室から 

 

 学校図書館は、読書や調査のための情報資料の利用を通して、皆さんのひとりひとりが自ら学習する

ことができる環境を整えています。広く豊かな本の世界に触れることによって、理解力・判断力・想像

力・表現力を培ってください。 

 また、中学・高校時代に図書館を利用する習慣を身に付けておくと、将来大学生や社会人になってか

ら、各種の図書館や資料センターなどを利用する上でも大きなプラスになります。 

 

〈読書〉 

 個人で体験できることには限りがありますが、読書を通して、触れることのできない世界を知り、多

くの人の心を理解するヒントが得られます。様々な考え方、感じ方に接して、自分自身や社会について

考えることは、未来を模索することにつながっていきます。中学・高校時代に多くの本に出会うことに

よって、社会や人間に対する視野を広げ、ものの見方を確立して、自分の意見を表現できるよう成長し

てほしいと願っています。 

 また、くつろいだ気分で想像の世界に楽しみを発見する読書もあります。学校図書館には、ファンタ

ジーやミステリー、趣味の本、美術書や写真集など楽しみながら気軽に読める本や雑誌もたくさんあり

ます。時には、ひとりでできる息抜きを楽しんでください。 

 

〈調査・研究〉 

 本校の学習では、様々なテーマによる課題が出され、調べ学習やレポート学習、発表授業が行われて

います。このような場合には、図書館にある本や辞典などの資料を、多角的に利用してください。図書

館には調べるために使う様々な分野の入門書や百科事典、専門事典などがそろっています。  

調べるための本を「参考図書」といいますが、図書館の中では「参考図書のコーナー」として別置さ

れ、次のような種類の事典などがあります。 

１ 漢字の読み方、言葉の意味や発音を調べるには各種の言葉の辞典を使います。 

   漢和辞典、国語辞典、広辞苑、古語辞典、英和辞典など 

２ 基本的な事柄を調べるには、百科事典や用語集を使います。 

   世界大百科事典、ブリタニカ国際大百科事典、現代用語の基礎知識など 

３ 専門的な事柄を調べるには、専門事典を使います。 

   哲学辞典、国史大辞典、科学事典、日本文学辞典など 

４ 場所、地理、地名などを調べるには、地図や地名辞典を使います。 

   各種地図、角川日本地名大辞典など 

５ 人物、人名などを調べるには、人名事典を使います。 

   世界伝記大事典、日本人名大事典など 

６ 統計などを調べるには、年鑑や白書を使います。 

   世界年鑑、青少年白書、労働白書、厚生白書、環境白書など 

７ 古い記事や一定の主題は時間を追って調べる時には、新聞の縮刷版を使います。 

   朝日新聞縮刷版 

 



- 90 - 

 

保健室から 

 保健室では、みなさんが充実した学校生活を送れるように、サポートをしていきます。

みなさんも自分の体調を把握し、自分で健康管理ができるようにしましょう。 

<前期課程> 

 小学校時代に比べて、通学時間が長くなります。学習内容も難しくなり、予習・復習・

宿題と勉強時間が長くなるとともに部活動の練習内容も厳しくなります。思春期は大切

な成長期なので、必要に応じ体を休息させることが大切です。 

<後期課程> 

 後期課程は義務教育ではありませんので、決められた出席日数をこなし単位をとるこ

とが大切です。体調管理を行い、充実した学校生活を送りましょう。 

<前期課程・後期課程共通の健康管理> 

自分の生活リズム 

 睡眠時間を削っての生活は、単に疲労感や眠気を招くばかりではなく、頭痛や肩こり 

立ちくらみ、生理の不順、胃腸の調子が悪いといった症状を招きます。 

 体の疲労が重なると「やる気が出ない」「何もしたくない」「理由はないが涙がでてく

る」など心への影響がでてくることもあります。 

 規則正しい生活を送り、自分なりの生活リズムをつくりましょう。 

睡眠と栄養 

 中等教育学校の 6年間は身体が最も成長する時期です。睡眠と栄養と適度な運動は成

長に欠かせない大切な要素です。睡眠は休息をとるという点からも、また睡眠中に成長

ホルモンの分泌が促進されている点からも重要です。自分に必要な睡眠時間をつかんで

ください。 

 食生活の面では、栄養のバランスを考えて摂取しましょう。前期課程の給食は、成長

に必要なエネルギー、栄養バランスを考えた献立となっています。 

 後期課程は、弁当を持参します。自分で弁当を作る（購入する）人もいるでしょう。

パンだけ、おにぎりだけでなく野菜（サラダやジュース）・たんぱく質（チーズ等）も

加えるなどバランスを考えましょう。 

学校感染症について 

インフルエンザなど学校感染症に罹患した場合は、速やかに学校に連絡し出席停止期

間は十分に休養をしましょう。登校を再開する時には「学校感染症による欠席届」を担

任に提出してください。 

心の健康 

 中学・高校時代は精神的・身体的・社会的に大人へと成長していく時期です。 

その過程で不安感や挫折感を感じることもあると思います。自分の心と向き合いひと

りで考えることも大切ですが、信頼できる大人に相談することも時には必要でしょう。 

保健室でも相談に応じますし、週に１回スクールカウンセラーも来校します。 
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６年間の学習計画 
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国語科 ６年間の指導計画 

目  標 ・文化の源となる国語教育という視点に立ち、読むこと・書くことはもちろん、話すこと・聞くことの領域においても「ことば」の働き・

成り立ちに興味や関心を持ち、言語文化を深く理解し尊重する態度を養う。実社会において「ことば」の正しい、主体的な使い手となり、

自分の気持ち、考えを適切に表現できる力を身につけさせる。異なった他者を理解し、物事を論理的に思考し深化させていくことのでき

る言語力を養成する。 

指導の特徴 ○学 校 設 定 科 目…「文化科学Ⅰ」「文化科学Ⅲ」の設置。 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

読書に親しむ。漢字と言葉の正しい理解と習得。

自分の意見や考えを言葉にして率直に表現する。

他者の言葉を的確に受け止める。 

意欲的に読書に取り組み、視野を広げる。文章表

現の仕方を学び、文章を書き慣れる。討論・討議

を通して他者を理解し、自分の論理を鍛える。 

自ら課題を設定し、読書を行う。古今の文章を読

み叡智に触れて、自分の考えを発展させる。価値

判断を伴った読解力を付ける。効果的な表現方法

を工夫する。 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

目標と学習内容 履修科目 授業時数 
三鷹市小中一貫 
カリキュラムとの連携 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○国語 
・楽しく読む。 
・工夫して音読・朗読・群読をし、読解力と

表現力を育てる。 
・口語文法を学び、日本語の特性を知る。 
・漢字の成り立ち・故事成語・四字熟語を学

んで漢字の造語力を知る。 
・百人一首の暗唱を行い、韻文を中心に古典
のリズムに親しむ。 

書写・字形・配列などを理解して楷書で書く。 
・漢字の行書の基礎。 

○文化科学Ⅰ 
・読解力、表現力の基礎を養う。 
・身の回りに材をとったスピーチや、グ

ループでの話し合い活動を通じて、効
果的なプレゼンテーションの方法を
学ぶ。 

・論理的な文章の構成や、資料の読み取
り方を学ぶ。 

国語 
文化科学
Ⅰ 

週４時間 
週１時間 

・日常生活の中の話題に
ついて報告や紹介をし
たり、それらを聞いて

質問や助言をしたりす
る。 

・スピーチ「私のお気に

入り」ショウ・アンド・
テル 

２ 

○国語 
・正しく読む。 
・仲間や社会とのかかわりを描いた文学作品を読み、日常生活から社会全体へと視野を広

げる。 
・通知文、説明文、図表などの制作を行い、情報を伝える編集方法について学ぶ。 
・熟語の構成・漢語と和語の性質を学び、日本語の豊かさを理解する。 

・文語文法・訓読のきまりの基礎を学び古典独特の表現を味わう。 
・百人一首の鑑賞とともに近現代の短歌・俳句を学び、定型詩の伝統と特色を考える。 

書写・漢字の行書とそれに調和した仮名の書き方を理解して書く。 

国語 週４時間 ・収集した資料を効果的
に使い、説明する文章
などを書く。 

・書いたものをグループ
で回して読み合い、良
さやアドバイスを伝え

あい、推敲する。 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

○国語 
・広く読む。 
・社会や世代を超えて読み継がれる物語や小説を読んで自己と社会を考える。 

・論説や報道などに盛り込まれた情報を比較して読み、読み取ったことを簡潔にまとめた
文章を書く。 

・ディベート・パネルディスカッションを行い、対話と説得の技術を身につける。 

・文語文法（用言）・訓読のきまりを体系的に学び、読解力の基礎を固める。      
・世界の様々な文字の特性と背景にある文化を知るとともに、我が国における仮名の成り
立ち・特性を理解する。 

書写・多様な文字に関心を持ち効果的に字を書く。 

国語 週４時間 ・論説や報道などに盛り
込まれた情報を比較し
て読む。 

・報道されていることを
読み取り、起こった出
来事をとらえる。 

後 

期 

課 

程 
４ 

○国語総合 

・早く読む。 
・論理の流れを予測しながら読み、文脈をとらえて必要な情報をとりだす能力を養う。 
・様々な立場や考え方に立って書かれた複数の文章を比較しながら読み、異なる点・共通

する点を明らかにしながら理解し、自己の意見を文章にまとめる。 
・読書活動のまとめとして書評とエッセイの制作・発表を行う。 
・待遇表現・和歌の修辞・漢文の句法などを理解し、文法的知識を生かして古典作品を鑑

賞する。 
・文学史を学び、体系的な流れの中で作品をとらえる姿勢を身につける。 

国語総合 ５単位  

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○現代文Ｂ 

・深く読む。 
・文学作品の細かな表現に着目し鑑賞する
とともに、豊かな表現をめざして短歌・

俳句などの制作と合評を行う。 
○古典Ｂ 
・古典作品はもちろん、近現代の文章にお

いても、時代背景・文化的背景への理解
と言語的知識を土台に、より深い解釈・
鑑賞を行う。 

○文化科学Ⅲ 

さまざまな評論文を読み、主題を押さえ、
問題となる点を明らかにし、それに対する
自身の考えを文章にまとめる。グループ・

クラスでの発表と討論。読解力、表現力、
コミュニケーション能力の深化を図る。 

現代文Ｂ 

古典Ｂ 
文化科学
Ⅲ       

２単位 

２単位 
 
１単位 

 

６ 

○現代文Ｂ 
・読んで広げる。 

・時代や地域で異なる多様な文化を相対的
にとらえ尊重するとともに、普遍的真理
を追究する態度を育てる。 

・近代、現代を考えさせる小説・評論を読
み、時代と人間・社会と人間について話
し合って考えを深め、文章に表現する。 

○古典Ｂ（選択） 
・古典の内容や表現の特色を理解して読み

味わい、ものの見方・感じ方・考え方を
豊かにする。 

○国語総合（選択） 

・現代文や古典の作品を通して、より深く
解釈をするとともに、ものの見方・感じ
方・考え方を深める。 

現代文Ｂ 
古典Ｂ 

古典Ｂ 
国語総合 

２単位 
４単位 

２単位 
２単位 
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社会科 ６年間の指導計画 

目  標 ・「思いやり・人間愛を持った社会的リーダー」として必要な、公民的資質を養う。６年間を通じ各分野の基本的な事項に関する知識・技能

を確実に習得させるとともに、分野相互の関連を図り、社会的事象に対する正しい理解と人間への多面的な関心と愛情を身に付けた社会

的リーダーとして必要な判断力・表現力を身に付ける。 

指導の特徴 ○学 校 設 定 科 目…「文化科学Ⅱ（法理論）」の設置。 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

社会的事象に関する基本的な知識と技能を身につ

ける。（その際、一貫教育の特性を生かし、後期課

程の理解に不可欠な部分については充分な時間を

確保する）。 

社会的事象に関する幅広い知識と技能の定着を図

る。また、社会事象の原因や背景を考察したり、

多角的多面的に追及する力を養う。 

社会的事象を理解・分析し、課題を解決する総合

的な力を身につける。また、それらを分かりやす

く表現する能力を培う。 

 

課

程 

ス
テ
ー
ジ 

学

年 
目標と学習内容 履修科目 授業時数 

三鷹市小中一貫 

カリキュラムとの連携 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○地理的分野 

（１） 世界の様々な地域 
（２） 日本の様々な地域 

○歴史的分野 

（１） 歴史のとらえ方 
（２） 古代までの日本 
（３） 中世の日本 

（４） 近世の日本 
（５） 近代の日本と世界 
（６） 現代の日本と世界 

社会 週４時間  

＜地理的分野＞ 
・地域の規模に応じた調
査、身近な地域 

 
＜歴史的分野＞ 
・歴史のとらえかた、身

近な地域の歴史を調べ
る活動  

 

＜公民的分野＞ 
・政治分野：地方自治 
・経済分野：政府の役割 

・地方財政 

２ 

 
 

 
 
 

 

 社会 週３時間 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

○公民的分野 
（１） 私たちと現代社会 

（２） 私たちと経済 
（３） 私たちと政治 
（４） 私たちと国際社会の諸課題 

社会 週４時間 

後 
期 
課 

程 

４ 

○地理Ｂ 
（１）さまざまな地図と地理的技能 

（２）現代世界の系統地理的考察 
（３）現代世界の地誌的考察 

○倫理（必履修） 
（１）青年期の課題と自己形成 

（２）人間としての自覚 
（３）日本人としての自覚 
（４）現代に生きる人間の倫理 

（５）現代の諸課題と倫理 
○文化科学Ⅱ 
（１）法と法学 

（２）憲法の意義 
（３）財政のしくみ 
（４）税の歴史と現代の税制 

（５）日本の裁判制度と裁判員裁判 

地理Ｂ 
倫理 

文化科学
Ⅱ 

３単位 
２単位 

１単位 

 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○世界史Ｂ（必履修） 
（１）近世ヨーロッパ世界の形成 

（２）近世ヨーロッパ世界の展開 
（３）近代ヨーロッパ・アメリカ世界の成立 
（４）欧米における近代国民国家の発展 

（５）アジア諸地域の動揺 
 

○日本史 B 
（１）歴史の考察 

（２）原始・古代の社会・文化と東アジア 
（３）中世の社会・文化と東アジア 
（４）近世の社会・文化と国際関係 

（５）近代日本の形成とアジア 
（６）両世界大戦期の日本と世界 
（７）第二次世界大戦後の日本と世界 

世界史Ｂ 
日本史Ｂ 

 

３単位 
３単位 

 

６ 

 政治経済（必履修） 
（１）現代の政治 

（２）現代の経済 
（３）現代社会の諸課題 
（選択科目） 

地理Ｂ 
地理演習 
世界史Ｂ 

世界史演習 
日本史Ｂ 
日本史演習 

政治経済 
倫理 

政治経済 
選択科目 

２単位 
２～４単

位 
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数学科 ６年間の指導計画 

目   標 数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を以下のとおり３ステージ分けて育成する。 

指導の特徴 ○習熟度別指導の実施…２学級３展開の授業を実施し、個々に応じたきめ細かな習熟度別指導を行う。 

○継 続 的 指 導…精選した内容を系統的、体系的に指導する。 

○発 展 的 指 導…中等教育学校の後期課程における指導内容の一部については、前期課程における指導内容に移行させて発展的な学 

習として指導する。 

○学 校 設 定 科 目…「自然科学Ⅰ」を設定し、「日本の文化と幾何学」を題材に、意欲、興味関心を高める課題学習指導を行う。 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

○数量や図形などについての基礎的な概念や法則

を理解する。 

○事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数

学的に表現・処理したりする技能について学ぶ。 

〇数学を活用して事象を論理的に考察する力や数

学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に

表現する力を養う。 

○数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘

り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとす

る態度や問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を養う。 

○数量や図形などについての基礎的な概念や法則

について理解を深める。 

○事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数

学的に表現・処理したりする技能を伸ばす。 

〇数学を活用して事象を論理的に考察する力や数

学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に

表現する力を養う。 

○数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘

り強く考え、数学を生活や学習に生かそうとす

る態度や問題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を養う。 

○基本的な概念や原理・法則を体系的に理解する。 

○事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数

学的に表現・処理したりする技能を身に付ける。 

○数学を活用して事象を論理的に考察する力、事

象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・

発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事

象を簡潔・明瞭。的確に表現する力を養う。 

〇数学のよさを認識し積極的に数学を活用しよう

とする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づい

て判断しようとする態度、問題解決の過程を振

り返って考察を深めたり、評価・改善しようと

する態度や創造性の基礎を養う。 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

目標と学習内容 関連教材 履修科目 
週授業数 

単位数 
 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○代数分野 

（1）正の数と負の数 
具体的な場面を通して正の数と負の数必要性と意味を理解し、四則計

算ができるようにするとともに、正の数と負の数を用いて表現し考察す

ることができるようにする。 
（2）文字を用いた式、四則演算 

文字を用いることの必要性と意味を理解し、文字を用いた式の計算が

できるようにする。また、目的に応じて式を変形したり、数量や数量の
関係を捉え説明したりすることができるようにする。 

（3）一元一次方程式、連立二元一次方程式 

等式や方程式の必要性と意味について理解し、一元一次方程式や連立
二元一次方程式を解くことができるようにするとともに、方程式を具体
的な場面で活用することができるようにする。 

（4）比例と反比例 
関数関係の意味を理解するとともに、比例や反比例として捉えられる

二つ数量について、表、式、グラフなどを用いて調べ、具体的な事象に

ついて考察し表現することができるようにする。 
（5）データの活用 

ヒストグラムや相対度数の必要性と意味を理解するとともに、目的に

応じてデータを収集して分析し、そのデータの分布の傾向を読み取り、
批判的に考察し、判断することができるようにする。 

（6）確率 

  多数の観察や多数回の試行の結果を基にして、不確定な事象の起こり
やすさの傾向を読み取り表現することができるようにする。 

○幾何分野 

（1）平面図形 
基本的な作図や図形の移動について理解するとともに、扇形の弧の長

さや面積の求め方について理解し、これらを具体的な場面で活用するこ

とができるようにする。 
（2）空間図形 

空間図形についての理解を深めるとともに，基本的な錐体や柱体、球

の表面積や体積について理解し、これらを具体的な場面で活用できるよ
うにする。 

検定教科書 

 
体系数学 
・１代数編 

・１幾何編 
・２代数編 
 

数学の泉 
 
体系問題集 

（発展編） 
・１代数編 
・１幾何編 

・２代数編 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

数学 ４時間  
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２ 

○代数分野 

（1）式の展開と因数分解 
具体的な事象の中にある数量について文字を用いた式に表現したり

式の意味を読み取ったりする能力を養うとともに、文字を用いた式の四

則計算ができるようにする。 
（2）平方根 

正の数の平方根の必要性と意味について理解し、平方根を含む式の計

算をすることができるようにするとともに、具体的な場面で活用するこ
とができるようにする。 

（3）一次関数 

事象の中にある一次関数として捉えられる二つの数量にについて、変
化や対応の特徴を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し
表現することができる。 

（4）データの活用 
四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解するとともに、これらを

用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判的に考察し判断す

ることができるようにする。 
（5）確率 

場合の数を基にして得られる確率の必要性と意味を理解するととも

に、確率を用いて不確定な事象を捉え考察し表現することができるよう
にする。 

○幾何分野 

（1）平面図形の性質 
基本的な平面図形の性質を見出し、平行線と角の性質、多角形の角の

性質を基にしてそれらを確かめ説明することができるようにする。 

（2）図形の合同 
平面図形の合同、三角形の合同条件の意味、証明の必要性と意味及び 
その方法について理解することができるようにする。 

（3）三角形と四角形 
三角形の合同条件などを基にして三角形や平行四辺形の基本的な性

質を論理的に確かめたり、新たな性質を見いだしたりすることができる

ようにする。 

検定教科書 

 
体系数学 
・２代数編 

・１幾何編 
 
数学の泉 

 
体系問題集 
（発展編） 

・２代数編 
・１幾何編 
 

 
 
 

 
 
 

数学 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

４時間 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

○自然科学Ⅰ 「日本の文化と幾何学」と「データの活用」 

（1）和算や算額の歴史について理解を深めるとともに、算額作りに必要な
幾何の諸定理（三平方の定理や円の性質など）を理解し、利用すること
ができるようにする。 

（2）幾何の諸定理を利用して算額を作ったり、仲間の作品を意欲的に鑑賞
し、解きあったりすることができるようにする。 

（3）データの分析についての理解を深める。 

体系数学 

・２代数編 
・２幾何編 
 

数学の泉 

自然科学Ⅰ １時間 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 
 

 
 
 

○代数分野 
（1）二次方程式 

二次方程式の必要性と意味を理解し、因数分解や平方根の考えを基に

して二次方程式を解くことができるようにするとともに、具体的な場面
で二次方程式活用できるようにする。 

（2）関数 y=ax2 

関数 y=ax2 として捉えられる二つの数量について、変化や対応の特徴
を見いだし、表、式、グラフを相互に関連付けて考察し表現することが
できるようにするとともに、具体的な事象を捉え考察し表現することが

できるようにする。 
（3）標本調査 

標本調査の必要性と意味を理解するとともに、コンピュータを用いて

標本調査の実験を行い、母集団の傾向を推定し判断したり、標本調査の
方法や結果を批判的に考察し表現したりすることができるようにする。 

○幾何分野 

（1）図形の相似 
平面図形の相似の意味及び三角形の相似条件について理解するとと

もに、三角形の相似条件を基にして図形の性質を論理的に考察し表現し

たり、新たな定理を見いだしそれを活用したりすることができるように
する。 
また、基本的な立体の意味を理解するとともに、相似比と面積比や体

積比との関係にについて理解し活用することができるようにする。 
（2）円周角と中心角 

円周角と中心角の関係の意味を理解し証明ができるようにするとと

もに、具体的な場面で活用できるようにする。 
（3）平面図形の探究 
  三角形の性質や円の性質など平面図形に関する基本的な性質や定理に

ついての理解を深め、それらを事象の考察に活用できるようにするとと
もに、図形の新たな性質を見いだし、その性質について論理的に考察し
たり説明したりすることができるようにする。 

検定教科書 
 
体系数学 

・２代数編 
・２幾何編 
 

数学の泉 
 
体系問題集 

（発展編） 
・２代数編 
・２幾何編 

 
 
 

 
 

数学 ４時間 

  
 

 
 
 

○数学Ⅰ 
（1）数と式 

数を実数まで拡張する意義や集合と命題に関する基本的な概念を理
解できるようにする。また，式を多面的に見たり処理したりするととも
に、一次不等式を事象の考察に活用できるようにする。 

数学Ⅰ 
 

体系数学３ 
数式・関数編 
論理・確率編 

数学Ⅰ 
 

 
 
 

３単位 
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後 

 
期 
 

課 
 
程 

4 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

（2）二次関数 

二次関数とそのグラフについて理解し、二次関数を用いて数量の関係
や変化を表現することの有用性を認識するとともに、それらを事象の考
察に活用できるようにする。 

（3）図形と計量 
三角比の意味やその基本的な性質について理解し、三角比を用いた計量
の考えの有用性を認識するとともに、それらを事象の考察に活用できる

ようにする。 
（4）データの分析 

統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用いてデータを整

理・分析し傾向を把握できるようにする。 
（5）いろいろな式（数学Ⅱ） 

整式の乗法・除法及び分数式の四則計算について理解できるようにす

るとともに、等式や不等式が成り立つことを証明できるようにする。ま
た、方程式についての理解を深め、数の範囲を複素数まで拡張して二次
方程式を解くこと及び因数分解を利用して高次方程式を解くことがで

きるようにする。 

数学Ⅰ 

 
体系数学３ 
論理・確率編 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

○数学Ａ 
（1）場合の数と確率 

場合の数を求めるときの基本的な考え方や確率についての理解を深
め、それらを事象の考察に活用できるようにする。 

（2）整数の性質 

整数の性質についての理解を深め、それを事象の考察に活用できるよ
うにする。 

（3）図形の性質 

平面図形や空間図形の性質についての理解を深め、それらを事象の考
察に活用できるようにする。（復習） 

数学Ａ 
 

体系数学３ 
論理・確率編 

数学Ａ ２単位 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○数学Ⅱ 
（1）図形と方程式 

座標や式を用いて、直線や円などの基本的な平面図形の性質や関係を
数学的に表現し、その有用性を認識するとともに、事象の考察に活用で
きるようにする。 

（2）指数関数・対数関数 
指数関数及び対数関数について理解し、それらを事象の考察に活用で

きるようにする。 

（3）三角関数 
角の概念を一般角まで拡張して、三角関数及び三角関数の加法定理に

ついて理解し、それらを事象の考察に活用できるようにする。 

（4）微分・積分の考え 
微分・積分の考えについて理解し、それらの有用性を認識するととも

に、事象の考察に活用できるようにする。 

数学Ⅱ 
 

体系数学５ 

数学Ⅱ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

４単位 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

○数学Ｂ 
（1）数列 

簡単な数列とその和及び漸化式と数学的帰納法について理解し、それ

らを事象の考察に活用できるようにする。 
（2）ベクトル 

ベクトルの基本的な概念について理解し、その有用性を認識するとと

もに、事象の考察に活用できるようにする。 

数学Ｂ 数学Ｂ ２単位 

６ 

○数学Ⅲ（選択） 
（1）平面上の曲線と複素数平面 

平面上の曲線がいろいろな式で表されること及び複素数平面につい

て理解し、それらを事象の考察に活用できるようにする。 
（2）極限 

数列や関数値の極限の概念を理解し、それらを事象の考察に活用でき

るようにする。 
（3）微分法 

微分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認識し、事象

の考察に活用できるようにする。 
（4）積分法 

積分法についての理解を深めるとともに、その有用性を認識し、事象

の考察に活用できるようにする。 
 

数学Ⅲ 数学Ⅲ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

６単位 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

○数学Ⅰ（選択） 

数学Ⅰ、数学Ａの内容に関する復習と大学共通テスト受験に向けた問
題演習を行う。 

数Ⅰ・Ａ 数学Ⅰ 

 
 

２単位 

 
 

○数学Ⅱ（選択） 
数学Ⅱ、数学Ｂの内容に関する復習と大学共通テスト受験に向けた問

題演習を行う。 

数Ⅱ・Ｂ 数学Ⅱ ２単位 

○数学Ⅱ(応用)(選択) 

・数学Ⅱ、数学Ｂの全範囲にわたって問題解決能力を高める。 
・問題演習を通じて、大学入試における得点力向上を目指す。 

数学Ⅱ・Ｂ 数学Ⅱ ２単位 
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理科 ６年間の指導計画 

目  標 ・自然に対する興味を深め、疑問を持ち、疑問に対する答えを探究する力を身につける。 

・「社会的リーダー」として必要な、筋道を立てて物事を考える論理的な思考力を身につける。 

指導の特徴 ○学 校 設 定 科 目…「自然科学Ⅱ」の設置。 

 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

身のまわりの現象に実験や観察を通して触れるこ

とで、自然に対する興味・関心を深める。 

科学的探究を行うための基本的な能力や態度を育

てる。 

自然に対する疑問を持ち、筋道を立てて物事を考

える論理的な思考力を育てる。 

自然と人との関わり合いや共生、生命の尊重を通

じ、社会的リーダーとして必要な基本的人権を尊

重する態度を育成する。 

 

専門性の高い授業を展開するとともに、各科目間

を横断的に考える力も育てる 

個々の生徒の興味・関心に応じて科目を選択でき

るようにする。 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

目標と学習内容 履修科目 授業時数 
三鷹市小中一貫 
カリキュラムとの連携 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

物理分野 
身近な物理現象 

・光による現象 
・音による現象 
・力による現象 

 
 
 

 
 
 

 

化学分野 
物質のすがた 

・いろいろな物質 
・気体の発生と性質 
・物質の状態変化 

・水溶液 

生物分野 
生物の世界 

・身近な生物の観察 
・植物のなかま 
・動物のなかま 

 

地学分野 
大地の変化 

・火山 
・地震 
・地層 

・大地の変動 

理科 週３時間 ・硬貨の密度から物質を
特定する。 

・さまざまな細胞を観察
し、その共通点、相違
点を知る。 

２ 

物理分野 
電流とその利用 

・電流と回路 
・電流と磁界 
・電流の正体 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

化学分野 
化学変化と原子、分子 

・物質の成り立ち 
・いろいろな化学反応 
・化学変化と熱の出入

り 
・化学変化と物質の質
量 

生物分野 
生物のからだのつくり

とはたらき 
・生物をつくる細胞 
・植物の体のつくりと

はたらき 
・動物の体のつくりと
はたらき 

地学分野 
気象のしくみと天気

の変化 
・気象観測 
・気圧と風 

・天気の変化 
・日本の気象 

理科 週４時間 ・毎日の天気予報を聞い
たり、見たりして明日

の天気を予報する。 

セ
カ
ン
ド 

ス
テ
ー
ジ 

３ 

物理分野 
運動とエネルギー 

・力の合成と分解 
・水中の物体に加わる
力 

・物体の運動 
・仕事とエネルギー 
 

 
 
 

化学分野 
化学変化とイオン 

・水溶液とイオン 
・化学変化と電池 
・酸、アルカリとイオ

ン 
 

生物分野 
生命のつながり 

・生物の成長とふえ方 
・遺伝の規則性と遺伝
子 

・生物の種類の多様性
と進化 
 

地学分野 
地球と宇宙 

・天体の動き 
・月と惑星の運動 
・宇宙の中の地球 

 

理科 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
自然科学

Ⅱ 

週４時間 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
週１時間 

・リニアモーターカーの
仕組みを知る。 

・デジタルカメラを用い
て、物体の運動を記録
する。 

自然界のつながり 

・生物同士のつながり 
・自然界を循環する物質 
地球の明るいみたいのために 

・自然環境と人間 
・科学技術と人間 
・これからの私たちのくらし 

〇自然科学Ⅱ 
・我々をとりまく科学の探求 

・JAXAや国立天文台との連携授業 
・化学、生物のプレ学習 
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課

程 

ス
テ
ー
ジ 

学

年 
目標と学習内容 履修科目 授業時数 

三鷹市小中一貫 

カリキュラムとの連携 

後 

期 

課 

程 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

４ 

○化学基礎 物質の構造と化学変化を理解す

る 
物質の構成 
・物質の探求 

・物質の構成粒子 
物質と化学結合 
・イオンとイオン結合 

・分子と共有結合 
・金属と金属結合 
物質の変化 

・物質量と化学反応式 
・酸と塩基 

・酸化還元反応 

○生物基礎  遺伝・生体内の環境・生態系に

ついて理解する 
生物と遺伝子 
・生物の特徴 

・遺伝子とその働き 
生物の体内環境の維持 
・生物の体内環境 

生物の多様性と生態系 
・植生の多様性と分布 
・生態系とその保全 

化学基礎 

生物基礎 

２単位 

２単位 

 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○物理基礎  運動とエネルギー、その他物
理現象についての理解 

 
物体の運動とエネルギー 
・運動の表し方 

・様々な力とその働き 
・力学的エネルギー 
様々な物理現象とエネルギーの利用 

・熱 
・波動 
・電気 

・エネルギーとその利用 
・様々な物理現象 

○化学 物質の状態・物質の性質と反応の理解 
  物質の状態と平衡 

  ・状態変化 
物質の変化と平衡 
・化学反応とエネルギー 

無機物質 
・周期表 
・非金属元素 

・金属元素 
有機化合物 
・有機化合物の特徴と分類 

・脂肪族炭化水素 
・酸素を含む脂肪族化合物 
・構造式の決定 

・芳香族化合物 
高分子化合物の性質と利用 
・合成高分子化合物 

物理基礎 
化学 

２単位 
２単位 

 

６ 

○物理  様々な運動・電磁気の理解 原子
構造理解 

様々な運動    

・平面運動、剛体、運動量、円運動 
 単振動、万有引力、気体分子運動 
波動 

電気と磁気 
原子の物理学 
 

○化学  気体・固体の性質 平衡について
の理解 

物質の状態と平衡 

・気体の性質 
・固体の構造 
・溶液 

物質の変化と平衡 
・反応の速さとしくみ 
・化学平衡 

  ・高分子化合物の性質と利用 
  ・天然高分子化合物 
○生物  生命現象・生殖・環境・進化につ

いての理解 
・生命現象と物質 
・遺伝子の発現制御 

・生殖と発生 
・生物の環境応答 
・生態と環境 

・生物の進化と系統 

○物理演習 物理全般の復習 
 国公立２次、私大一般入試の問題演習 
 

○化学基礎演習  化学基礎全般の復習 

大学入学共通テストへの演習 

 
○生物基礎演習  生物基礎全般の復習 

大学入学共通テストへの演習 
 

〇生物演習 生物全般の復習 

 国公立２次、私大一般入試の問題演習 
 

 

物理 
物理演習 
化学 

化学基礎演習 
生物 
生物基礎演習 

生物演習 
 

４単位 
２単位 
４単位 

２単位 
４単位 
２単位 

２単位 
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音楽科 ６年間の指導計画 

 

目  標 ○ 様々な表現活動の練習や発表の機会を通して、音楽を愛好する心情を育て、豊かな音楽表現の力を身につける。 

○ 幅広い鑑賞活動を通じて、音楽を味わい、理解し、深く感受する力を養う。 

○ 様々な音楽に触れ、幅広い情操教養を身につけることで、生涯音楽に関わっていく態度を育成する。 

 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

・音楽表現に必要な基礎的な力を身につける。 

・音楽鑑賞に必要な基礎的な能力を身につける。 

・合唱活動を通し、集団で音楽を作り上げる楽しさを味わ

わせる。 

・独唱や独奏発表を数多く経験させ、個人の表現力を高め

る。 

・音楽表現に必要な幅広い力を高める。 

・鑑賞作品の背景や他の芸術とのつながりを理解し、

幅広い鑑賞の力をつける。 

・小グループによる創作的な音楽作りや即興的演奏活

動をする。 

・アンサンブル活動を通し、集団で取り組む音楽表現

の創意・工夫をする。 

・専門的な音楽の理論を学ぶ。 

・高度な独奏や独唱の技術を身につ

ける。 

・音楽史や作曲家の人生に触れ、多

角的に音楽作品を理解する。 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

目標と学習内容 留意事項 履修科目 授業時数 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

 
・発声の基礎 

・混声２部合唱 
・混声３部合唱 
 

・アルトリコーダーの基礎 
・アルトリコーダーの発展  
 

・鑑賞（独唱・ピアノ独奏・合奏協奏曲・交響詩） 
・日本音楽の理解（筝） 

 
・合唱祭との関わり 

 
 
・アルトリコーダの

ローテーション
個人発表 

音楽 週１時間 

２ 

 

・発声の基礎 
・混声３部合唱 
・独唱（日本歌曲独唱） 

 
・アルトリコーダーの発展 
・鑑賞（交響曲・組曲） 

・日本音楽の理解（歌舞伎） 

 

・合唱祭との関わり 
・独唱テスト 
 

・アルトリコーダ 
独奏 

音楽 週１時間 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

・混声４部合唱 

・独唱（イタリア歌曲） 
 
・アルトリコーダーの発展 

・小グループによるアンサンブル（４種類のリコーダーアンサンブル） 
・鑑賞（管弦楽・オペラ） 
・日本音楽の理解（能・文楽） 

 

・合唱祭との関わり 
・独唱テスト 
 

・リコーダアンサン
ブル 

音楽 週１時間 

後 

期 

課 

程 

４ 

 
・混声４部合唱 
・独唱（イタリア、フランス歌曲） 

 
・小グループによるアンサンブル（小打楽器） 
 

・小グループによるアンサンブル（６種類のリコーダーアンサンブル） 
 
・小グループによるアンサンブル（トーンチャイム） 

 
 
・鑑賞（オペラ・バレエ） 

 

 
・合唱祭との関わり 
・独唱テスト 

 
小打楽器アンサン
ブル 

・リコーダアンサン
ブル 

トーンチャイムア

ンサンブル 
・アンサンブル発表
と撮影・評価 

芸術選択 
音楽Ⅰ 

 
２単位 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

６ 

 

・個人課題別演奏 
・受験の楽典 
・ソルフェージュ 

 
・任意の楽器による練習と発表 
 

 

・演奏発表の撮影と
評価 

 

選択科目 
音楽Ⅰ 
 

 

 
１単位 
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美術科 ６年間の指導計画 

目  標 ・６年間の継続した美術の表現及び鑑賞の活動を通して、生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに、豊かな想像性、発想力、表

現力を養う。 
○ 創造する力と発想を表現へとつなげる力の伸長を目指す。 
○ 豊かに発想し、表現力をつけるための技能・技術力の伸長を目指す。 
○ 過去から現代にいたる日本及び世界の文化に対する知識と鑑賞力を育成する。 
〇 教科外での貢献や学習や生活の中でも活用できる程度の美術の知識及び技能を、思考力・判断力・表現力をもって身に付ける。 
〇 生活や社会の中で想像力や表現力を生かし、試行錯誤、調整力をもって生きていけるようにする。 

 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

様々な素材を扱い、対象を観察する力、発想し構

成する力や基礎的技能を身につける。美術作品な

どについて基礎的な理解を広げる。 

基礎的表現力、鑑賞力をもとに幅広い視野で、見

通しを持ちながら表現活動を目指す。日本及び世

界の文化の知識を育成し美術を通した国際理解を

深める。 

より深い自己の追及により個性豊かな表現力を高

める。鑑賞力の育成をめざし生涯にわたり芸術を

愛好する心情を育て、感性と美意識を深める。 

 

課

程 

ス
テ
ー
ジ 

学

年 
目標と学習内容 留意事項 履修科目 授業時数 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

１． 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて表現方法を工

夫して表すことができるようにする。 
２． 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、表現の意図と工夫、機能性と美しさ

との調和、美術の働きなどについて考え、主題を生み出し豊かなに発想し構想を練った

り、美術や美術文化に対する見方や感じ方を広げたりすることができるようにする。 
３． 楽しく美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心豊

かな生活を創造していく態度を養う。 
Ａ 表現（絵・デザイン・色の学習・レタリング・版画・彫刻）Ｂ 鑑賞  共通事項 

・展示発表 美術 週１時間 

２ 

１． 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて自分の表現方

法を工夫して表すことができるようにする。 
２． 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、機能と

洗練された美しさとの調和、美術の働きなどについて独創的・総合的に考え、主題を生み

出し豊かなに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす

ることができるようにする。 
３． 主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心

豊かな生活を創造していく態度を養う。 
Ａ 表現（絵・デザイン・版画・彫刻・工芸）Ｂ 鑑賞  共通事項 

・展示発表 美術 週１時間 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

１． 対象や事象を捉える造形的な視点について理解するとともに、意図に応じて自分の表現方

法を工夫して表すことができるようにする。 
２． 自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、表現の意図と創造的な工夫、機能と

洗練された美しさとの調和、美術の働きなどについて独創的・総合的に考え、主題を生み

出し豊かなに発想し構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりす

ることができるようにする。 
３． 主体的に美術の活動に取り組み創造活動の喜びを味わい、美術を愛好する心情を培い、心

豊かな生活を創造していく態度を養う。 
Ａ 表現（絵・デザイン・版画・彫刻・工芸）Ｂ 鑑賞   共通事項 

・展示発表 美術 週１時間 

後 

期 

課 

程 

４ 

 美術の幅広い創造活動を通して、造形的な見方・考え方を働かせ、美術体験を重ね、生活や社

会の中の美術や美術文化と幅広く関わる資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

１． 対象や事象を捉える造形的な視点について理解を深めるとともに、意図に応じて表現方法

を創意工夫し、造形的に表すことができるようにする。 
２． 造形的なよさや美しさ、表現の意図と創意工夫、美術の働きなどについて考え、主題を生

成し創造的に発想し構想を練ったり、価値意識をもって美術や美術文化に対する見方や感

じ方を深めたりすることができるようにする。 
３． 主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとと

もに、感性を高め、美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。 
Ａ 表現（絵画・デザイン・彫刻・映像メディア・工芸）Ｂ 鑑賞 

・展示発表 芸術選択 
美術Ⅰ 

２単位 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 
 

 

 

   

６ 
芸術を通し、社会人・教養人として基礎を完成させる。 
○前期（各自のテーマにそって作品制作） ○後期（卒業制作・鑑賞） 

・展示発表 
・受験対策 

選択科目 
 

 

２単位 
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書写・書道 ６年間の指導計画 

目  標 ・書写・書道の学習活動を通し、思考力、判断力、表現力を養い、生活や学習に生かす態度を育成する。また書写から書道への円滑な接続

を図ることで書美への関心を高め、表現や鑑賞の能力を伸ばし、感性を高め、生涯にわたり書を愛好する心情と書の伝統や文化を尊重す

る態度を身につける。 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

書写の基礎・基本の習得および書字過程を重視

した学習活動を通して、思考力や判断力、表現力

を養う。文字を正しく整えて速く書くことができ

るようにするとともに、書写の能力を学習や生活

に役立てる能力を育成する。 

文字が果たす役割や文化としての意義について

理解することで、文字の芸術性に関心を向ける素

地を養う。また、書道の幅広い活動を通して、感

性を高め、書写能力の向上を図り、表現と鑑賞の

基礎的な能力を育成し、書の伝統や文化について

の理解を深める。 

書道の創造的な諸活動を通して、生涯にわたり

書を愛好する態度を育成するとともに、感性を高

め、個性豊かな表現と鑑賞の能力を伸ばし、書の

伝統や文化についての理解を深め、尊重する態度

を育成する。 

 

課
程 

ステージ 
学
年 

目標と学習内容 留意事項 履修科目 授業時数 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

１．文字の基礎的知識の理解 

・漢字や仮名の由来 

２．書写（毛筆）の基礎・基本の習得 

・執筆・姿勢 

・用具・用材 

・筆使い 

・筆順 

３．文、文章の書き方 

・字形や大小の捉え方 

・漢字と仮名の調和および配列 

・硬・毛関連学習    

・展示発表 書写 週１時間 

２ 

１．行書の書き方の習得 

・行書の特徴 

①速書き、筆脈 

②点画の連続 

③払い、はね、筆順の変化 

④点画の省略 

２．行書とそれに調和した仮名の書き方の理解 

３．多様な書字場面への活用 

・目的や必要に応じた筆記具や書体（楷書又は行書）の選択 

・展示発表 書写 週１時間 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

１．文字の役割を考える 

・身のまわりの多様な文字の発見 

・文字を手書き文字することの意義 

・文字の伝達性と表現性  

２．文字文化としての意義を考える 

・伝統的な書式 （手紙、慶弔袋等） 

・文字の表現性と芸術性についての探究 （毛筆による書簡や名跡・名筆等）  

・展示発表 書写 月２時間 

後 

期 

課 

程 

４ 

１．書道の学習目標の理解 

・書写と書道 

・表現と鑑賞 

２．漢字の書 

・書体の変遷  

・基本用筆の習得 

・古典の鑑賞 ・字形と線質の関係 

・創作 （イメージ書） への活用 

３．文化祭展示 

・伝統的な表現形態の理解 （裏打ち） 

・展示鑑賞  

４．仮名の書 

・成立と種類 ・基本用筆の習得 

・単体と連綿 ・古筆の鑑賞と変体仮名の効用 

・散らし書きと余白美 ・創作への活用 

５．漢字仮名交じりの書（共同制作） 

・創作法  

・自分達の今を表す言葉を考える 

・意図に基づく表現の構想と工夫          

・これまでの書の学習を生かした作品制作        

・展示発表 

（美術館鑑賞） 

芸術選択 

書道Ⅰ 

２単位 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５                                               

６ 

１．篆刻                           ３．自主研究 

・印の歴史と篆書                    ・自らの興味、関心に沿ったテーマ別研究および作 

・印の効用                                 品制作 

・姓名印作成 

２．多様な書の美についての探究 

・漢字の書 古典の鑑賞 

・仮名の書 古筆の鑑賞 

・書の美の諸要素と表現効果 

・生活に生かす 

・展示発表 

 

選択科目 

書道Ⅰ＊ 

 

 

２単位 

 

＊６年の選択科目は教育課程の都合上、設置しないこともある。  
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保健体育科 ６年間の指導計画 

目  標 ・健康・安全や運動についての理解を深め、生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を育成する。また、健康の保持増進のための

実践力を育成し、体力の向上を図り、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を身につける。 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

・幅広い運動経験 

・適切な健康管理と基礎的な体力の向上 

・積極的に運動し親しむ資質や能力の育成 

・運動や健康・安全についての理解 

・健康保持増進のための実践力育成と体力向上 

・各種運動の特性の理解と運動技能の向上 

・公正な態度や、進んで規則を守り互いに協力し

て責任を果たす態度の育成 

・自主的な計画立案と運営 

・生涯を通じた適切な健康管理と体力の向上 

・継続的に運動を実践する資質や能力の育成 

・公正・協力・責任などの社会的態度の習慣化 

 

課

程 

ス
テ
ー
ジ 

学

年 
目標と学習内容 留意事項 履修科目 授業時数 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○体つくり運動 

・陸上競技 

・水泳 

・球技 

 

 

・器械運動 

（前期３年間で２回） 

○体育理論 

・運動やスポーツの多様性 

○保健 

・健康な生活と疾病の予防 

・心身の機能の発達と心の健康 

 保健体育 週３時間 

 
各種目を通して、幅広い運動経験をし、そのうえで積極的に運動し親しむ資質や能力の育成し、運

動や健康・安全についての理解を深める。また、適切な健康管理と基礎的な体力の向上を目指す。 

   

２ 

○体つくり運動 

・陸上競技 

・水泳 

・球技 

 

・武道 

（前期３年間で２回） 

○体育理論 

・運動やスポーツの意義や効果と学び方や安

全な行い方 

○保健 

・健康な生活と疾病の予防 

・傷害の防止 

 保健体育 週３時間 

  
各種目を通して、幅広い運動経験をし、そのうえで積極的に運動し親しむ資質や能力の育成し、運

動や健康・安全についての理解を深める。また、適切な健康管理と基礎的な体力の向上を目指す。 

   

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

○体つくり運動 

・陸上競技 

・水泳 

・球技 

 

・ダンス 

（前期３年間で２回） 

 

○体育理論 

・文化としてのスポーツの意義 

○保健 

・健康な生活と病気の予防 

・健康と環境 

 保健体育 週３時間 

  
健康保持増進のための実践力育成と体力向上を目指すと共に、各種運動の特性の理解と運動技能の

向上、及び、公正な態度や、進んで規則を守り互いに協力して責任を果たす態度の育成を目指す。 

   

後 
期 
課 

程 

４ 

○体つくり運動 

○体育 

・陸上競技 

・水泳 

・球技 

 

 

○体育理論 

○保健 

・現代社会と健康 

 体育 

保健 

２単位 

１単位 

  
健康保持増進のための実践力育成と体力向上を目指すと共に、各種運動の特性の理解と運動技能の

向上、及び、公正な態度や、進んで規則を守り互いに協力して責任を果たす態度の育成を目指す。 

   

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○体つくり運動 

○体育 

・水泳 

・球技 

 ○体育理論 

○保健 

・生涯を通じる健康 

・社会生活と健康 

 体育 

保健 

２単位 

１単位 

 
生涯を通じた適切な健康管理と体力の向上を目指すと共に、継続的に運動を実践する資質や能力を

育成し、運動における公正・協力・責任などの社会的態度の習慣化を目指す。 

   

６ 

○体つくり運動 

○体育 

・水泳 

・球技 

○体育理論 ・種目選択による 

授業 

体育 ３単位 

  
 
各種目について、自主的な計画立案と運営を行う態度を育成し、生涯を通じた適切な健康管理と体

力の向上、及び、公正・協力・責任などの社会的態度の習慣化を目指す。 
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技術・家庭・情報科 ６年間の指導計画 

目  標 【技術分野】 

 体験的な学習活動を通して、ものづくりやコンピュータ活用に関する基礎的な知識と技術を習得し、実際の生活に活用できる能力と態度

を身につける。 

【家庭分野】 

 実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な衣食住などに関する基礎的な知識と技術を習得し、毎日の生活に活用できる能

力と態度を身につける。この力は、社会の一員として、リーダーとして、これからを展望し持続可能な社会を構成する一員としての基礎力

になっていく。また、家族・福祉・消費生活に関する基礎的な知識を習得し、家庭生活に充実向上を図る能力と実践的態度を身につける。 

【情報】 

 中学校・技術分野で学習した内容を土台にして、体系的・系統的に情報の科学的理解を進める「情報の科学」の学習を行い、情報活用能

力を育成すると共に、情報化社会に参画する態度を身につける。 

 また、講義と演習を組み合わせ、さまざまな課題に対して問題解決を行うことができる思考力、推理力、応用力を身につける。 

 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

○技術に関する基礎的な知識と技術の習得   

○生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して、生活と技

術とのかかわりについて理解を深め、進んで生活を工夫し想像する能力

と実践的な態度を育てる。 

 ○家庭生活の充実向上

を図る能力と実践的

態度の育成 

 

○情報とコンピュータに関する基礎的な知識と技

術の習得 

○情報とコンピュータに関して、情報活用能力の

基礎を養う 

○情報とコンピュータに関して、生活と社会に応

用する知識と技術の習得 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

目標と学習内容 留意事項 履修科目 授業時数 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○技術分野 

Ａ材料と加工に関する技術 

Ｂエネルギー変換に関する技術 

Ｃ生物育成に関する技術 

Ｄ情報に関する技術 

  情報とコンピュータの基礎 

  情報とコンピュータと私たちの生活 

○家庭分野 

Ａ家族・地域と子どもの成長 

Ｂ食生活と自立 

Ｃ衣生活・住生活と自立 

Ｄ身近な消費生活と環境 

・技術分野及び家庭分野の

授業時数については、３

学年間を見通した全体的

な指導に基づき、いずれ

かの分野に偏ることなく

配当して履修させる。 

・様々な学習で、コンピュ

ータを活用することがで

きるようになる。 

・セキュリティ・発達の段

階に応じた情報モラルの

指導 

技術・家庭 週２時間 

２ 

技術・家庭 週２時間 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

技術・家庭 週１時間 

後 

期 
課 

程 

４ 

○コンピュータと情報通信ネットワーク 

○問題解決とコンピュータの活用 

○情報の管理と問題解決 

○情報技術の進展と情報モラル 

セキュリティ・情報モラル

の指導・プログラミング教

育の推進・マルチメディア

の適切な取り扱い 

情報の科学 ２単位 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○人の一生と家族・家庭及び福祉 

○生活の自立及び消費と環境 

○持続可能な社会をつくる 

○情報 

他教科の学習への活用 

社会の一員としてこれから

を展望し持続可能な社会の

構築する姿勢を身に着ける 

情報活用能力の育成を重視

した他教科との連携指導 

家庭基礎 ２単位 

６ 

○マルチメディア 知的財産権の取り扱いと、

現代社会におけるメディア

の扱いに対する指導 

選択科目 

  

  

２単位 
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英語科 ６年間の指導計画 

目  標  ・国際社会でツールとして使用できる英語力を身につける。 

指導の特徴 ○少人数授業の実施…基礎・基本の充実。生涯学習の観点からの学習習慣の確立 

○細かい目標設定による学力の把握 ・・・ 実用英語技能検定、GTEC 等の活用 

○外国人英語指導助手の活用による運用体験 ・・・ JET・ALT とのティーム・ティーチングの活用 

○複数学年にわたる継続的指導 ・・・トレーニングマラソン（リスニング・多読等）による実践的な地力の向上  

○学 校 設 定 科 目…「文化科学Ⅳ（原典購読）」の設置 

各ステージの目標 

ファーストステージ 【基礎力養成期】 セカンドステージ 【活動実践期】 サードステージ 【応用発展期】 

○積極的にコミュニケーションを図ろうとする 

態度を育てる。 

○自学自習の方法と習慣を身につける。 

○実践的能力を身につけ、異文化を理解する力を育

てる。 

○多様な意見や考えの受信・発信を通じて、世界と

積極的に関わる力を育てる。 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

学習内容 学校行事との関連 
関連教材 

時間数 
英検取得目標 

GTEC による 

CEFR-J level 目標 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

・be 動詞、一般動詞 

・命令文 

・can を用いた文 

・３人称単数 

・疑問詞 

・現在進行形 

・過去形 

・There is 構文 

・不定詞 

スピーチ・コンテスト NEW TREASURE STAGE 

1 

 

英語 

週４時間 

４級   A1-2(60%) 

２ 

・未来を表わす表現 

・助動詞 

・比較 

・副詞節を導く接続詞 

・接続詞 that 

・第３、４、５文型 

・現在完了 

・動名詞 

・受動態 

スキット・コンテスト 

 

校内留学（希望者） 

NEW TREASURE STAGE 

１・２ 

 

英語 

週４時間 

３級 A1-3(60%) 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

・名詞、不定代名詞、前置詞 

・後置修飾、分詞 

・関係代名詞 

・比較表現 

・間接疑問文・完了形 

・知覚、使役動詞 

・関係代名詞 

・関係副詞 

・過去完了 

スペリング・コンテスト 

 

校内留学（希望者） 

 

日本文化のプレゼンテーション 

 

 

海外ボランティア研修（希望者） 

NEW TREASURE STAGE 

２・３ 

 

英語 

週４時間 

準２級 
 
 
 
 
２級 

  A2-1(60%) 
 
 
 

※下線のついている学習内容は高等学校での学習内容を一部前期課程で取り入れた内容 

 

課

程 

ス
テ
ー
ジ 

学

年 
学習内容 学校行事との関連 

関連教材 

単位数 
英検取得目標 

GTEC による 

CEFR-J level 目標 

後 

期 

課 

程 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

４ 

・副詞節 

・名詞節 

・不定詞 

・分詞、分詞構文 

・仮定法 

・動名詞 

・比較 

・話法 

・時制の一致 

・強調・倒置 

・プレゼンテーション 

 

 

 

英語劇発表 

 

 

 

 

 

海外ボランティア研修 

コミュニケーション英語Ⅰ 

3 単位 

 

英語表現Ⅰ 

2 単位 

 

準 2 級 

2 級 

 A2-2(60%) 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

・ディベート 

・より高度な 4 技能の 

トレーニング 

海外修学旅行 コミュニケーション英語Ⅱ 

4 単位 

英語表現Ⅱ 2 単位 

文化科学Ⅳ（原典講読） 

1 単位 

2 級 B1-1(50%) 

６ 

・より高度な 4 技能の 

トレーニング 

グローバル遠足 コミュニケーション英語Ⅲ 
3 単位 

英語表現Ⅱ ２単位 

コミュニケーション英語Ⅱ
（選択科目）２単位 

2 級 

準１級 

 

B1-1(60%) 

CEFR-J : CEFR(欧州共通言語参照枠)をベースに、日本の英語教育での利用を目的に構築された英語能力の到達度指標 
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CAN DO LIST  

ファーストステージにおける目標 

 ・積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる。 

 ・自学自習の方法と習慣を身につける。 

第１学年 

聞く 

クラスルームイングリッシュの指示を理解し行動することができる。 

得意なことや好きなことについての説明を聞き取ることができる。 

英検４級程度の英語を聞いて十分理解できる。 

話す 

（発表） 

日常的にすることや好きなものについて話すことができる。 

テーマに沿った内容について 1分以上自信を持って発表できる。（学習発表会） 

話す 

（やり取り） 

初対面の挨拶を、相手の目を見てはっきりした声で行える。 

身の回りの物ついて質問したり、答えたりできる。 

読む 

家族や友だちの紹介文の内容を読み取ることができる。 

一分間に７０語程度のスピードで教科書の英文を音読できる。 

一分間に５０語程度のスピードで英文を読んで内容を理解することができる。 

書く 

アルファベットの大文字・小文字の音を知ったうえで、正確に書くことができる。 

スペリングコンテストで 8割以上の語句を正確につづることができる。 

テーマに沿った内容を 30語以上の英文で書くことができる。 

英語を用いた活動 

・1 学期‐自己紹介（やり取り）、好きなものについて話す、フォニックスに関するインタビューテスト 

・2 学期‐‘My Family’についてのスピーチ（クラス内発表）、スペリングコンテスト 

・3 学期‐English Presentation Day に向けてのスピーチ 

年間目標トレーニング時間：180 時間 （一日 30分・音読および音読筆写） 

 

第２学年 

聞く 
教科書の内容に関する Oral Introduction を理解することができる。 

英検３級程度の英語を聞いて十分理解できる。 

話す（発表） 

フォニックスをマスターし、正しい発音で文字を音声化できる。 

身近なことや教科書に内容について、英語で伝えることができる。 

テーマに沿った内容について 2分以上自信を持って発表できる。 

教科書で学んだ会話表現などを使い、普段の生活についてのスキットをペアで発表することができる。

（学習発表会） 

話す（やり取り） 
身近なことや教科書の内容について述べられたものを理解し、聞き取れないところは質問することがで

きる。 

読む 
簡単な物語や興味関心のある文章を読んで理解することができる。 

一分間に８０語程度のスピードで英文を読んで内容を理解することができる。 

書く 
手紙文等で正しい文章形式で書くことができる。 

「初め、中、終わり」を意識した英文を 60語以上で書くことができる。 

英語を用いた活動 

・1 学期‐簡単な洋書をたくさん読む。（多読指導を開始する） 

・2 学期‐助動詞を使ってのスキットを作る。 

・3 学期‐English Presentation Day に向けてのスキットを作る。 

年間目標トレーニング時間：180 時間（一日 30分・音読および音読筆写） 

多読：自分の興味がある内容の簡単な洋書を 10 冊以上読む。 
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セカンドステージにおける目標 

 ・実践的能力を身につけ、異文化を理解する力を育てる。 

第 3 学年 

聞く 
JET、ALTによる教科書の Oral Introduction を理解することができる。 

英検準 2級程度の英語を聞いて十分理解できる。 

話す（発表） 
日常生活の身近な話題（ニュースなど）について話すことができる。 

奈良・京都・日本文化などの内容について 3分程度で発表できる。（学習発表会） 

話す（やり取り） 
日本文化について説明したり、他国の文化などについて質問することができる。 

相手の意見を踏まえたうえで、自分の意見を理由とともに述べることができる。 

読む 
色々な国についての英文や簡単な論説文の内容を読み取ることができる。 

一分間に 90語程度のスピードで英文を読んで内容を理解することができる。 

書く 日本の文化や伝統について 150語程度で書くことができる。 

英語を用いた活動 

・1 学期‐30 秒の「英語によるコマーシャル」を作り発表する。 

・3 学期‐奈良・京都について英語でプレゼンテーションを行う。 

目標トレーニング時間：270 時間（一日 45分・洋書を読む、音読および音読筆写） 

多読：ビギナーレベル、レベル１，２、の洋書を 10 冊以上読み読書記録をつける。 

 

第 4 学年 

聞く 
オンライン英会話で相手の言っていることをほぼ理解できる。 

教科書の英文を聴くだけで７割理解できる。 

話す（発表） 

スキットの模範例文を暗唱し、自分で制作したスキットを発表する。 

インタビューテストで自分の考えをはっきりと伝えることができる。 

グループ（6～7人）で、3分以上のオリジナルの英語劇を作り発表する。（学習発表会） 

話す（やり取り） 
オンライン英会話で相手に自分の意図を伝えられる。 

オンライン英会話で自分の考えをはっきりと伝えることができる。 

読む 
教科書レベルの内容を 100wpm のスピードで 80％の理解度（大体分かる）を保ち、理解することがで

きる。 

書く 英語劇のシナリオを書くことができる。 

英語を用いた活動 

・1 学期‐2 分以上のペアによるスキットを作り発表する。 

・2 学期‐教科書の内容についてレポートするインタビューテスト 

・3 学期‐6～7 人のグループで英語劇を演じる。 

目標トレーニング時間：270 時間（一日 45分・洋書を読む、音読および音読筆写） 

多読：レベル３，４、またはそれ以上のレベルの洋書を 10 冊以上読み、読書記録をつける。 

＊台湾姉妹校の本校訪問時の対応学年 

 

 

 

 

 

 

 



 - 107 - 

サードステージにおける目標 

 ・多様な意見や考えの受信・発信を通じて、世界と積極的に関わる力を育てる。 

第 5 学年 

聞く 
簡単な英単語の英語による説明を聞いて、どの単語の説明か聞いて分かる。 

教科書で学んだ内容に関して、理論的に述べられた内容を理解することができる。 

話す（発表） 教科書の内容について 100 wpm で話すことができる。 

話す（やり取り） 
教科書で学んだ内容に関して、理論的に述べられた内容に対して反対意見を述べることができる。 

（ディベート） 

読む 教科書レベルの内容を 80％の理解度（大体分かる）を保ち、読んで理解することができる。 

書く 

教科書で学んだ内容（約 200 語）を 60 語程度でまとめることができる。 

海外で体験したことや感じたことについてグローバルエラーなしに、500 語ほどのエッセイを書くこと

ができる。（海外修学旅行のまとめ） 

ディベートのテーマに関して、理論展開を意識して 400 語ほどのエッセイを書くことができる。 

英語を用いた活動 

・1 学期‐スピーチレシテーション 例‐「チャップリンの独裁者」一人約 1 分 30 秒のスピーチ 

・2 学期‐海外修学旅行エッセイ A4 サイズ一枚 

     リレーノートによる英語の交換日記 

・3 学期‐ディベート   デベートの内容についてのまとめ A4 サイズ一枚 

目標トレーニング時間：360 時間（一日 1時間・英作文、洋書を読む、音読および音読筆写） 

多読：長文読解等の英文とする。 

＊海外修学旅行・台湾姉妹校と現地で交流 

 

第 6 学年 

聞く 
全体‐共通テストのリスニングレベルのものを 80 ％以上理解できる。 

発展‐CNN の概要を理解することができる。 

話す（発表） 

教科書の内容について 110 wpm ほどのスピードで話すことができる。 

教科書で学んだ内容に関して、理論的に述べられた内容に対して反対意見を述べることができる。 

社会的な問題について自分の意見を相手に理解してもらえるように、準備して話すことができる。 

話す（やり取り） 
学んだ内容を、わかりやすく相手に伝え、また、相手の考えも 尋ねるなどの意見交換ができる。 

発展‐CNN のニュース内容を第 3 者にレポートすることができる。 

読む 教科書レベルの英語を初見であっても 125 wpm ほどのスピードで読み概要を理解できる。 

書く 

与えられたテーマで、構成を意識しながらエッセイを書くことができる。 

社会的・文化的テーマについて、自分の意見を理由を含め理論的に書くことができる。 

（入試の和文英訳を大きなミスなく書くことができる。） 

英語を用いた活動 

・1 学期‐発展 ‐ CNN のレポート エッセイライティング 

・2 学期‐発展 ‐ 社会的問題に対して自分の意見発表 

目標トレーニング時間：400 時間（大学受験に向けての学習期間であるので記録はつけない） 

多読・精読：大学入試問題等の英文を読む。 
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総合的な学習の時間 ６年間の指導計画 

目  標 ・人生設計学と称し、自ら調べ、話し合い、発表等を通して豊かな人間性を育てる。一般常識、礼儀作法、ルール、マナー、討論の基礎等

を学習し、職場体験やボランティア体験などの体験活動を通して実践力やコミュニケーションの力を身につける。 

 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

○自ら課題を見つけ、自ら学び考え、主体的に判

断し、よりよく問題を解決するのに必要な基礎

的、基本的な資質や能力を育てる。 

○自ら課題を見つけ、自ら学び考え、主体的に判

断し、よりよく問題を解決するのに必要な、よ

り実践的な資質や能力を育てる。 

○自ら課題を見つけ、自ら学び考え、主体的に判

断し、よりよく問題を解決するのに必要な、よ

り高度で実践的な資質や能力を育てる。 

 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

活動内容 
授業
時数 

学校行事 学年行事 進路学習 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○思いやり・人間愛 
中学生ができるボランティア体験 
・講演会 

・グループ体験 
〇校外学習 

○個人課題解決学習 
＊職業調べⅠ 
・働くことの意義 

・職場見学 

５０ 
時間 

入学式 
 
生徒会・

部活紹介 
 
生徒会役

員選挙 
 
生徒総会 

 
鷹校祭 
・文化祭 

・体育祭 
 
合唱祭 

 
卒業式 

○校外学習 
○百人一首大会 

○ボランティア体
験 

○職業研究 

・働くことについて 
・職場見学 
○自分自身につい

て知る 
 

２ 

○思いやり・人間愛 
農業体験 
・ボランティア活動の一環 

・自然と触れ合い、日本の農業につい
て学習する。 

〇伝統文化体験 

○個人課題解決学習 
＊職業調べⅡ 
・職業について知る 

・職場体験 
・各企業、事業所にて実施 

７０ 
時間 

○校外学習 
・農業体験 
○職場体験 

○百人一首大会 

○職業研究 
・農業体験 
・職場体験 

・職業について研究 
を深める 
○どんな人間にな

りたいか 
 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

○思いやり・人間愛 

中学生ができるボランティア体験 
 

 

〇伝統文化体験 
 ・能楽体験 
 ・京都伝統文化体験 

○個人課題解決学習 

＊職業調べⅢ 
・大学訪問 
・学部学科研究 

＊課題学習Ⅰ 
・社会とかかわりながら学ぶ 

７０ 

時間 

○大学訪問 

○都内巡り遠足 
○研修旅行(京都・
奈良) 

○職業研究 

・職業と学部、学科
の関連 

・職業と大学の関連 

○どんな職業に就
きたいか 

○自分の社会参加

について考える 
 

後 

期 

課 

程 

４ 

○人間関係形成能
力 

＊奉仕活動を通じ

た社会に貢献す
る態度の育成 

・奉仕活動 

・奉仕活動実践報告 
＊プレゼンテーシ
ョン能力の育成 

 

○情報活用能力 
＊発表活動による
学習成果の共有 

＊職業調べⅣ 
・職業、資格研究 

○将来設計能力 
＊大学と職業の関
係調べ 

・学部、学科研究 
＊将来設計プラン
の策定 

＊進路適性検査 

○意思決定能力 
＊課題学習Ⅱ 
・セカンドステージ

探究 
・セカンドステージ
探究発表 

３５ 
時間 

○高大連携校への
授業参加 

○奉仕実践報告会 

○大学模擬授業 
○職業研究 
・職業、資格研究 

・学部、学科研究 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

○人間関係形成能
力 

＊プレゼンテーシ
ョン能力の育成 

＊自文化理解 

＊海外修学旅行 
・国際理解の一環と
して、海外修学旅

行先の台湾の地
理、歴史、文化に
ついて学習する 

 

○情報活用能力 
＊発表活動による

学習成果の共有 
＊大学研究 
 

○将来設計能力 
＊各界リーダーを

招いての講演会 
＊進路講演会 
＊進路適性検査 

＊進路希望調査 

○意思決定能力 
＊大学模擬授業 

＊サードステージ
探究 

３５ 
時間 

○修学旅行(海外)  
○高大連携校への

授業参加 

○大学模擬授業 
 

６ 

○人間関係形成能

力 
＊プレゼンテーシ
ョン能力の育成 

○情報活用能力 

＊発表活動による
学習成果の共有 

○将来設計能力 

＊進路希望調査 

○意思決定能力 

＊大学模擬授業 
＊サードステージ
探究 

＊サードステージ 
 探究発表 
＊在卒懇談会 

 

３５ 

時間 

〇グローバル遠足 

○高大連携校への
授業参加 

○在卒懇談会 

○大学模擬授業 
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道徳 ６年間の指導計画 

目  標 ・道徳の時間を中心に、他人を思いやる心と互いに助け合う心をはぐくむとともに、物事を正しく判断し、自分の言動に責任をもつ態度を

養う。また、自己の生き方、在り方を考えさせるとともに、地域や社会、ひいては世界の平和や人類の幸福に貢献する態度を身につける。 

各ステージの目標 

ファーストステージ【基礎力養成期】 セカンドステージ【活動実践期】 サードステージ【応用発展期】 

「思いやり」と「勤労」 「責任」と「奉仕」 社会的リーダーとしての「奉仕」と「社会貢献」 

 

課

程 

ス
テ
ー
ジ 

学

年 
学習内容 学校特設科目・学校行事などとの関連 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

○望ましい生活習慣を身につけ、心身の健康の増進を図り、より高い目標を目指し、希望と勇気

をもって着実にやり抜く強い意志をもつ。 

○温かい人間愛の精神を深め、他の人々に対し思いやりの心をもち、友情の尊さを理解して心か

ら信頼できる友達をもち、互いに励まし合い、高め合う。 

○生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生命を尊重するとともに、自然を愛し、美しいも

のに感動する豊かな心をもち、人間の力を超えたものに対する畏敬の念を深める。 

文化一般：情操の育成 

文化科学Ⅰ：話し合い、心情理解力 

校外学習：団結力、協力、環境保全

  

２ 

○礼儀の意義を理解し、時と場に応じた適切な言動をとるとともに、多くの人々の善意や支えに

より、日々の生活や現在の自分があることに感謝しそれにこたえる。 

○社会に尽くした先人や高齢者に尊敬と感謝の念を深め、勤労の尊さや意義を理解し、奉仕の精

神をもって、公共の福祉と社会の発展に努める。 

○それぞれの個性や立場を尊重し、いろいろなものの見方や考え方がることを理解して、寛容の

心をもち謙虚に学ぶ。 

自然科学Ⅰ：論理的思考力 

校外学習：農業体験、持続可能な生態

系利用 

職場体験：勤労意識の向上、郷土愛 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

○自律の精神を重んじ、自主的に考え、誠実に実行してその結果に責任を持ち、真理を愛し、真

実を求め、理想の実現を目指して自己の人生を切り拓いていく。 

○法や決まりの意義を理解し、遵守するとともに、自他の権利を重んじ義務を確実に果たして、

社会の秩序と規律を高めるよう努める。 

○自己が属する様々な集団の意義についての理解を深め、役割と責任を自覚し集団生活の向上に

努める。 

○世界の中の日本人としての自覚をもち、国際的視野に立って、世界の平和と人類の幸福に貢献

する。 

自然科学Ⅱ：科学的な見方、考え方 

研修旅行：伝統文化理解 

後 

期 

課 

程 

４ 

○自他の尊重と自分の役割と責任を自覚し、集団生活の向上と、よりよい校風をつくるとともに、

他者や異性、ジェンダーフリーについての理解を深め、相手の人権を尊重する態度を身につけ

る。 

○郷土や自然を愛する心を養い、進んでボランティア活動や自治的な活動に取り組み、地域社会

の一員としての自覚を持って郷土を愛し、理解を深める。 

○望ましい生活習慣及び節度ある生活ができるように自主的に計画を立て実践し、自己を見つめ

て自己の向上を図るとともに、理想の実現を目指して自己の人生を切り拓いていく。 

○国際社会の一員として、国家の発展に努めるとともに、国際的視野に立って、世界の平和と人

類の幸福に貢献する。 

○家族への敬愛と感謝の念を深め、家族の一員としての自覚を持って、充実した家庭生活を築く

とともに、生命のつながりについても、理解を深める。 

○より高い目標を目指し、希望と勇気を持って着実にやり抜く強い意志を持つともに、人間とし

ての在り方生き方についても考える。      

文化科学Ⅱ：社会連帯、公正公平、 

権利と義務 

総合的な学習「奉仕」：相互扶助、 

公徳心 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

修学旅行（移動教室）：異文化理解 

総合的な学習：個性の伸長、 

個性の尊重 

６ 

文化科学Ⅳ：国際理解、異文化理解 

総合的な学習：理想社会の実現 
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キャリア教育 ６年間の指導計画 

目  標 ・教科の学習、課題学習、論文作成、プレゼンテーション、その他各活動を通して、①人間関係形成能力、②情報活用能力、

③将来設計能力、④意思決定能力を育成するとともに、「総合的な学習の時間」を中心に、さまざまな体験的学習を行い、

自己の将来のあり方について目標を設定させ、明確な目的をもって進むべき大学・学部等を選択する力を身につける。 社

会的リーダーとしてどのように社会に貢献していくべきか考える力を身につける。 

 

各ステージの目標 

ファースト（１・２年）【基礎力養成期】 セカンド（３・４年）【活動実践期】 サード（５・６年）【応用発展期】 

○体験的学習を通して、地域社会と自分との

かかわりを学び、職業観、勤労観を育成す

る。 

○自己の適性や能力を理解し、また自分の周

りの仲間について理解し、人間関係形成能

力を高める。 

○人間の生き方について学ぶとともに、自己

の適性について理解を深める。 

○進路についての情報収集と活用により、自

己の将来の進路について考察する。 

○卒業後の生き方を見すえて、進路目標を決

定する。 

○自己の適性を考慮し、進路実現に向けて具

体的な準備を進めるとともに、６年一貫教

育のまとめを行う。 

 

課
程 

ス
テ
ー
ジ 

学
年 

進路学習との関連場面 

学年行事 備 考 【 総合的な学習の時間 】 
・プレゼンテーション能力の育成① 
・グループによる協働① 
・発表活動による学習成果の共有② 

【特別活動】 【教科】 

前 

期 

課 

程 

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ー
ジ 

１ 

 

・働くことについて③ 

・職業について②③ 

・職場見学③④ 

・自分や仲間のことを知る① 

 

・校外学習① 

・個人面談④ 

 

 

 

・校外学習 

・職場見学 

 

・放課後、土曜、 

夏期補習 

・学力推移調査 

・朝読書 

２ 

・職業について研究を深める② 

・職場体験③④ 

・農業体験① 

・地域と接して学ぶ② 

・ステージ探究発表会②③ 

・農業体験①③ 

・個人面談④ 

 ・職場体験 

・農業体験 

・放課後、土曜、 

夏期補習 

・学力推移調査 

・朝読書 

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ 

３ 

・学部学科研究② 

・大学訪問②④ 

・社会とかかわりながら学ぶ② 

・多摩地区国公立大学合同説明会 

 ② 

・個人面談④ 

・研修旅行② 

 ・大学訪問 

・研修旅行 

(関西方面) 

・放課後、土曜、 

夏期補習 

・学力推移調査 

・朝読書 

後 

期 

課 

程 

４ 

・高大連携、大学模擬授業④ 

・進路希望調査③ 

・奉仕活動を通じた社会に貢献 

する態度の育成① 

・ステージ探究発表会②③ 

・個人面談④ 

・勉強合宿② 

 ・奉仕実践報告会 

・高大連携校への 

授業参加 

・勉強合宿 

・放課後、土曜、 

夏期補習 

・学力診断テスト 

・朝読書 

サ
ー
ド
ス
テ
ー
ジ 

５ 

・高大連携、大学模擬授業④ 

・将来設計プランの作成③④ 

・進路希望調査③ 

・個人面談④ 

・海外修学旅行 

 ② 

・勉強合宿② 

 ・海外修学旅行 

・高大連携校への 

授業参加 

・勉強合宿 

・放課後、土曜、 

夏期補習 

・学力診断テスト 

・朝読書 

６ 

・大学模擬講義④ 

・大学別進路ガイダンス② 

・分野別進路ガイダンス② 

・進路講演会③ 

・進路希望調査③ 

・在校生卒業生懇談会④ 

・ステージ探究発表会②③ 

 

・個人、三者面談④ 

 

 ・在卒懇談会 

・高大連携校への 

授業参加 

・放課後、土曜、 

夏・冬期補習 

・学力診断テスト 

・朝学習 

 

 

 

 
 

グループ学習① 
 
実験、実習① 
 
コミュニケーショ
ン能力の育成① 
 
情報の整理と 
活用② 
 
理論的思考力

の開発② 
 
学力推移調査
② 
 
生活、家庭、 
保育の学習③      
 
言語能力と 

情操の育成③ 
 
社会参加意識
の啓発③ 
 
卒業後を見すえ
た科目の選択④ 
 
思考力と意思決

定能力の育成
④ 
 
図書館の活用
② 

職
業
研
究 

大
学
訪
問 

進
路
の
実
現 

 
 

合唱祭① 
 

体育祭① 
 

文化祭①②③ 
 

ホームルーム① 
 

移動教室 

事前学習② 
 

部活動①③ 
 

球技大会① 
 

生徒会、 

委員会活動③ 
 

セーフティ教室

③ 
 

進路説明会④ 

オープンキャン

パス④ 



【地域の実情】穏やかな地域
【学校の実情】国際交流が盛ん
【子供の実態】学習意欲が高い
【教師の願い】思いやりの心を持った社
会的リーダーの育成
【保護者の願い】生活面と学習面の両
立

学校の道徳教育の重点目標
思いやり・人間愛（ヒューマニティ）を主題に、社会的リーダーとして必要な判断力と行動力、思いやりの心を育成する。

東京都立　三鷹中等教育学校　　　　道徳教育全体計画

特別活動各教科

各学年の指導の重点

道徳の時間

総合的な学習の時間

【法的根拠】
日本国憲法
教育基本法
学校教育法
学習指導要領

学校の教育目標
社会的リ一ダーとしての資質を持つ生徒を育成する
ため、次の教育目標を定める。
①　互いの基本的人権を尊重し、思いやりの心を
もった豊かな人間性を養う。
②　高い見識と幅広い視野を培う。
③　自立と共生の精神を養う。

国語
言語感覚を養い国語を愛する心を
育てる

社会

我が国の国土・歴史に愛情を持ち、

公民的な資質の基礎を培う

外国語

外国の言語や文化に関心を持ち

美術

表現・鑑賞を通して美的な情操を

養う

音楽

表現・鑑賞を通して音楽的な情操

を養う

数学

数学的なものの見方や考え方の良

さを生活に生かす態度を養う

理科

自然に対する関心を高め学ぶこと

を通し科学的な考え方を養う

保健体育

運動に親しみ、明るく豊かな生活を

営む態度を養う

技術・家庭

生活と技術との関わりを通し進ん

で生活を工夫する態度を養う

第１学年
中学生としての自覚を持ち

豊かな人間性を養う。

第３学年

より高い目標に向かって

理想の実現を目指す。

第２学年
２年生としての自覚を持ち

思いやりのある人間関係を築く。

学級活動

教師と生徒、生徒相互の理解を深

め互いに尊重する態度を育成する。

学校行事
集団の一員として自覚を持ち、規
律ある集団生活を築くと共に助け
合いや協力の態度を養う。

生徒会活動

自主的な活動を重んじ、進んで公

共のために奉仕する態度を養う。

各学年の重点内容項目

１年

「思いやり」

・望ましい生活習慣の育成

・他人への思いやりと信頼

・生命尊重と自然愛護

２年

「勤労」

・礼儀作法の意義と感謝の精神

・郷土愛と勤労の尊さ

・向上心と個性の伸長

３年

「責任」

・自主・自律の精神

・法や決まりの理解と遵守

・集団生活の向上

・世界平和と人類の幸福への貢献

指導方針

・生徒一人ひとりの個性を尊重しながら、可能

性を伸ばしていく指導。

・生徒の道徳的な実践力を伸ばすために各教

科、特別活動との密接な連携。

指導の工夫
・読み聞かせや朗読の利用とともに、ＶＴＲやＣ
Ｄなどの視聴覚機器の利用を推進する。

・生徒の体験や日常の出来事など身近な話題

を多く取り入れて理解しやすい教材の利用を心

がける。

補

充

・

深

化

・

統

合

補

充

・

深

化

・

統

合

選択

なし

環境整備

・豊かな心を育て、道徳的実践意欲を高め

るような環境を整備する。

・生徒と教師、生徒相互の望ましい人間関

係を育てる。

推進体制

管理職・学年主任・生活指導部主任を中心

に、各教科・各分掌と連携し推進する。道徳

授業地区公開講座を活用し、授業のあり方

や他教科との連携方法について研究する。

生活指導

・思いやりの心を持てる集団を育成する。
・健康で安全な学校生活が送れるよう
集団を 育成する。

家庭・地域との連携

・学校、家庭、地域三者の相互理解を深め、

交流を密にして協力体制を整える。

・学校公開日、授業参観、道徳地区公開講

座を通じ、道徳の授業を活性化させる。

その他特に必要な教科

なし

・学校、家庭、地域三者の

相互理解を深め、交流を密に

して協力体制を整える。

・学校公開日、授業参観、

道徳地区公開講座を通じ、

道徳の授業を活性化させる。
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特別活動全体計画 

 

【教科指導の重点】 

日本国憲法 

教育基本法 

学校教育法 

学習指導要領 

都教委の教育目標 

【学校の教育目標】 

＊互いの基本的人権を尊重し、思いやりの心

を持った豊かな人間性を養う 

＊高い見識と幅広い視野を培う 

＊自立と共生の精神を養う 

【学校・地域の実態】 

・学習意欲が高い 

・落ち着いている 

・部活動や行事が盛ん 

【保護者の願い】 

・充実した進路指導 

・いじめ等のない安心できる学校 

  

   
【学校像】 

①教養教育により広く深い教養、知性を培う学校 

②世界的視野をはぐくむ学校 

③豊かな人間性を育成し、望ましい職業観・勤労観を涵養する学校 

④一人一人の生徒の進路希望を実現する学校 

⑤地域社会とともに歩む学校 

⑥生徒が切磋琢磨する活力ある学校 

⑦中高一貫教育校としての一体性を重視する学校 
【総合的な学習の時間】 

①将来の在り方生き方を考え、社会に

貢献しようとする志や使命感を育

むために「人生設計学」を設定し、

系統的なキャリア教育を展開しな

がら、進路希望を実現させる。 

②ボランティア活動や校外学習等の

体験的活動を通して、実践力、コミ

ュニケーション能力を育成し、思い

やりの心と人間関係形成能力を培

う。 

③自らの生き方と職業との関わりを

考えさせ、職場見学や職場体験、講

演会等の体験的学習等を計画的に

行いながら、望ましい勤労観・職業

観を育成する。 

④自然・社会・人文科学を中心に教科

横断的な課題学習を行い、各ステー

ジのまとめの論文の作成・発表を通

してプレゼンテーション能力を育

成する。 

【道徳教育の指導】 

①各教科、総合的な学習の時間、およ

び特別活動と密接に関連し、教育活

動全体を通して道徳教育を展開し、

「勤労・責任・思いやり」を兼ね備

えた豊かな人間性を育む。 

②年間３５時間の道徳の時間を確保

し、他人を思いやる心や互いに助け

合う心を育むとともに、物事を正し

く判断し、自分の言動に責任をもつ

態度を養う。 

③生徒の発達段階や特性等を考慮し

ながら、ボランティア活動などの体

験活動を積極的に取り入れて、道徳

的実践力を育成する。 

【学級活動】 
学級を単位として、学級や学校の生活への適応を
図るとともに、その充実と向上、生徒が当面する
諸課題への対及び健全な生活態度の育成に資す
る活動を行うこと。 
(1)学級や学校の生活の充実と向上に関すること 
(2)個人及び社会の一員としての在り方、健康や安
全に関すること 

(3)学業生活の充実、将来の生き方と進路の適切な
選択に関すること 

【生徒会活動】 
学校の全生徒をもって組織する生徒会において、
学校生活の充実や改善向上を図る活動、生徒の諸
活動についての連絡調整に関する活動、学校行事
への協力に関する活動を行うこと。 
学校生活の充実、改善向上を図る活動：生徒総会
(5月) 
学校行事への協力に関する活動：文化祭・体育祭
(9月) 
中高一貫校連携事業における生徒会連絡会(11
月) 

【学校行事】 
全校または学年を単位として、学校生活に秩序と
変化を与え、集団への所属感を深め、学校生活の
充実と発展に資する定見的な活動を行うこと。 
儀式的行事：始業式（4,9,1月）、入学式（4月）、
終業式（7,12月）、修了式（3月） 
学芸的行事：文化祭(9月)、芸術鑑賞教室(7,2月) 
集団宿泊行事：宿泊防災訓練（6月）、海外修学旅
行（11月） 
健康安全・体育的行事：健康診断（4月）、体育祭
（9月）、避難訓練・安全指導（12回） 
勤労生産・奉仕的行事：美化デー（毎月）、清掃
（毎日） 

【育てたい生徒像】 

① 社会的リーダーを目指す生徒 

② 学習活動と、特別活動・部活動等の両立を目指し、限界までチャ

レンジする生徒 

③ 幅広い視野を持ち、すべての教科を意欲的に学習する生徒 

④ 高い目標を持ち最後まで努力する生徒 

⑤ 自主的、意欲的に取り組む生徒 

【特別活動】 

①各学級の班活動や係活動を重視し、自己と他、集団との関わりを

尊重する態度を育成する。生徒の自主性・自発性を重んじ、与え

られた責任、使命を自覚できる人間に育てる。 

②生徒会、委員会、学級活動相互の連携を図り、学校行事の企画・

立案・運営に主体的・自主的に関わる態度を育てる。異年齢集団

との関わりの中から、集団との関わり方を学習し、達成感や成就

感を実感させる。 

③部活動等の異年齢集団における継続的な活動において、目的を共

有し互いに切磋琢磨することで、互いを尊重し合う豊かな人間関

係を育て、個性や能力の伸長を図る。 

④集団への帰属意識の高まりや、学校生活の充実と発展を促す学校

行事を実施し、異年齢集団における交流を深め、思いやりの心を

もつ豊かな人間性を育て、社会的リーダーとしての資質を養う。 

国語 

読むこと・書くことの基礎となる、漢

字・語彙の学習に継続的に取り組み、

国語を正確に理解し、適切に表現する

力を育成する 

社会 

社会科学の基礎的な知識の確実な習

得に努め、社会的事象に対する正しい

理解と人間への多面的な関心を身に

付けさせる 

数学 

習熟の程度に応じた授業を実施し、発

展的な内容や基本的な概念、原理・法

則を理解させ、数学的な表現や処理の

仕方を習得させる 

理科 

自然に対する興味を深め、疑問を持

ち、疑問に対する答えを探求する力

と、筋道を立てて物事を考える論理的

な思考力を育てる 

音楽 

音楽を深く感受する力を養い、個性的

で豊かな表現に必要な音楽技術を身

につけ、自己表現力を高める 

美術 

生涯にわたり美術を愛好する心情を

育てるとともに、豊かな想像性、発想

力、表現力を養う 

情報・家庭 

体験的な学習活動を通して、ものづく

りやコンピュータの活用、自立に必要

な衣食住に関する基礎的な知識と技

能を習得し、実際に活用できる能力と

態度を育てる 

保健体育 

健康･安全や運動についての理解を深

め、生涯にわたって計画的に運動に親

しむ資質、能力と、明るく豊かで活力

ある生活を営む態度の育成 

外国語 

習熟の程度に応じた少人数指導を実

施し、ＡＬＴを活用しながら英語への

興味・関心を喚起するとともに、語

彙・定型表現等の基礎・基本の定着を

図る 

【生活指導】 

①あいさつの励行、礼儀正しい態度や身

だしなみ、集団生活でのマナー、規範

意識の育成等、きめ細かく規律ある生

活指導を通して、社会性、協調性、規

範意識などを育成する。 

②生活指導全体計画に基づいて全教職員

が協力した、生徒の発達段階に応じた

生活指導を行い、基本的な生活習慣や

生活態度を身に付けさせる。 

③スクールカウンセラーを活用し、学校

全体で教育相談体制を組織する。 
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「食に関する指導」の全体計画 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教
科
と
の
関
連 

学年 第１学年 第２学年 第３学年 

社会 世界の生活と文化 生活・文化からみた日本 わたしたちの暮らしと経済 

理科 いろいろな生物とその共通点 生物のからだとはたらき 自然と人間  

技術・家庭 
食生活と栄養 

献立作りと食品の選択 
 

私たちの成長と家族、家庭と子どもの成

長、調理と食文化 

保健体育 食生活と健康   

道徳 

１主として自分自身に関すること（１） 

２主として他の人とのかかわりに関すること（１）（２） 

３主として自然や崇高なものとのかかわりに関すること（１）（２） 

４主として集団や社会とのかかわりに関すること（５）（６）（８）（９）（１０） 

総合的な学習 

の時間 

食生活を考えよう（文科省教材活用） 

地域と共に カレーづくり 

農業体験 生産者との交流 

新米を味わおう 職場体験  
郷土料理 和菓子作り体験 

特
別
活
動 

学級活動 

１ 学 期 ２ 学 期 ３ 学 期 

○食に関する指導 

・給食のきまり 

・朝食の大切さを知ろう 

・夏の健康と食生活 

 

○食に関する指導 

・栄養バランスを考えてみよう 

・食材の生産者に思いをはせよう 

・年末年始の食事 

 

○食に関する指導 

・かぜの予防と食生活 

・１年間の給食活動の反省 

・食生活を見直してみよう 

 学校行事 入学式 健康診断 合唱祭 体育祭 文化祭  

 

卒業式 

生徒会活動 

給食委員会 
・各月の給食目標にあわせた活動  ・アンコール給食  ・縦割り交流給食  ・国際交流 ・オリパラ献立 

給
食
指
導
（
給
食
指
導
目
標
） 

４月 
・給食のきまりを守り、協 

力して楽しい給食にしよう 
８月 

・自分の食生活をふり返るよい機会に

しよう 
12月 

・冬の食生活と健康について考え

よう 

５月 
・食事にふさわしい環境づくりをし

よう 
９月 

・運動と栄養の関連について理解しよ

う 
１月 

・食生活に関心をもとう 

・給食週間にあわせ、給食の歴史

やねらいを理解しよう 

６月 
・衛生に気をつけて食事をしよう

（手洗いの励行、清潔な身支度等） 
10月 

・バランスのとれた食事について考え

よう 
２月 

・健康づくりを考え、食生活を見

直そう 

７月 
・夏の食生活と健康について考えよ

う 
11月 

・感謝して食事をしよう。 

・給食の係分担について見直そう 
３月 

・楽しい雰囲気で好き嫌いせずお

いしく食べよう 

・食生活の反省をしよう 

生活指導との 

関連 

・学校生活のきまり 

・夏休みの生活 
・冬休みの生活 ・１年間の生活の反省 

個別指導 ・食物アレルギー個別対応  ・ヘルスジャッジジュニア入力 

 

家庭・地域との 

連携 

・給食だよりの発行          ・学校給食試食会    ・ＩＣＴを活用した取組 

・地元の農家との連携（地産地消）  ・学校保健委員会  

・学校給食運営委員会        ・栄養個別指導   

 

【生徒の実態】 

食に関する基礎的な知識は持って

おり、基本的な食習慣が身につい

ている生徒が多い。給食の残菜は

多くはないが、副菜、汁ものが多

く残る傾向にある。好き嫌いや偏

食の生徒も多少見られるが、全体

的には給食時間を楽しみにしてお

り、いつも楽しく食べている様子

が見られる。 

【学校教育目標】 

・自他の基本的人権を尊重する思いやりの心を持った 

豊かな人間性を養う 

・高い見識と幅広い視野を培う 

・自立と共生の精神を養う 

・ 学習指導要領 

・ 食育基本法 

・ 東京都教育委員会の基本方針 

【健康教育目標】 

生涯にわたり健康な生活が送れるよう、 

健康・安全に関する実践力を育成する 

【食に関する指導目標】 
○ 食事の重要性、食事の喜び、楽しさを理解する 

○ 心身の成長や健康の保持増進の上で望ましい栄養や食事の摂り方を理解し、自ら管理していく能力を身につける 
○ 正しい知識・情報に基づいて、食物の品質及び安全性等について自ら判断できる能力を身につける 
○ 食物を大事にし、食物の生産等にかかわる人々への感謝する心をはぐくむ 

○ 食生活のマナーや食事を通じた人間関係形成能力を身につける 
○ 各地域の産物、食文化や食にかかわる歴史等を理解し、尊重する心をもつ 

【目指す生徒像】 

・ 自分の生活や将来の課題を見つけ、朝食を必ず摂るなど、望ましい食習慣を理解して、実践する力を身に付ける。 

・ 食文化や食品の生産・流通について理解を深め、食事を通して豊かな心と望ましい人間関係を構築できる。 

・ 食物の働きや栄養について理解し、献立・調理にも関心をもち、日常生活に生かしていくことができる。 

都立三鷹中等教育学校 

前期 
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別紙１　令和３年度　学校安全計画　全体計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京都立三鷹中等教育学校

○各教科、総合的な学習の時間、ホームルーム活動、学校行事、生徒会活動、部活動等の全教育活動を通して、安全課題を
　設定するとともに、生徒が自ら課題を把握し、その解決方法を考えることのできる活動を基本に推進する。
○全学年ともセーフティ教室を実施し交通安全や薬物乱用防止、犯罪被害防止等に重点的に取り組む。

安全教育に関する法令等 学校の教育目標 学校の現状等
○学習指導要領総則
「安全に関する指導」
○学校保健安全法(第27条）
○「2020年の東京」へのアク
ションプログラム2013
目標1施策2、目標６施策18、
目標７施策19
○東京都教育ビジョン（第４
次）基本的な方針６　施策展
開の方向性⑰

人間性豊かな社会を構築する社会的リーダーを育成するた
め、
○　自他の基本的人権を尊重する思いやりの心を持った豊
かな人間性を養う。
○　高い見識と幅広い視野を培う。
○　自律と共生の精神を養う。

○平成２２年４月に開校。令和元
年度に、５期生が卒業。
○前期生の通学手段は交通機
関利用が85％程度、後期生につ
いては、自転車による利用が
86％程度である。
○保護者は規律ある生活指導に
よる安全・安心な学校生活への
期待が高い。

安全教育の目標
規範意識の確立を基礎とした安全教育を推進し、自
他の生命を尊重しながら生涯にわたって自らの安全を
守るとともに、社会の安全に貢献できる資質や能力を
育成する。

目指す生徒像 育てようとする資質や能力及び態度
○現在や将来に直面する安全課題を把握し、的確な
判断と行動ができる生徒
○地域の安全活動に貢献する社会性の高い生徒

○安全に関する理解を深め、適切な意志決定や行動選択をする
力、自ら危険を予測し、回避する力
○地域の安全活動に参画する自発的な意欲と態度

安全教育の目標を実現するための基本方針

生活や行動等の安全管理（対人管理） 学校環境（対物管理） 事件・事故や災害発生時の危機管理

安全学習及び安全指導の指導方針等
生活安全 交通安全 災害安全

○家庭や地域・社会で起こる犯罪や危険に
ついて理解し、犯罪に巻き込まれない行動
ができることを重視する。
○校内外で不審者に対する適切な対処方
法や行動ができるようにする。
・セーフティ教室
・登下校時の安全指導
・長期休業期間中における生活指導

○地域・社会で展開される交通安全活動
を知り、参加する意識を高める。
○公共交通機関利用時のマナー、自転
車の安全利用とマナー指導に重点的に
取り組む。
・交通安全教室
・生活指導部と学年によるマナー指導
○保健の授業において補助教材「災害の
発生と安全・健康」を活用した学習を実施

○「３・１１を忘れない」を活用した指導を行
い、地震や火災時に適切な行動ができるよう
にする。
○災害発生時における避難所の役割を理解
し、家庭や地域における災害ボランティア活
動に参加できるようにする。
・緊急地震速報システムを活用した避難訓練
・地区の総合防災訓練へのボランティア参加
○保健の授業において補助教材「災害の発
生と安全・健康」を活用した学習を実施

各学年の指導方針 関係する教科等
【１、２学年】体験を通して安全に関する知識を理解し、自分自身で
身を守る方法を身に付けさせる。
【３学年】安全に関する知識を活用し、学校生活や日常生活の中で
判断し、行動できるようにする。
【４、５、６学年】安全に関する知識を理解し、地域への貢献活動に
参加し、安全意識を高める態度を育成する。

【関係教科（技術・家庭、地歴公民、保健体育、理科、実習教
科】学習活動における事故防止の指導を徹底する。
【ホームルーム活動】日常的な安全指導を徹底し、安全・安心に
学校生活を送る生活態度を育成する。
【部活動・生徒会活動】生徒自ら安全確保に努める態度の育成と
生徒会による啓発活動の活性化を図る。

安全管理との関連

○４月：安全教育プログラム、学校安全
計画及び危機管理マニュアル
○７月：不審者対応
○２月：交通安全

○総務部（防災）、生活指導部（防犯、交
通）、教務部（研修）、経営企画室（対物管
理）
○評価は、学校運営連絡協議会のアン
ケートを活用して行う。

○学校だよりPTA広報を通した啓発
活動
○区役所・消防署：区の総合防災
訓練への参画と教育活動への協力
○警察署：スクールサポーターと連
携、セーフティ教室への協力

○屋上への立入りや無断外出の禁止等、
学校生活のルールの遵守を徹底する。
○教職員による生徒の行動観察により、
心身の健康状態の把握に努め、養護教
諭との連携を深める。

【定期点検】生徒が使用する防火・防災・
防犯設備、体育施設や薬品管理につい
て学期に１回実施する。
【日常点検】事故防止の観点から授業や
学校行事等の際は、事前の安全点検を
徹底する。

○危機管理マニュアルを熟知し、生徒の安全
を最優先に、迅速な報告と的確な初期対応を
行う。
○災害発生時における保護者との連絡手段の
及び生徒の引渡し方法の確立
○近隣の関係諸機関と緊密な連絡、情報交換
をし、適切な対応を行う。

教職員の校内研修 推進組織及び評価 家庭・地域・関係機関との連携


